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　Im ｖ. 13 der 。Nacht“。kommet ein Wehn und regt die Gipfel des Hains auf.“Dies geistige

｡Ｗｅｈｎ“　erinnertuns　vor　allem　an　den　germanischen Hain　und　das　konservative

Nationalgefiihl, mit dem die Stilrmer und Dranger des Gottinger Hainbundes∧Voltaire und

Wieland, die beiden Banntrager der hofischen Rokoko-Ｋｕ!tur verdammt haben. Es wtirdeくein

nationalsozialistisches Element, das den letzten Diktator des Dritten Reichs ergotzte, ware es

nicht mit der dynamischen Idee deS尚repub!ikanischen Griechentﾘms konfrontiert, vor〉（!ｅｒ･

Schillerぱseinem 。S皿ziergang“(179ら) erschrak, wie Goethes 。Faust“(Teil 1｡/1806）dem

Erdgeistをntweicht, obwohl er　ihn→machtig∧angezogen“　hat. Lieber　akzeptieren　diese

Weimarer　Klassiker　die　statische Idee　Olympiersレden　zwar der junge尚Goethe　in

｡Prometheus‘' (1774)　zu　entthronenレwagte. Auch　Helderlin　fiel　lange　wegen　des

Miliverstandnisses unter die Ｋａtむgoriesolcher〉antirevolutionarenﾚHumanisten. Dies zeugt

von Th. Manns Wunschtraum ｉｎ・｡Kulturｕnd〉Sozialismus“(1929)ト｡Was not tate, was

endgilltig deutsch sein konnte, wSre ein Bund und∧Pakt derトkonservativen Kulturidee mit

dem revolutionaren Gesellschaftsgedanken, zwischen Griechenland und Moskau, um ｅ･Ｓ

pointiert zu sagen ＿ ｡｡｡,wenn Karl Marx den Friedrich Holderlin gelesen haben werde.“

Dieser Traum hat sich in der heutigen Germanistik erfullt.Es bleibt uns die Aufgabe, im

einzelnen　gedankenlyrischen Gedicht, das　anscheinend　lieber　mit　der　Geisteswelレder

Parnassiens zu tun hat, als mit dem bilrgerlichen Alltag,皿loglicherweise eine seltene

Begegnung der demokratischen Sittlichkeitmit deｒﾚidealenSchonheit der griechischかｎAntike

zu entdecken. Was die 。Nacht“,d. i. die erste Strophe von Holderlins Griechengedicht 。Brod

皿d Wein“ 〉（1800－1801）betｒifft，habe ich :niトE. zum ersten Mai　diese Begegnung

wissenschaftlich　begrundet, weil　nicht nur die∧romantischen l Auslegungen　des　１９｡

Jahrhunderts, sondern auch die reprasentativen Arbeiten dieses Jahrhunderts davon keine

Ahnung haben.　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
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静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
（
燈
火
と
月
影
の
）
光
が
満

　
　
ち
、

　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩

　
　
み
ゅ
く
人
々
。

　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
っ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も

　
　
な
く
、

　
し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

だ
が
他
方
、
竪
琴
の
か
が
彼
方
の
庭
園
か
ら
響
い
て
来
る
。
恐
ら
く
は

　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
或
い
は
孤
独
な
者
が

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
い
日
を
偲
ひ
っ
つ
。
し
て
噴
泉
が

　
浴
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
遊
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
抱

　
　
　
し
て
い
る
。

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

　
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か

　
　
す
。

　
見
よ
！
　
し
て
我
ら
の
大
地
の
影
像
た
る
月
も

ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
、
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
。

　
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
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澄
な
）
夜
は
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く
私
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な
ど
ま
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配
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も
せ

　
　
　
ず
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彼
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で
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明
を
放
ち
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、
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で
は
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て
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こ
れ
迄
す
で
に
第
九
句
以
下
で
「
噴
泉
が
洞
々
と
湧
き
送
り
」
と
歌
わ
れ
た
所
に
、

大
地
の
奥
底
よ
り
沸
く
自
然
の
脈
動
が
始
め
て
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
第
一
句
の
「
街

路
」
の
石
畳
に
象
徴
さ
れ
る
石
材
に
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
西
欧
都
市
は
、
そ
の
市
壁
に

囲
ま
れ
た
内
部
空
間
の
至
る
所
に
人
工
の
跡
を
留
め
て
お
り
、
こ
の
人
間
へ
と
自
然
が

働
き
か
け
る
。
成
程
そ
の
代
表
は
月
影
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
一
句
か
ら
第
十
八
句
に
わ

た
り
第
一
節
「
夜
」
全
体
に
光
明
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
直
接
に
詩
人
が
、
「
月
も

ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
、
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
」
と
歌
う
の
は
、

よ
う
や
く
第
十
四
句
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
都
市
像

に
表
立
っ
て
現
わ
れ
る
の
は
、
基
本
的
に
人
間
の
諸
相
で
あ
り
、
第
九
句
の
「
噴
泉
」

に
し
て
も
人
工
の
所
産
に
相
違
な
い
。
但
し
「
噴
泉
」
の
水
脈
は
大
地
自
然
に
根
ざ
し

て
お
り
、
ゆ
え
に
人
工
よ
り
も
む
し
ろ
自
然
の
息
吹
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
第

士
二
句
に
至
る
と
今
度
は
、
こ
れ
が
天
空
よ
り
吹
き
寄
せ
る
。

　
　
　
今
や
又
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か
す
。

こ
の
「
息
吹
き
（
ミ
・
ぼ
）
」
が
先
の
第
九
句
以
下
に
お
け
る
「
噴
泉
」
の
脈
動
に
加
味
さ

れ
、
都
市
像
に
は
天
と
地
の
両
界
へ
と
聞
か
れ
た
時
空
が
広
が
る
。
し
か
も
第
十
一
句

で
「
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音
」
に
つ
な
が
る
音
響
の
世
界
に
お
い
て
、
こ
の
「
息
吹
き
」
は

静
聴
す
る
心
に
聞
き
取
ら
れ
ヽ
内
省
す
る
慶
へ
と
透
人
す
亘
種
の
「
彭

緋
～
谷
ご

ル
ー
ア
ハ
（

に
Ｅ
）
（
6
2
）
」
（
『
創
世
記
』
第
一
章
、
第
二
節
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
証
文
献
学
は
一
応
こ
の
「
息
吹
き
」
を
「
プ
ネ
ウ
マ
の
意
」
と
解
し
、
長
篇
『
ヒ

ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
第
一
巻
の
第
十
三
書
簡
に
お
け
る
（
霊
の
息
吹
き
こ
ａ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ

Ｗ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
１
１
呂
）
、
そ
し
て
二
行
連
句
詩
『
エ
レ
ゲ
イ
オ
ン
』
（
一
七
九
九
年
）

第
一
〇
〇
句
の
「
息
吹
く
・
：
神
気
（
Ｗ
ｅ
ｈ
ｅ
ｔ
　
.
｡
｡
　
Ｒ
ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｍ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
I
I
.
　
７
４
）
、

更
に
讃
歌
『
ラ
イ
ン
河
』
（
一
八
〇
一
年
）
第
十
三
節
の
第
一
八
九
句
以
下
に
い
う
「
木

三
（
３
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

－

－

－

－

－

‐

　

‐

暗
き
樹
林
を
／
霊
気
が
包
み
さ
や
ぐ
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
１
４
８
）
な
ど
関
連
箇
所
を
例
証
し
た

あ
と
、
第
十
三
句
後
半
の
分
離
動
詞
「
揺
り
動
か
す
呈
但
…
呂
｛
｝
」
の
語
気
を
文

字
通
り
「
上
へ
　
（
呂
｛
｝
」
と
読
み
取
る
旨
を
述
べ
る
（
6
3
）
。
以
上
の
修
辞
上
に
お
け
る

語
法
の
問
題
を
補
う
と
、
第
十
三
句
の
六
歩
格
（
ヘ
ク
サ
メ
ト
ロ
ン
）
詩
脚
で
印
象
深

く
残
る
の
は
、
中
央
部
に
お
け
る
「
息
吹
き
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
句

末
の
「
４
　
　
札
ふ
（
樹
頭
を
）
ル
万
勺
（
Ｆ
Ｉ
呂
｛
｝
」
と
考
え
ら
れ
る
。
一
応
は
「
今

や
ま
た
到
来
す
る
息
吹
き
(
ｊ
ｅ
ｚ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｋ
目
９
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｈ
ｎ
）
」
で
中
間
休
止
と
な
る

の
で
、
ま
ず
「
息
吹
き
（
ミ
・
巨
）
」
が
高
潮
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
後
半
「
し
て
揺
り
動

か
す
、
林
苑
の
樹
頭
を
天
上
へ
　
(
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｇ
ｉ
ｐ
ｆ
ｅ
こ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ
　
ａ
ｕ
こ
）
の
終
結

部
に
お
け
る
盛
り
上
が
り
は
、
強
強
格
（
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ス
）
な
の
で
「
息
吹
き
」
に

も
増
し
て
力
強
い
。
し
か
も
引
き
続
く
第
十
四
句
で
「
見
よ
／
・
：
月
も
(
Ｓ
ｉ
ｅ
ｈ
!
　
ｕ
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

ｆ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ッ
ス

…
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｏ
乱
）
」
と
悠
久
な
る
宇
宙
へ
と
詩
想
が
広
が
る
引
き
金
と
し
て
、
「
林
苑
の
（
樹

頭
を
）
天
上
へ
」
は
都
市
像
の
最
後
を
飾
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
印
象
深
さ
は
な
お

さ
ら
で
あ
る
。

　
と
は
言
う
も
の
の
勿
論
「
息
吹
き
」
が
「
霊
気
」
と
し
て
詩
想
の
基
調
を
な
し
て
お

り
、
こ
の
高
揚
す
る
「
息
吹
き
」
の
裏
付
け
を
得
て
こ
そ
、
始
め
て
「
林
苑
」
の
本
質

が
顕
わ
と
な
る
。
従
っ
て
「
息
吹
き
」
と
「
林
苑
」
は
別
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

こ
こ
で
は
「
息
吹
き
が
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
林
苑
」
が
探
究
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
場
合
、
ま
ず
「
林
苑
」
の
古
里
と
し
て
『
旧

約
聖
書
』
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
そ
の
『
創
世
記
』
第
十
二
章
以
下
に
は
、
神
人
応

答
の
場
と
し
て
「
林
苑
（
エ
ー
ロ
ー
ネ
士
　
マ
ム
レ
ー
（
ｊ
・
～
ａ
ｆ
ｚ
）
」

（
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
i
ｓ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
１
:
　
Ｂ
Ｈ
Ｓ
　
２
４
）
が
、
一
五
四
五
年
ル
タ
ー
訳
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
　
（
｛
乙
‐
右
｝
。

し
て
一
行
が
カ
ナ
ー
ン
の
地
に
来
る
と
、
ア
ブ
ラ
ー
ム
は
過
り
シ
ケ
ム
と
い
う
所
、

モ
ー
レ
の
林
苑
へ
と
赴
い
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
（
第
十
二
章
、
第
六
節
）
。
…
し
て
ヘ
ブ
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
Ｓ

ン
に
あ
る
マ
ム
レ
ー
の
影
ル
に
住
み
、
そ
こ
に
主
（
な
る
神
）
の
た
め
祭
壇
を
築



四
（
４
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

い
た
。
（
第
十
三
章
、
第
十
八
節
）
。
…
そ
の
日
に
主
（
た
る
神
）
は
ア
ブ
ラ
ー

ム
と
盟
約
（
回
乱
）
を
結
ん
だ
。
…
（
第
十
五
章
、
第
十
八
節
）
。
…
「
し
て
我

は
、
わ
が
盟
約
を
我
と
汝
と
の
間
に
結
ぼ
う
。
…
」
（
第
十
七
章
、
第
二
節
）
。
Ｉ
・
Ｉ

「
見
よ
、
我
在
り
て
、
わ
が
ル
が
を
汝
と
有
す
る
。
…
」
（
第
十
七
章
、
第
四
節
）
。

…
「
故
に
、
も
は
や
汝
は
ア
ブ
ラ
ー
ム
と
称
せ
ず
、
ア
ブ
ラ
ー
ハ
ー
ム
が
汝
の
名

と
な
る
の
だ
。
・
：
」
（
第
十
七
章
、
第
五
節
）
。
…
し
て
主
（
な
る
神
）
は
マ
ム

レ
ー
の
林
苑
(
Ｈ
ａ
ｙ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｍ
ｒ
ｅ
）
で
、
ア
ブ
ラ
ー
ハ
ー
ム
に
現
わ
れ
た
。
…
（
第

十
八
章
、
第
一
節
）
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
も
詩
歌
『
シ
ユ
ヴ
ィ
ー
ツ
州
』
（
一
七
九
一
年
）
の
第
四
三
句
で

親
し
み
を
こ
め
、
「
牧
者
（
ア
ブ
ラ
ー
ハ
ー
ム
）
を
マ
ム
レ
ー
の
林
苑
に
」
お
い
て
想

い
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
第
四
〇
句
以
下
は
こ
う
歌
わ
れ
て
い
る
。
「
目
下
ぼ
く
ら
は

深
く
（
渓
谷
を
）
見
下
ろ
す
。
す
る
と
満
た
さ
れ
る
の
だ
／
予
感
の
巧
が
約
束
し
た
こ

と
が
、
甘
美
な
霊
感
（
ｓ
t
ｌ
Ｂ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
'
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
が
／
か
つ
て
僕
に
少
年
の
頃
教
え
た
こ

と
が
。
そ
の
折
に
僕
は
思
い
浮
か
べ
た
の
だ
っ
た
、
か
の
気
高
い
／
牧
者
（
ア
ブ
ラ
ー

ハ
ー
ム
）
を
マ
ム
レ
ー
の
林
苑
（
Ｍ
ａ
ｍ
ｒ
ｅ
'
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｉ
ｎ
）
に
、
…
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
.
↑
太
）
。

　
少
年
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
優
し
く
包
ん
だ
「
甘
美
な
霊
感
」
は
但
し
、
神
人
応
答
が
後

に
モ
ー
セ
と
唯
一
神
と
の
「
盟
約
」
と
し
て
異
常
な
最
高
潮
を
迎
え
る
と
、
新
た
な
衝

撃
を
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
先
に
『
多
島
海
』
第
二
Ｉ
○
句
で
見
た

　
ム
ー
サ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ッ

「
（
詩
神
の
古
里
）
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
」
の
神
苑
、
そ
の
「
樫
の
暗
き
林
苑
」
も
、
『
出
エ

ジ
プ
ト
記
』
に
お
い
て
選
び
ぬ
か
れ
た
「
聖
な
る
民
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｃ
ｋ
）
」
（
第
十

九
章
、
第
六
節
、
｛
・
心
｝
と
「
熱
心
な
神
」
と
の
「
盟
約
」
に
ょ
れ
ば
「
根
絶
（
呂
暇
ｏ
μ
～
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
　
χ
　
　
　
　
フ
ッ
ト

さ
れ
る
運
命
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
唯
一
者
と
の
「
盟
約
」
は
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』

第
三
四
章
に
詳
し
い
（
｛
・
回
‐
回
｝
。

「
見
よ
、
わ
れ
盟
約
を
結
ば
ん
、
汝
の
民
す

・
見
よ
、
わ
れ
盟
約
を
結
ば
ん
、
汝
の
民
す
べ
て
を
前
に
し
て
。
・
：
（
第
一
〇
節
）
。

・
：
用
心
せ
よ
、
汝
の
赴
く
土
地
の
住
民
と
盟
約
を
結
ば
ぬ
よ
う
に
。
…
（
第
十

二
節
）
。
…
む
し
ろ
そ
の
者
た
ち
の
祭
壇
を
倒
し
、
そ
の
者
た
ち
の
偶
像
を
破
壊

し
、
そ
の
者
た
ち
の
林
苑
を
根
絶
（
汐
Ｆ
：
諾
～
ぼ
已
せ
よ
。
（
第
十
三
節
）
。

す
な
わ
ち
汝
は
他
の
神
を
崇
拝
し
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
（
汝
の
）
主
（
な
る

神
で
あ
る
我
こ
そ
）
は
、
熱
心
な
神
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
e
i
ｕ
ｅ
ｒ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
巳
で
あ
る
故
に
、
熱

心
な
者
と
呼
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
第
十
四
節
）
。
：
こ
」
れ
ら
の
言
葉
を
書
き

記
せ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
よ
り
、
我
は
汝
お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
と

盟
約
を
結
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
（
第
二
七
節
）
。
…
し
て
モ
ー
セ
は
石
板
の
上
に
、

か
く
の
如
き
盟
約
を
十
誠
と
し
て
書
き
記
す
。
（
第
二
八
節
）
。
今
や
モ
ー
セ
は
シ

ナ
イ
山
か
ら
下
っ
た
時
、
岫
ぐ
石
板
二
枚
を
手
に
し
て
い
た
。
…
（
第
二
九
節
）
。

目
下
ド
イ
ツ
の
詩
人
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
三
句
で
歌
う
「
息
吹
き
が
天
上
へ
と

　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ｓ

揺
り
動
か
す
林
苑
」
、
つ
ま
り
北
欧
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
神
苑
も
、
こ
の
「
熱
心
な
神
」

に
よ
る
「
根
絶
」
か
ら
免
か
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
わ
が
国
の
出
雲
大
社
や
伊
勢
神
官
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
林
苑
」
は
、
北
欧
神
話
世

界
の
没
落
よ
り
前
に
は
神
苑
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
多
神
教
の
聖
所
は
西
欧
に
お
い
て
、

中
近
東
由
来
の
新
興
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
「
偶
像
（
９
に
～
）
」
と
し
て
「
破
壊

（
～
可
・
ふ
～
）
」
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
従
っ
て
右
記
ア
ブ
ラ
ー
ハ
ー
ム
の
物
語
で
確

か
め
ら
れ
る
よ
う
な
「
林
苑
」
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
ラ
テ
ン
中
世
の
誕
生
と
と
も
に
、

北
欧
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
風
土
か
ら
姿
を
消
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
旧
体
制
ラ
テ

ン
中
世
の
解
体
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
新
た
な
神
の
「
息
吹
き
が
天
上
へ
と
揺
り
動
か

す
林
苑
」
が
徐
々
に
目
覚
め
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
想
の
核

心
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
偶
像
破
壊
と
神
苑
根
絶
に
「
熱
心

な
神
」
の
暴
風
雨
は
無
慈
悲
に
吹
き
荒
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
尖
鋭
化
し
て
『
流
刑
の
神
々
』

二
八
五
三
年
）
に
お
い
て
ハ
イ
ネ
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
の
時
は
、
世
界
の
真
正
の
主
が
、
そ
の
十
字
架
の
旗
（
回
・
回
ｇ
目
宍
）
を
天

上
の
城
砦
に
据
え
つ
け
、
そ
し
て
偶
像
破
壊
に
熱
心
な
者
た
ち
（
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｋ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ



Z
ｅ
ｌ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
)
'
つ
ま
り
修
道
士
の
黒
衣
の
一
団
が
、
こ
と
ご
と
く
神
殿
を
破
壊
し
、

そ
の
聖
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
神
々
を
、
焔
と
呪
い
で
迫
害
し
た
（
6
4
）
。

　
「
偶
像
破
壊
に
熱
心
な
者
た
ち
（
Ｓ
）
ｏ
｛
～
｝
」
の
背
後
に
、
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
で
「
熱

　
　
　
　
ゼ
ー
ロ
ー
テ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
ｓ

心
な
者
「
び
首
こ
こ
」
（
｛
・
↑
色
｝
と
呼
ば
れ
た
唯
一
者
が
控
え
、
こ
の
神
ゆ
え
に
「
十

字
架
の
旗
」
が
「
天
上
の
城
砦
」
で
は
た
め
く
。

　
「
或
い
は
も
し
か
す
る
と
神
自
身
も
来
臨
し
、
し
か
も
人
の
姿
を
と
り
」
と
、
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
一
〇
七
句
で
詩
人
が
問
う
よ
う
に
歌
う
時
、
こ
の
「
人
の
姿
」
と
は
前

述
の
ご
と
く
ヽ
「
十
字
架
」
に
お
け
る
受
難
の
姿
な
の
で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
「
神
自
身
」

が
唯
一
者
な
の
か
？
　
と
の
疑
念
が
同
時
に
沸
い
て
く
る
。
一
応
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
神

人
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
「
唯
一
者
(
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
ｉ
ｇ
ｅ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
１
５
３
）
と
呼
ん
だ
こ
と

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
「
ル
タ
ー
の
聖
書
は
《
・
三
娠
の
み
で
、
決
し
て
《
・
９
診
》

を
（
語
法
上
）
使
っ
て
い
な
い
。
」
と
い
う
、
『
グ
リ
ム
独
語
辞
典
』
第
三
巻
（
一
八
六

二
年
）
に
お
け
る
指
摘
（
《
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ｉ
Ｇ
）
の
項
目
）
（
6
5
）
を
留
意
す
る
と
、
言
葉
使
い
に
注

意
深
い
詩
人
が
恐
ら
く
自
分
自
身
に
格
別
な
意
味
を
も
つ
人
格
キ
リ
ス
ト
に
形
容
詞

《
・
Ｆ
訃
》
を
あ
て
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
シ
ラ
ー
も
論
文
『
モ
ー
セ
の
使

命
』
（
一
七
九
〇
年
）
で
両
語
を
巧
に
使
い
分
け
、
特
殊
な
国
民
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
「
民

族
国
家
の
神
「
ｚ
且
ｏ
呈
貰
こ
」
を
「
唯
一
者
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
ｉ
ｇ
ｅ
）
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
９
２
)

と
記
し
、
画
然
と
「
唯
一
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
）
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
７
７
)
と
区
別
し
て

い
る
。
も
っ
と
も
「
唯
一
神
」
と
は
シ
ラ
ー
の
場
合
、
啓
蒙
期
十
八
世
紀
の
理
神
論

（
Ｆ
｛
～
回
｝
に
通
じ
る
「
理
性
概
念
「
ご
～
呂
回
・
社
忌
」
（
Ｎ
Ａ
.
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
７
７
)
に
お
。

い
て
こ
こ
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
当
然
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
前
述
の
ご
と
く
、

（
分
別
）
知
性
本
位
の
「
理
性
概
念
」
で
な
く
、
む
し
ろ
「
悲
劇
性
の
表
出
」
に
お
け

る
「
無
限
の
霊
感
」
を
礎
と
し
て
「
死
の
姿
」
の
下
に
神
を
掴
む
。

　
と
に
か
く
本
来
モ
ー
セ
の
「
唯
一
神
」
は
、
「
民
族
国
家
の
神
」
で
あ
る
「
唯
一
者
」

の
中
に
隠
れ
て
働
き
か
け
て
い
る
。
但
し
『
聖
書
』
を
専
ら
（
分
別
）
知
性
本
位
に
解

す
る
と
、
そ
の
「
知
性
の
創
造
主
」
が
唯
一
者
と
し
て
君
臨
し
、
美
し
き
魂
た
る
詩
人

五
（
５
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

の
古
里
ギ
リ
シ
ア
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
律
背
反
を
シ
ラ
ー
は
『
ギ
リ
シ

ア
の
神
々
』
初
稿
（
一
七
八
八
年
）
の
最
終
詩
節
（
第
二
五
節
）
で
見
事
に
歌
い
上
げ

て
い
る
　
（
Ｎ
Ａ
　
I
.
　
１
９
５
）
。

一
九
三

一
九
四

一
九
五

一
九
六

一
九
七

一
九
八

一
九
九

二
〇
〇

汝
の
光
輝
が
私
を
打
ち
ひ
し
ぐ
、

知
性
の
業
に
し
て
、
知
性
の
創
造
主
（
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｐ
ｆ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
乱
孔
よ
／

　
　
汝
を

求
め
格
闘
せ
ん
た
め
私
に
翼
を
与
え
よ
、
秤
を
（
も
与
え
占

汝
を
量
る
た
め
Ｉ
あ
る
い
は
私
か
ら
除
い
て
く
れ
、

厳
そ
か
で
苛
酷
な
女
神
を
再
び
除
い
て
く
れ
、

　
（
明
）
鏡
を
眩
む
ば
か
り
に
私
の
（
眼
）
前
に
突
き
つ
け
る
（
こ
の
知
性

　
　
真
理
の
）

女
神
の
優
し
き
妹
（
た
る
感
性
美
の
如
搬
）
を
（
む
し
ろ
）
降
臨
さ
せ
、

姉
は
別
世
界
に
取
っ
て
お
い
て
く
れ
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
西
方
ラ
テ
ン
教
会
は
概
ね
知
性
本
位
に
『
聖
書
』
の
神
を
探

究
し
、
こ
の
成
果
は
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
の
『
神
学
大
全
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
他
方
ル

タ
ー
以
降
の
宗
教
改
革
に
組
み
す
る
新
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
側
に
前
述
の
「
わ
が
心

の
信
仰
」
を
表
明
す
る
敬
虔
主
義
が
あ
り
、
こ
れ
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ｙ
の
「
無
限
の
霊
感
」

の
母
胎
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
詩
人
の
「
わ
が
心
」
に
お
い
て
「
悲
劇
性
の
表
出
」

が
話
題
と
な
る
時
、
そ
の
「
無
限
の
霊
感
」
に
お
け
る
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
を
証
す

る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
肝
要
な
の
は
先
に
触
れ
た
点
、
つ
ま
り
悲
劇
に
お
け
る
「
浄
め
」
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
「
自
ら
を
神
に
向
け
浄
め
て
ゆ
く
」
こ
と
を
「
神
に
つ
い
て
語
る
」

よ
り
も
重
ん
じ
た
東
方
ギ
リ
シ
ア
教
父
グ
レ
ー
ゴ
リ
オ
ス
た
ち
が
、
こ
こ
で
西
方
ラ
テ

ン
神
学
の
主
知
主
義
者
た
ち
と
好
対
称
を
な
す
に
至
る
。
目
下
話
題
の
「
林
苑
」
に
ま

つ
わ
る
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
点
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ



六
（
６
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

Ｉ
ゴ
リ
オ
ス
著
『
モ
ー
セ
の
生
涯
』
（
三
九
〇
年
頃
）
（
6
6
）
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
４
　
一
４
　

を
知
性
認
識
と
は
別
の
道
で
問
う
ゆ
え
に
、
当
著
作
が
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
し
か
も

別
の
道
と
は
こ
の
場
合
フ
心
の
耳
「
ｔ
ふ
ぶ
う
ａ
～
ご
こ
」
言
一
八
〇
Ａ
）
で
あ

り
、
こ
の
心
眼
な
ら
ぬ
内
な
る
耳
に
よ
る
静
聴
に
お
い
て
、
モ
ー
セ
の
宗
教
も
話
題
の

ア
ブ
ラ
ー
ハ
ト
ム
の
柿
苑
マ
ム
レ
ー
に
協
和
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
先
の
パ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ネ
ウ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

マ
ー
ス
が
述
べ
た
「
霊
の
感
覚
」
つ
ま
り
霊
感
の
泉
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
三

句
に
お
い
て
「
林
苑
の
樹
頭
を
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
（
ミ
・
～
）
」
に
通
じ
る

霊
気
に
他
な
ら
な
い
と
の
旨
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
　
　
　
　
３
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
デ
ィ
ア
ー

　
か
く
し
て
『
モ
ー
セ
の
生
涯
』
に
よ
れ
ば
、
視
覚
な
ら
ぬ
聴
覚
の
座
で
あ
る
フ
心

の
耳
（
沁
ふ
）
」
を
道
と
し
て
、
「
モ
ー
セ
は
神
智
（
ｄ
ｅ
ｏ
ｊ
ｖ
ａ
ｊ
ａ
～
の
見
え
ざ
る

至
聖
所
宮
母
ａ
ｖ
ｏ
ｖ
　
　
ｄ
Ｓ
ｕ
Ｔ
ｏ
ｖ
）
　
へ
と
踏
み
こ
ん
だ
」
（
三
七
七
Ｄ
）
　
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
　
χ
　
一

他
方
グ
レ
ー
ゴ
リ
オ
ス
は
見
よ
う
と
す
る
（
分
別
）
知
性
の
（
あ
ら
ゆ
る
思
惟

で
ふ
～
）
」
が
結
局
「
神
の
偶
像
　
(
e
l
'
８
ａ
)
＾
.
ｏ
ｖ
　
＠
£
ｏ
ｕ
）
を
作
る
」
言
一
七
七
Ｂ
）
に

過
ぎ
ぬ
と
指
摘
す
る
。
こ
の
「
思
惟
」
に
関
す
る
箇
所
を
現
代
ド
イ
ツ
語
訳
で
は
、

「
神
に
関
し
精
神
（
Ｐ
耳
）
と
（
分
別
）
知
性
（
ご
品
に
乱
）
に
お
い
て
形
造
ら
れ
る

表
象
（
ご
皿
・
～
品
）
」
と
意
訳
し
、
前
述
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
葉
「
最
高
の
精
神

（
Ｐ
耳
）
に
宿
る
最
高
の
　
（
分
別
）
知
性
（
ご
昌
訟
乱
）
」
（
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の

註
解
』
第
三
章
）
を
想
起
さ
せ
る
。
つ
ま
り
「
無
限
の
霊
感
」
が
問
わ
れ
る
次
元
へ
は
、

こ
の
「
精
神
と
（
分
別
）
知
性
」
で
踏
み
こ
め
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
ド

イ
ツ
人
の
モ
ー
セ
」
と
既
出
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
で
詩
人
が
称
え
た
哲

学
者
カ
ン
ト
が
再
び
浮
上
す
る
。
な
ぜ
な
ら
在
来
の
理
論
理
性
の
限
界
を
突
き
破
り
、

カ
ン
ト
が
「
純
粋
理
性
ぐ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｕ
ｎ
忌
の
所
産
」
た
る
「
道
徳
法
則
」
（
ｙ
Ｈ
目

Ｊ
呂
）
を
、
言
わ
ば
実
践
理
性
の
定
言
命
法
に
基
礎
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
詩

作
の
実
践
を
通
し
て
定
言
命
法
を
成
就
す
べ
く
、
「
悲
劇
性
の
表
出
」
に
お
け
る
「
無

限
の
霊
感
」
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」
に
至
る

神
の
死
が
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
〇
七
句
の
キ
リ
ス
ト
像
に
兆
す
の
で
あ
る
。

　
大
切
な
の
は
単
な
る
啓
蒙
の
理
論
理
性
（
了
に
ｏ
）
に
期
待
で
き
な
い
「
あ
る
息
吹

き
が
到
来

目
覚
め
、

半
て
、
こ
の
霊
気
に
聞
き
耳
を
た
て
る
静
聴
す
る
理
性
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ

に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
予
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら

理
性
と
は
神
の
業
を
聴
き
取
る
こ
と
（
が
～
・
Ｆ
～
）
な
の
だ
か
ら
。
」
と
、
『
歴
史
哲

学
講
義
』
（
一
八
三
七
年
）
序
論
で
ヘ
ー
ゲ
ル
も
述
べ
る
通
り
(
Ｈ
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｉ
｡
　
５
３
）
、
目
下

ド
イ
ツ
の
理
性
は
「
あ
る
息
吹
き
」
に
対
し
「
心
の
耳
」
を
そ
ば
だ
て
る
。
こ
の
基
調

は
『
月
光
』
の
曲
を
想
わ
せ
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
か
ら
一
貫
し
て
お
り
、
第
二

句
の
車
馬
の
喧
噪
と
鋭
い
明
暗
な
し
て
都
市
の
壁
内
に
は
静
聴
の
場
が
広
が
り
ゆ
き
、

つ
い
に
第
十
三
句
で
「
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
天
上
へ
と
揺
り
動
か

す
」
こ
と
に
よ
り
最
高
潮
と
な
る
。
い
つ
の
ま
に
か
読
者
は
「
心
の
耳
」
を
開
き
音
響

空
間
の
中
に
い
る
。
格
別
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
古
代
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
「
神
官

（
回
・
・
乱
ｏ
ぼ
）
」
の
よ
う
に
「
静
粛
（
色
～
回
目
）
」
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
』

第
十
一
章
、
Ｂ
Ｔ
　
１
９
７
０
.
　
１
２
)
を
聞
き
手
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が

北
欧
古
来
の
静
聴
の
旨
は
然
り
気
な
く
暗
黙
の
了
解
と
な
り
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第

一
節
「
夜
」
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
他
方
ホ
メ
ー
ロ
ス
が
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
冒
頭
を

「
怒
り
を
認
証
「
町
ふ
こ
、
如
徽
よ
、
・
：
」
｛
Ｈ
ｔ
｝
呂
↑
ふ
）
と
始
め
て
い
る
よ
う
に
、

南
欧
の
詩
歌
は
予
め
「
静
粛
」
を
要
請
す
る
前
に
朗
々
と
奏
で
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

北
欧
神
話
世
界
観
の
基
底
な
す
古
詩
『
エ
ッ
ダ
』
は
趣
を
異
に
し
て
、
巻
頭
『
巫
女
の

予
一
目
』
で
ま
ず
「
傾
聴
（
～
＆
）
を
願
う
我
は
、
…
命
）
」
と
「
心
の
耳
」
に
呼
び
か

け
る
。

　
こ
こ
で
論
述
上
の
対
立
点
を
明
確
に
す
る
と
、
静
聴
を
旨
と
す
る
「
心
の
耳
」
に
は
、

視
覚
造
形
見
事
な
古
代
ギ
リ
シ
ア
風
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
神
界
が
立
ち
は
だ
か
る
。
但
し
「
至

福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
詩
人
は
「
轟
く
（
Ｓ
回
’
）

の
で
あ
る
か
ら
、
神
界
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
深
層
に
「
心
の
耳
」
と
通
底
す
る
秘
境
を
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
は
探
し
出
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
東
方
ギ
リ
シ
ア
教
父
グ
レ
ー
ゴ
リ

オ
ス
が
『
モ
ー
セ
の
生
涯
』
で
「
心
の
目
」
を
語
り
出
し
た
時
に
は
、
恐
ら
く
『
聖
書
』

の
み
が
念
頭
に
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
秘
境
は
気
付
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
理
由
は
別
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
古
典
悲
劇
を
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
や
プ
ラ
ト
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

運
命
」
（
第
六
二
句
）
に
静
聴
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｓ



哲
学
よ
り
一
層
と
宗
教
の
根
源
に
認
め
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や
ニ
ー
チ
ェ
の
考
え
が
、
そ

も
そ
も
教
父
た
ち
に
は
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
古
代
オ
リ
ユ
ム

ポ
ス
神
界
は
教
父
た
ち
の
場
合
、
形
而
上
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
た
ち
の
認
識
に
よ

り
継
承
さ
れ
乗
り
越
え
ら
れ
た
も
の
と
映
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
哲
人
王
国
を

頂
点
と
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
理
解
に
お
い
て
、
先
行
す
る
神
話
世
界
は
決
し
て
そ
れ
以

上
に
豊
か
な
宗
教
性
を
宿
す
文
化
と
看
倣
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

神
界
オ
リ
ユ
ム
ポ
ス
が
プ
ラ
ト
ー
ン
学
派
に
取
っ
て
か
わ
ら
れ
る
と
、
ま
ず
「
心
の
耳
」

に
対
立
す
る
の
は
、
（
魂
の
目
て
幄
牙
ぺ
幄
穿
Ｉ
）
を
上
方
へ
導
く
」
と
さ
れ
る

ソ
ー
ク
ラ
テ
ス
風
の
「
弁
証
法
」
（
『
国
家
』
五
三
三
Ｄ
、
Ｐ
Ｗ
　
I
V
.
　
６
１
２
)
と
な
る
。

　
『
モ
ー
セ
の
生
涯
』
で
教
父
グ
レ
ー
ゴ
リ
オ
ス
が
「
心
の
耳
」
を
重
視
す
る
時
、
こ

れ
が
「
魂
の
目
」
を
主
眼
と
し
た
哲
学
知
を
凌
ぐ
道
に
思
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
そ
し

て
類
似
の
こ
と
が
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
と
対
峙
し
た
宗
教
改
革
者
ル
タ
ー
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。
例
え
ば
『
詩
篇
』
一
一
九
の
Ｉ
〇
五
へ
の
講
解
で
ル
タ
ー
は
明
確
に
、
「
耳
に

聞
こ
え
（
ａ
ｕ
ｒ
i
b
ｕ
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｒ
c
i
p
i
ｔ
ｕ
ｒ
)
目
に
見
え
ぬ
（
ｏ
ｃ
ｕ
l
i
ｓ
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
）
神
言
に
よ
っ

て
の
み
導
か
れ
る
（
を
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
　
ｄ
ｕ
c
i
）
」
こ
と
を
主
張
し
、
同
旨
は
『
詩
篇
』
八
五

の
八
へ
の
講
解
に
も
（
神
言
で
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｍ
　
ｄ
ｅ
ｉ
）
は
聴
覚
以
外
で
掴
め
な
い
（
ｎ
ｏ
ｎ
　
n
i
ｓ
i

a
ｕ
d
i
ｔ
ｕ
　
ｐ
ｅ
ｒ
c
i
p
i
ｔ
ｕ
ｒ
）
」
と
あ
る
。
更
に
教
父
が
『
モ
ー
セ
の
生
涯
』
で
先
程
の
「
神
智

の
見
え
ざ
る
至
聖
所
（
卜
肺
｛
～
｝
」
を
話
題
と
す
る
少
し
前
で
触
れ
る
『
詩
篇
』
十
八

の
十
一
に
つ
い
て
も
、
そ
の
講
解
で
ル
タ
ー
は
「
専
ら
聞
か
れ
（
｛
自
～
日
目
巳
否
、

見
ら
れ
得
ぬ
（
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
i
　
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｏ
ｔ
ｕ
己
と
こ
ろ
、
そ
の
神
の
闇
た
る
人
間
性
の
中
に
神

は
隠
れ
潜
む
（
Ｑ
ｙ
・
ｏ
乱
回
こ
ぽ
萍
）
」
と
述
べ
、
こ
こ
で
本
論
も
既
に
言
及
し
た
「
隠

れ
た
神
(
ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ａ
ｂ
ｓ
ｃ
ｏ
乱
回
巳
（
6
8
）
」
（
『
イ
ザ
ヤ
書
』
四
五
の
十
五
）
を
教
父
グ
レ
ー

ゴ
リ
オ
ス
同
様
（
三
七
七
Ｂ
）
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
実
際
こ
の
教
父
の
叙
述
に
は
、

「
神
（
貴
司
）
が
い
た
闇
「
～
屋
・
こ
の
中
へ
と
モ
ー
セ
は
踏
み
こ
ん
だ
。
」
と
あ
る
。

恐
ら
く
同
様
パ
ウ
ロ
も
熱
心
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
て
い
た

時
イ
エ
ス
と
急
に
出
会
い
「
語
る
声
を
聞
い
た
(
ｎ
/
ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｆ
ｓ
ｖ
／
ａ
ｕ
d
i
ｖ
i
ｔ
）
」
、
と
こ
ろ
が

「
何
も
見
え
な
か
っ
た
｛
ｏ
ｉ
ｊ
Ｓ
ｋ
ｖ
　
ｅ
Ｂ
Ｘ
ｅ
Ｔ
r
ｅ
ｖ
／
n
i
h
i
l
　
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｂ
忘
｝
（
『
使
徒
行
伝
』
九
の

七
（
７
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

四
と
八
、
３
２
４
）
　
の
で
あ
る
。

　
目
明
き
の
哲
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
よ
り
、
盲
目
の
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
や
予
言
者

テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
の
ほ
う
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
中
枢
に

く
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
実
際
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
に
し
て
も
『
弁
明
』
三
一
Ｄ
に
よ

れ
ば
「
何
ら
か
の
神
霊
(
ｄ
Ｅ
ｃ
ｂ
ｖ
　
T
c
　
Ｋ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ａ
t
j
ｕ
ｂ
ｖ
c
o
ｖ
）
」
の
「
声
（
１
ふ
）
」
を
「
子

供
の
頃
か
ら
」
す
で
に
聞
い
て
お
り
(
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｉ
’
合
）
、
決
し
て
プ
ラ
ト
ー
ン
風
ソ
ー
ク

ラ
テ
ー
ス
の
「
弁
証
法
」
で
「
魂
の
目
を
上
方
へ
導
く
」
こ
と
を
生
き
る
原
理
と
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
心
の
耳
」
が
「
何
ら
か
の
神
霊
」
の
「
声
」
に
聞
か

れ
て
お
り
、
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
死
を
決
定
す
る
の
も
一
種
キ
リ
ス
ト
の
場
合
と
同
じ

「
わ
が
神
…
離
在
」
（
前
述
『
マ
タ
イ
福
音
書
』
二
七
の
四
六
）
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
死
刑
を
前
に
し
て
神
霊
の
声
は
突
如
止
み
、
哲
人
は
イ
エ
ス
同
様
に
孤
独
の
道

を
歩
み
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
目
明
き
の
哲
人
は
盲
目
の
悲
雄
と
な
り
、
「
至
福

な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
本
質
へ
と
迫
る
。
こ
れ
に
反
し
て
啓
蒙
家
の
師
範
と
西
欧
十
八
世

紀
に
仰
が
れ
た
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
は
、
後
世
ニ
ー
チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕
生
』
（
一
八
七

二
年
）
に
お
い
て
古
典
悲
劇
に
死
を
も
た
ら
す
黒
幕
と
看
倣
さ
れ
、
「
理
論
家
風
楽
天

主
義
者
の
原
像
Ξ
ｒ
b
i
l
d
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
０
旦
乱
吟
～
）
（
6
9
）
」
（
第
十
五
章
）
と

名
付
け
ら
れ
る
。

　
ニ
ー
チ
ェ
の
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
批
判
は
、
啓
蒙
期
十
八
世
紀
が
解
し
た
明
朗
な
古
代

ギ
リ
シ
ア
像
を
前
提
と
す
れ
ば
、
十
分
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
人
間
性
形

成
の
た
め
の
歴
史
哲
学
異
説
』
（
一
七
七
四
年
）
で
ヘ
ル
ダ
ー
が
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
万
事
が
青
春
の
歓
楽
、
愛
ら
し
さ
、
遊
び
戯
れ
、
そ
し
て
恋
愛
／
　
…
ギ
リ
シ
ア
人

が
手
に
し
た
も
の
は
、
美
し
き
像
、
玩
具
、
目
の
保
養
以
外
何
者
で
も
な
く
、
・
：
（
『
旧

約
聖
書
』
の
よ
う
な
）
東
方
の
知
恵
は
神
秘
の
帳
を
拭
い
去
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ア
の
学
校

や
瓶
堺
で
の
甘
美
な
お
喋
り
や
授
業
の
口
論
と
な
る
（
7
0
）
」
・
こ
の
よ
う
な
古
典
古
代
像

に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
三
句
の
「
息
吹
き
」
は
期
待
薄
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
方

ヘ
ル
ダ
ー
の
師
ハ
ー
マ
ン
の
『
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
追
憶
録
』
（
一
七
五
九
年
）
第
二
章

で
は
、
晴
が
ま
し
い
明
朗
性
の
対
極
に
お
い
て
「
空
無
を
孕
ん
だ
知
性
」
が
哲
人
の
本



八
（
８
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
（
一
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

質
と
さ
れ
る
（
Ｚ
に
圃
罵
見
回
）
。

ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
は
或
る
浙
密
封
（
の
・
Ｒ
ａ
）
を
有
し
て
お
り
、
…
そ
れ
が
ソ

ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
神
（
Ｐ
犀
）
で
あ
り
、
・
：
そ
の
声
（
回
目
９
）
を
ソ
ー
ク
ラ

テ
ー
ス
は
信
じ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
息
吹
き
（
ぎ
乱
）
に
よ
り
、
…
ソ
ー
ク
ラ

テ
ー
ス
の
よ
う
な
人
の
空
無
を
孕
ん
だ
知
性
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
)
は
、
清

浄
な
処
女
（
聖
母
マ
リ
ア
）
の
懐
と
同
じ
く
（
神
性
を
宿
し
）
実
り
豊
か
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

も
は
や
啓
蒙
の
合
理
性
は
背
後
に
退
き
、
そ
の
か
わ
り
疾
風
怒
濤
（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｒ
m
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｄ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
）

期
に
つ
な
が
る
「
息
吹
き
」
に
お
い
て
、
『
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
追
憶
録
』
は
物
さ
れ
て

い
る
。

　
以
上
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
像
に
二
様
の
姿
が
あ
る
よ
う
に
、
『
聖
書
』
理
解
に
も
二
通

り
あ
り
、
「
魂
の
目
」
か
「
心
の
耳
」
の
い
ず
れ
を
重
ん
ず
る
か
で
異
な
る
。
す
で
に

東
方
ギ
リ
シ
ア
教
父
グ
レ
ー
ゴ
リ
オ
ス
や
宗
教
改
革
者
ル
タ
ー
の
場
合
に
、
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
第
十
三
句
の
「
息
吹
き
」
が
協
和
す
る
点
は
確
か
め
た
。
そ
こ
で
「
心
の
耳
」

の
対
極
に
あ
る
「
魂
の
目
」
に
お
い
て
『
聖
書
』
を
読
ん
だ
筋
に
も
留
意
し
て
お
こ
う
。

こ
の
点
ま
ず
『
告
白
』
（
三
九
七
年
－
四
〇
〇
年
）
で
「
魂
の
目
」
を
物
語
る
西
方
ラ

テ
ン
教
父
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
に
注
目
し
て
み
よ
う
（
第
七
巻
、
第
一
〇
章
、
第
十

六
節
、
回
。
岩
富
・
に
（
）
‐
↑
μ
）
。

私
は
内
に
入
り
見
た
、
一
種
の
わ
が
魂
の
目
｛
ｏ
～
｝
～
ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｅ
)
で
、
こ
の
魂

の
目
の
彼
方
、
わ
が
精
神
の
彼
方
に
、
不
変
の
光
を
。
…
「
…
我
は
在
り
て
在

る
者
で
あ
る
ぞ
」
（
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
三
の
十
四
）
と
（
神
の
声
が
）
、
私
に
は

聞
こ
え
た
（
目
Ｒ
Ｉ
）
、
あ
た
か
も
心
に
聞
こ
え
る
が
如
く
言
ｃ
ｕ
ｔ
　
ａ
ｕ
d
i
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｉ
ｎ

ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
乙
。

興
味
深
い
こ
と
に
「
心
の
耳
」
と
「
魂
の
目
」
は
、
こ
こ
で
共
存
し
て
い
る
。
し
か
し

『
三
位
一
体
論
』
（
四
〇
〇
年
―
四
一
丸
年
）
を
峰
と
す
る
思
弁
哲
学
の
仕
事
に
お
い
て
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
場
合
や
は
り
「
魂
の
目
を
上
方
へ
導
く
弁
証
法
」
が
優
位
に

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
後
に
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
に
お
い
て
、
こ
の
西
方
ラ
テ
ン
教
父
の
「
弁
証
法
」
は
伝
統

と
し
て
受
け
継
が
れ
、
形
而
上
学
の
概
念
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
。
他
方
こ
の
教
父
の
以

前
に
も
「
魂
の
目
」
で
『
聖
書
』
を
読
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
る
。
そ
れ
は
紀
元
前
後
イ

エ
ス
の
時
代
に
国
際
都
市
ア
レ
ク
サ
ン
ド
レ
イ
ア
で
活
躍
し
た
学
者
プ
イ
ロ
ー
ン
で
あ

る
。
こ
の
碩
学
の
『
旧
約
聖
書
』
解
釈
が
ラ
テ
ン
中
世
お
よ
び
西
欧
近
世
の
哲
学
界
で

高
く
評
価
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
背
後
に
プ
ラ
ト
ー
ン
が
い
る
点
か
ら
納
得
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
正
に
こ
の
故
に
、
「
ヘ
ブ
ラ
イ
の
思
考
」
を
論
じ
る
専
門
家
ボ
ー
マ
ン
は
、

プ
イ
ロ
ー
ン
の
聖
書
解
釈
に
「
ギ
リ
シ
ア
の
要
素
」
を
指
摘
し
、
こ
の
思
弁
哲
学
の
筋

を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。

プ
イ
ロ
ー
ン
の
思
惟
に
あ
る
ギ
リ
シ
ア
の
要
素
が
表
明
さ
れ
る
の
は
、
と
り
わ
け

次
の
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
聖
書
本
文
で
人
の
耳
（
ｏ
耳
～
）
　
へ
と
神
が
明
確
に

語
り
か
け
る
箇
所
に
行
き
当
た
る
と
、
プ
イ
ロ
ー
ン
は
直
ち
に
神
の
語
り
か
け
を

除
き
去
り
、
人
が
聴
く
（
回
ｇ
２
　
　
と
あ
る
所
を
観
る
(
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｅ
已
と
直
そ
う

と
努
め
る
。
し
か
も
魂
の
目
（
Ａ
ｕ
ｇ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
）
に
よ
っ
て
観
る
と
直
そ
う
と

努
め
る
価
）
。

「
心
の
耳
」
が
「
魂
の
目
」
に
取
っ
て
か
わ
ら
れ
る
根
拠
は
、
例
え
ば
プ
イ
ロ
ー
ン
の

『
ア
ブ
ラ
ー
ハ
ー
ム
論
』
第
一
五
〇
節
に
あ
り
、
一
応
そ
こ
で
は
「
聴
覚
（
ぎ
ふ
）
と

視
覚
「
曇
ａ
色
」
に
格
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
後
者
こ
そ

「
魂
（
苛
な
）
に
最
も
親
し
い
（
～
な
Ｓ
ふ
ぶ
）
」
と
看
倣
さ
れ
る
兄
）
。
こ
う
し
て

重
心
は
す
で
に
『
創
世
記
』
に
お
い
て
す
ら
、
フ
心
の
耳
」
か
ら
「
魂
の
目
」
へ
と
転

移
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。



　
も
し
同
様
に
『
聖
書
』
全
体
を
「
魂
の
目
」
の
下
に
眺
め
、
（
分
別
）
知
性
本
位
の

哲
学
に
よ
る
神
論
に
至
上
権
を
与
え
る
と
な
る
と
、
全
て
個
別
一
回
性
を
捨
象
し
た
普

遍
概
念
は
唯
一
者
さ
な
が
ら
、
多
彩
な
芸
術
の
林
苑
を
根
絶
し
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。

こ
こ
に
『
聖
書
』
と
プ
ラ
ト
ー
ン
哲
学
が
結
び
つ
い
た
成
果
が
あ
る
。
但
し
両
者
が
合

体
し
て
生
み
出
し
た
普
遍
性
に
は
、
双
方
に
固
有
な
各
々
の
風
土
の
個
別
性
が
失
な
わ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
神
々
と
、
プ
ラ
ト
ー
ン
風
イ
デ
ア
ー
の

諸
理
念
に
は
、
同
じ
風
土
に
根
ざ
し
た
深
い
親
密
性
が
認
め
ら
れ
、
共
に
明
澄
な
る
古

典
ギ
リ
シ
ア
特
有
の
「
魂
の
目
」
に
よ
づ
て
観
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
正
義
の

女
神
デ
ィ
ケ
ー
は
本
質
上
、
正
義
の
イ
デ
ア
ー
と
類
縁
関
係
に
あ
り
、
決
し
て
相
互
に

亀
裂
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
ユ
ダ
ヤ
人
プ
イ
ロ
ー
ン
が
プ
ラ

ト
ー
ン
哲
学
を
、
そ
の
誕
生
の
地
ギ
リ
シ
ア
か
ら
切
り
離
し
、
ど
こ
で
も
通
用
す
る
哲

学
と
し
て
『
聖
書
』
の
釈
義
に
応
用
す
る
と
事
態
は
一
変
す
る
。
そ
の
後
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ー
ヌ
ス
で
あ
れ
誰
で
あ
れ
、
結
局
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
そ
の
根
源
の
神
界
オ
リ
ュ
ム
ポ

ス
と
無
関
係
に
扱
う
に
至
り
、
つ
い
に
本
来
の
ギ
リ
シ
ア
精
神
は
忘
れ
去
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
が
召
喚
さ
れ
る
の
は
、

ま
ず
第
一
に
ギ
リ
シ
ア
精
神
の
発
見
ゆ
え
で
あ
る
。
つ
ま
り
固
有
の
風
上
に
生
い
育
っ

た
古
典
の
生
き
た
姿
を
求
め
、
詩
人
は
イ
デ
ア
ー
界
の
哲
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
を
、
そ

の
ダ
イ
モ
ニ
オ
ン
の
「
息
吹
き
」
で
掴
み
直
し
、
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が
映
え
る
熾

烈
な
神
界
へ
と
直
結
す
る
。
と
こ
ろ
で
神
界
の
上
層
は
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
で
あ
り
、
こ
こ

よ
り
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
悲
雄
を
撃
ち
盲
目
と
す
る
。
他
方
ダ
イ
モ
ニ
オ
ン
は

神
界
の
深
層
と
通
底
し
、
冥
府
ハ
ー
デ
ー
ス
の
諸
霊
と
共
に
「
パ
ン
と
葡
萄
酒
」
の
両

神
、
豊
穣
の
女
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
と
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
い
ざ
な
う
。

こ
の
酒
神
バ
ッ
コ
ス
に
古
典
悲
劇
は
捧
げ
ら
れ
、
そ
の
母
セ
メ
レ
ー
が
稲
妻
に
撃
た
れ

死
の
只
中
で
酒
神
を
生
ん
だ
ご
と
き
受
難
に
お
い
て
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
六
二
句

の
「
偉
大
な
る
運
命
が
森
く
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
自
身
も
八

裂
き
に
さ
れ
甦
る
不
滅
の
存
在
で
あ
る
が
、
敬
虔
な
歴
史
家
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス
は
『
歴
史
』

九
（
９
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

第
二
巻
の
第
六
一
節
と
第
八
六
節
で
、
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
祭
と
ミ
イ
ラ
制
作
に
関
連
し
、

こ
の
神
名
を
挙
げ
る
の
が
「
神
の
掟
に
適
う
（
Ｉ
Ｓ
こ
も
の
で
な
い
）
（
Ｔ
Ｂ
　
１
９
６
３
／

１
９
７
７
.
　
２
５
２
／
２
６
８
）
と
し
て
黙
し
て
い
る
。
と
に
か
く
『
歴
史
』
第
二
巻
の
第
二
ご
二

節
に
よ
れ
ば
、
「
冥
界
（
乱
～
）
に
君
臨
す
る
の
が
、
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
と
デ
ィ
オ
ニ

ュ
ー
ソ
ス
だ
と
、
エ
ジ
プ
ト
人
が
語
っ
て
い
る
。
」
（
ｗ
余
）
と
の
こ
と
で
、
両
神
の
各
々

に
つ
い
て
は
別
の
箇
所
で
エ
ジ
プ
ト
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
す
わ
ち
女
神
は
（
イ

ー
ジ
ス
⊇
～
り
）
」
（
第
五
九
節
、
に
呂
）
、
酒
神
は
「
オ
シ
ー
リ
ス
　
（
。
ｏ
ｃ
r
i
o
i
c
）
ｊ

（
第
四
二
節
、
２
３
６
）
で
、
こ
の
言
わ
ば
「
パ
ン
と
葡
萄
酒
」
の
両
神
が
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
で
は
霊
界
の
中
心
存
在
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
主
神
ゼ
ウ
ス
を
頂
点
と
す
る
神
界
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
が
表
立
つ
と
、

バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
た
ち
は
霊
界
の
深
層
に
隠
れ
、
視
覚
造
形
見
事
な
神

ア
ポ
ロ
ト
ン
た
ち
の
光
明
界
の
影
と
な
り
背
景
に
退
く
。
こ
の
趨
勢
に
拍
車
を
か
け
る

の
が
哲
学
で
、
こ
の
「
魂
の
目
」
を
主
眼
と
し
た
認
識
形
態
に
お
い
て
、
イ
デ
ア
ー
界

の
諸
理
念
へ
と
昇
化
さ
れ
る
の
は
、
断
然
ア
ポ
ロ
ー
ン
た
ち
の
輝
く
光
明
界
で
あ
り
、

下
界
の
豊
か
さ
を
蔵
す
る
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
と
大
地
母
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
に

か
わ
り
、
青
春
に
輝
く
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
と
永
遠
の
処
女
ア
テ
ー
ネ
ー
が
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
世
界
を
象
徴
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福

な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
は
、
後
に
ニ
ー
チ
ェ
が
説
く
「
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
精
神

の
新
た
な
目
覚
め
と
、
悲
劇
の
復
活
」
を
目
指
し
、
古
典
神
話
の
基
底
へ
と
　
7
1
心
の
耳
」

を
そ
ば
だ
て
る
。
な
ぜ
な
ら
本
来
の
古
典
界
で
は
、
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
的
な
も
の

と
ア
ポ
ロ
ー
ン
的
な
も
の
と
が
、
常
に
止
む
こ
と
な
き
新
た
な
誕
生
を
く
り
返
し
、
相

互
に
高
め
あ
い
な
が
ら
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
に
君
臨
し
て
き
た
（
7
3
）
」
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
詩
人
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
特
有
な
風
土
へ
と
「
帰
郷
を
兆
す
神
」
と
し
て
酒
神

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
想
い
描
く
。
そ
れ
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
節
（
第
四
九
句

－
第
五
四
句
）
よ
り
第
四
節
（
第
五
五
句
以
下
）
に
か
け
て
の
部
分
で
あ
る
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
1
1
.

９
１
こ
。



一
〇
（
1
0
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
（
一
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

四
九
　
そ
れ
故
、
地
峡
イ
ス
ト
モ
ス
ヘ
と
赴
こ
う
。
か
の
地
、
あ
の
聞
か
れ
た
海
が

　
　
　
　
　
轟
く

五
〇
　
　
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
麓
へ
と
、
白
雪
が
輝
く
デ
ル
ポ
イ
の
巌
へ
と
、

五
一
　
か
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
国
土
へ
と
、
か
の
キ
タ
イ
ロ
ー
ン
の
山
間
へ
と
、

五
二
　
　
新
緑
の
唐
桧
の
青
葉
の
下
、
実
り
の
落
つ
葡
萄
の
挑
携
な
る
地
へ
と
、
か

　
　
　
　
　
　
の
地
に
は

五
三
　
テ
ー
ベ
ー
の
泉
が
湧
き
、
イ
ス
メ
ー
ノ
ス
川
が
カ
ド
モ
ス
の
地
を
酒
々
と
流

　
　
　
　
　
れ
、

五
四
　
　
か
の
地
か
ら
由
来
し
今
や
帰
郷
を
兆
す
神
が
到
来
す
る
。

　
　
　
　
四

五
五
五
六
五
七
五
八
五
九
六
〇
六
一
六
二

六
三
六
四

至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
／
　
あ
ら
ゆ
る
神
々
の
住
居
、

　
そ
れ
で
は
真
実
な
の
か
、
我
ら
が
青
春
に
聞
き
し
こ
と
は
？

壮
麗
な
広
間
／
　
床
は
海
原
／
　
し
て
食
卓
は
山
岳
な
す
、

　
ま
こ
と
に
唯
一
無
二
の
習
俗
ゆ
え
太
古
に
建
て
ら
れ
し
時
空
／

だ
が
王
座
は
、
い
ず
こ
に
？
　
神
殿
は
、
し
て
何
処
に
玉
杯
は
、

　
い
ず
こ
で
神
酒
ネ
ク
タ
ル
に
溢
れ
、
神
々
の
歓
び
ゆ
え
歌
声
は
？

何
処
に
、
一
体
い
ず
こ
に
輝
く
の
か
、
彼
方
を
ま
で
射
抜
く
彼
の
神
託
は
？

　
デ
ル
ポ
イ
は
微
睡
ん
で
い
る
。
し
て
何
処
に
轟
く
の
か
、
か
の
偉
大
な
る

　
　
　
運
命
は
？

い
ず
こ
で
彼
の
神
速
の
運
命
は
？
　
い
ず
こ
で
輝
き
、
普
遍
の
幸
に
満
ち
、

　
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、
眼
界
を
過
り
突
入
し
て
く
る
の

　
　
　
か
？

六
五
　
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
)
　
＾
.
　
　
　
　
･
：

酒
神
バ
ッ
コ
ス
の
母
セ
メ
レ
ー
の
父
が
「
カ
ド
モ
ス
」
（
第
五
三
句
）
で
あ
り
、
そ
の

国
土
を
詩
人
は
「
実
り
落
っ
葡
萄
の
挑
挑
な
る
地
」
と
第
五
二
句
で
呼
び
、
そ
こ
に
は

噴
泉
と
し
て
「
テ
ー
ベ
ー
の
泉
が
湧
き
」
（
第
五
三
句
）
、
ま
た
林
苑
は
「
新
緑
の
唐
檜

の
青
葉
の
下
」
（
第
五
二
句
）
に
見
い
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
祖
父
カ
ド
モ
ス
の
地
に
誕
生
し
た
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
が
帰
郷
す
る
こ
と

に
よ
り
、
初
め
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
は
聞
か
れ
て
く
る
。
そ
う

し
た
上
で
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
祝
祭
の
時
空
に
、
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
第
ヱ
ハ
ニ

句
（
Ｂ
Ｔ
　
Ｉ
.
　
１
９
７
５
.
　
１
２
９
)
な
ど
で
「
彼
方
を
ま
で
（
神
矢
で
）
射
抜
く
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
.
　
１
２
９
）

と
さ
れ
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
を
第
六
一
句
で
踏
ま
え
、
そ
の
託
宣
で
名
高
き
地

デ
ル
ポ
イ
神
域
が
第
六
二
句
に
お
い
て
登
場
す
る
。
す
で
に
第
五
〇
句
で
「
白
雪
が
輝

く
デ
ル
ポ
イ
の
巌
」
と
歌
わ
れ
た
神
域
が
、
再
度
こ
こ
で
は
新
た
に
日
輪
の
神
ア
ポ
ロ

ー
ン
ゆ
え
想
い
起
こ
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
託
に
よ
り
悲
雄
を
撃
つ
「
偉
大
な
る
運
命
」

（
第
六
二
句
）
は
、
ま
る
で
大
神
ゼ
ウ
ス
の
稲
妻
さ
ら
な
か
ら
に
第
六
三
句
以
下
に
お

い
て
描
か
れ
、
つ
い
に
第
六
五
句
で
清
澄
な
る
神
気
が
眼
の
当
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
明
澄
な
る
神
界
ギ
リ
シ
ア
が
広
が
り
、
そ
の
神
々
が
浄
め
ら
れ
た
心
眼
に

映
え
る
。
だ
が
神
々
の
林
苑
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
等
の
聖
域
は
今
日
、
辛
う
じ
て
観
光
用
に

考
古
学
の
遺
跡
と
し
て
残
存
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
た
だ
古
代
資
料
の
陳
列
さ
れ
た
博

物
館
が
立
派
に
建
て
ら
れ
、
昔
日
を
固
定
化
し
て
記
述
す
る
死
せ
る
学
術
意
識
の
墓
所

が
顎
を
開
く
。

一
〇
〇
　
　
テ
ー
バ
イ
は
凋
落
し
、
ま
た
ア
テ
ー
ナ
イ
も
。
轟
然
と
武
具
甲
冑
が
も

　
　
　
　
　
　
　
は
や
響
か
ず
、

一
〇
一
　
オ
リ
ユ
ム
ピ
ア
で
は
戦
闘
競
技
の
黄
金
馬
車
も
、
も
は
や
疾
駆
し
な
い
の

　
　
　
　
　
　
か
？

一
〇
三

一
〇
四

何ざ

担

に

黙
す
る
の
か
、
ま
た
彼
の
太
古
の
聖
な
る
劇

な
に
故
に
歓
ば
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
、
奉
納
さ
れ
た

　
（
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
六
節
、
叩
ｙ
Ｆ
邑



実
際
に
今
日
で
は
誰
一
人
ギ
リ
シ
ア
人
は
古
代
の
聖
域
に
詣
で
な
い
。
こ
の
様
に
参
拝

が
無
け
れ
ば
、
た
と
え
学
術
上
正
確
に
古
代
悲
劇
の
舞
踊
が
再
現
さ
れ
た
と
て
、
今
日

な
お
高
千
穂
神
社
殿
で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
な
生
き
た
神
楽
は
望
み
得
な
い
。
従
っ
て
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
歌
う
基
調
は
、
悲
劇
性
を
帯
び

た
短
調
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
理
想
を
求
め
る
心
魂
が
、
皮
肉
や
諧
謔
へ
と
落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
。
そ
れ

程
に
魂
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
詩
人
の
絆
は
尊
く
、
こ
こ
に
こ
そ
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の

意
味
す
る
新
た
な
盟
約
（
回
乱
）
が
見
い
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
既

成
宗
教
と
の
関
係
を
断
ち
、
古
代
神
話
世
界
へ
と
逆
戻
り
す
る
か
の
観
を
呈
す
る
。
と

こ
ろ
が
詩
魂
の
真
実
は
、
単
な
る
宗
教
否
定
で
も
、
手
放
し
の
古
代
礼
讃
で
も
な
い
。

勿
論
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
新
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
旧
教
カ
ト
リ
ッ
ク
そ
れ
に
ギ
リ
シ

ア
正
教
の
非
寛
容
を
批
判
す
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
自
体
を
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
宗

教
の
精
髄
キ
リ
ス
ト
そ
の
人
を
、
詩
人
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
神
界
に
組
み
入

れ
、
し
か
も
至
福
を
完
成
す
る
者
と
看
倣
す
。

　
他
方
ギ
リ
シ
ア
の
神
界
に
し
て
も
、
一
重
に
ア
ポ
ロ
ー
ン
風
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
ー
辺

倒
は
克
服
さ
れ
、
例
え
ば
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
五
二
句
に
歌
わ
れ
た
「
新
緑
の
唐
檜

の
青
葉
の
下
」
に
は
、
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
林
苑
が
想
い
浮
か
ぶ
。
こ
の
林
苑

を
舞
台
と
し
た
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
の
悲
劇
『
バ
ッ
コ
ス
の
信
女
た
ち
』
に
は
、
酒
神

バ
ッ
コ
ス
に
対
す
る
敬
信
が
説
か
れ
て
い
る
。
更
に
酒
神
に
関
し
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
九
節
は
明
白
に
、
話
題
の
「
唐
檜
」
（
第
五
二
句
）
を
結
び
つ
け
て
、
こ
う
歌
う
。

「
そ
う
だ
／
・
　
歌
人
た
ち
の
言
は
正
し
い
。
酒
神
は
昼
と
夜
と
を
宥
和
し
、
天
空
の
星

辰
を
永
遠
に
上
へ
と
下
へ
と
導
き
、
い
つ
も
歓
喜
に
満
ち
、
常
緑
の
唐
桧
の
青
葉
の
如

く
、
こ
の
酒
神
の
好
む
青
葉
の
如
く
、
ま
た
自
ら
木
蔦
か
ら
選
ん
だ
花
冠
の
如
し
」

｛
第
一
四
三
句
－
第
一
四
六
句
、
叩
ｙ
｝
｛
・
沢
｝
。

　
以
上
の
神
々
に
も
劣
ら
ぬ
重
要
な
形
姿
は
、
正
に
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
撃
た

れ
た
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
で
あ
る
。
只
今
の
第
三
節
よ
り
第
四
節
に
か
け
て
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
で
は
、
死
の
定
め
を
受
け
て
悲
雄
が
赤
子
の
時
に
捨
て
ら
れ
た
（
キ
タ
イ

ー
　
一
　
言
‥
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

ロ
ー
ン
の
聯
動
」
（
第
五
一
句
）
が
ま
ず
浮
上
し
、
そ
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
自
身
の
、

更
に
そ
の
娘
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
悲
劇
の
舞
台
と
な
る
「
カ
ド
モ
ス
の
地
」
（
第
五
三
句
）

が
登
場
す
る
。
実
際
カ
ド
モ
ス
の
會
孫
ラ
ー
イ
オ
ス
と
、
そ
の
妻
イ
オ
カ
ス
テ
ー
と
の

唯
一
の
実
子
が
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
で
あ
り
、
神
託
の
成
就
ゆ
え
父
は
子
に
殺
害
さ
れ
、

子
は
母
を
妻
と
し
て
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
遠
の
父
と
な
る
。
こ
の
悲
運
の
父
オ
イ
デ
ィ
プ

ー
ス
と
そ
の
娘
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
こ
そ
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
四
節
の
「
至
福
な

る
ギ
リ
シ
ア
」
の
悲
劇
祝
祭
空
間
に
お
い
て
「
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）
の
直

撃
を
受
け
る
選
ば
れ
し
者
た
ち
に
他
な
ら
な
い
。

　
詩
人
の
友
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
精
神
現
象
学
』
（
一
八
〇
七
年
）
で
理
性
を
論
じ
た
部
分

の
終
結
に
お
い
て
、
「
本
質
と
自
意
識
の
統
一
」
の
下
に
あ
る
「
自
己
自
身
に
明
晰
で

分
裂
な
き
精
神
、
汚
れ
な
き
天
上
の
姿
」
に
関
連
さ
せ
た
処
女
こ
そ
、
話
題
の
「
ソ
ポ

ク
レ
ー
ス
の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
Ξ
肖
目
脂
に
’
）
で
あ
り
、
こ
の
哲
学
者
は
後
に
『
美

学
講
義
』
（
一
八
一
七
年
以
降
）
終
結
部
で
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
が
、
最
高
度
の
充
足

を
与
え
る
極
め
て
卓
抜
し
た
芸
術
作
品
」
と
絶
賛
す
る
。
こ
の
充
足
と
は
「
精
神
の
充

足
（
Ｂ
ｅ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｉ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
邑
）
(
Ｈ
Ｗ
　
Ｘ
Ｖ
.
　
５
４
７
己
を
意
味
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲

学
に
と
り
究
極
の
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
哲
学
者
は
一
応
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
よ

う
に
、
「
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
を
古
典
悲
劇
よ
り
感
受
し
、
言
わ
ば
ギ
リ

シ
ア
の
林
苑
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
る
。
但
し
『
美
学
講
義
』
に
は
こ
の
場
合
に
断
り

書
き
が
あ
り
、
「
運
命
に
含
ま
れ
る
理
性
の
要
素
」
が
ギ
リ
シ
ア
の
場
合
は
「
未
だ
自

意
識
で
自
覚
さ
れ
た
摂
理
と
し
て
現
わ
れ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
哲
学
者
は
『
美
学
講
義
』
を
続
け
、
「
永
遠
に
驚
嘆
さ
れ
る
べ
き
『
コ
ロ
ー

ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
』
」
を
眼
前
に
想
い
浮
か
べ
つ
つ
も
、
こ
の
悲
雄
の
「
死
に

お
け
る
変
容
」
つ
ま
り
透
明
な
心
の
浄
化
で
さ
え
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
宥
和
」
で
あ
る
「
魂

の
変
容
」
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
が
宗
教
上
よ
り
高
次
と
さ
れ
る
「
魂
の

変
容
」
に
お
い
て
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
こ
う
説
明
す
る
ご
と
く
、
「
魂
が
心
そ
の
も
の
を
、

こ
の
心
の
墓
と
な
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
精
神
の
能
力
で
あ
る
」
Ξ
Ｗ
　
Ｘ
Ｖ
.
　
５
５
１
）
と

言
う
こ
と
に
な
る
。
果
し
て
哲
学
者
の
心
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
間
を



一
二
（
1
2
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
こ
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

動
揺
し
て
い
る
。
但
し
「
最
高
度
の
（
精
神
の
）
充
足
」
が
「
心
の
墓
」
よ
り
も
優
位

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
美
学
講
義
』
の
教
授
ヘ
ー

ゲ
ル
は
、
そ
の
友
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
と
踏
み
出
し

た
最
後
の
一
歩
を
敢
行
せ
ず
に
、
む
し
ろ
既
成
宗
教
の
側
に
留
ま
る
。

　
反
対
に
詩
人
の
方
は
自
ら
『
敢
為
の
霊
に
』
（
一
七
九
三
年
）
で
若
き
日
に
歌
っ
た

通
り
、
「
汝
は
無
垢
の
小
声
に
耳
を
傾
け
、
神
聖
な
る
ネ
メ
シ
ス
に
犠
牲
を
捧
げ
た
」

(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
.
　
１
７
８
)
と
言
わ
れ
得
る
。
そ
し
て
必
然
の
報
い
（
ネ
メ
シ
ス
）
は
、
今
世
紀
の

碩
学
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
り
畏
敬
の
念
を
と
も
な
う
礼
讃
の
形
で
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
形

而
上
学
入
門
』
で
ギ
リ
シ
ア
問
題
に
つ
い
て
碩
学
は
、
哲
学
者
と
詩
人
の
両
者
の
「
相

違
」
を
こ
う
語
る
。
「
ヘ
ー
ゲ
ル
が
振
り
返
り
見
て
閉
鎖
し
た
の
に
対
し
、
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
は
前
を
見
や
り
開
け
た
の
で
あ
る
ｏ
」
（
第
四
章
、
第
三
節
）
（
7
4
）
。
こ
の
他
ギ
リ
シ

ア
通
の
学
者
達
は
今
世
紀
に
な
る
と
、
詩
人
の
敢
為
に
独
創
こ
の
上
な
き
非
凡
な
先
達

を
認
め
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
が
成
立
し
た
一
八
〇

〇
年
頃
は
、
学
界
の
み
な
ら
ず
文
壇
も
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
挙
げ
た
成
果
に
無
頓
着
で

あ
っ
た
。
や
が
て
学
界
の
王
者
と
な
り
十
九
世
紀
に
君
臨
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
同
様
に
文
壇
の
大
御
所
と
な
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
シ
ラ

ー
達
も
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
目
指
し
、
「
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
に

対
し
て
は
、
「
前
を
見
や
り
開
け
た
」
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
振
り
返
り
見
て
閉
鎖

し
た
」
の
で
あ
る
。

　
先
の
『
美
学
講
義
』
に
お
い
て
「
心
の
墓
」
と
さ
れ
た
「
魂
の
変
容
」
は
、
ヴ
ァ
イ

マ
ル
古
典
派
の
場
合
な
ら
諦
観
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
既
に
『
散
策
』
初
稿
（
一
七
九

五
年
）
な
ど
、
古
典
期
シ
ラ
ー
の
詩
歌
類
に
関
連
し
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
主
に
『
ギ

リ
シ
ア
の
神
々
』
改
稿
（
一
七
九
三
年
）
を
め
ぐ
り
、
古
典
期
と
そ
れ
以
前
の
シ
ラ
ー

に
つ
き
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
要
点
は
、
当
然
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
初
稿
『
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
』
（
一
七
八
八
年
）
に
親
し
み
を
覚
え
る
の
に
対
し
、
他
方
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
そ

の
再
稿
（
一
八
〇
〇
年
刊
）
に
軍
配
を
あ
げ
る
所
に
あ
る
。
つ
ま
り
牧
歌
風
の
桃
源
郷

と
し
て
ギ
リ
シ
ア
を
過
去
に
安
置
し
て
、
そ
の
英
霊
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
に
も
紛
う
自
己

認
識
の
悲
劇
を
回
避
す
る
こ
と
が
、
結
局
ヘ
ー
ゲ
ル
お
よ
び
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
の
辿

る
道
で
あ
り
、
こ
こ
に
双
方
の
保
守
的
性
格
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
と
見
て
取
れ
る
。

　
「
確
か
に
諦
観
（
回
｛
回
回
品
｝
が
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
本
質
的
契
機
を
な
し
て

い
る
」
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
『
美
学
講
義
』
第
二
部
（
第
二
篇
の
第
三
章
そ
の
２
）
で

説
き
、
こ
の
諦
観
に
こ
そ
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
知
ら
な
か
っ
た
自
由
と
至
福
」
へ
の
道
を

約
束
す
る
。
そ
う
し
て
お
い
て
哲
学
者
は
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
第
一
九
一
句

以
下
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
１
９
５
）
の
批
判
に
乗
り
出
す
。

す
な
わ
ち
、
あ
の
精
神
的
自
由
と
精
神
の
宥
和
に
神
が
内
在
し
て
お
り
、
こ
の
観
点

か
ら
見
て
、
シ
ラ
ー
の
名
文
句
、

一
九
一
　
神
々
が
尚
よ
り
人
間
ら
し
か
っ
た
の
で
、

一
九
二
　
人
間
は
一
層
と
神
々
し
か
っ
た
。

は
全
く
誤
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
重
要
な
箇
所
と
し
て
私
達
は
故
に
、
後
に
変
更
さ

れ
た
結
句
を
賞
揚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
再
稿
結
句
（
第
一
二
五
句
以
下
、
Ｎ
Ａ

Ｉ
Ｉ
.
　
I
.
　
３
６
７
）
は
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

一
二
五
　
時
代
の
潮
流
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
漂
い
、

一
二
六
　
神
々
は
救
わ
れ
て
ピ
ン
ド
ゥ
ス
山
頂
の
上
。

コ
ー
七
　
不
滅
に
詩
歌
の
中
で
生
く
べ
き
も
の
は
、

一
二
八
　
現
世
に
お
い
て
滅
び
る
必
然
に
あ
る
。

こ
う
し
て
既
に
前
述
し
た
こ
と
が
全
て
確
証
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の

座
は
単
に
表
象
や
空
想
の
中
に
あ
り
、
こ
の
神
々
は
人
生
の
現
実
に
場
を
占
め
得
ぬ

だ
け
で
な
く
、
有
限
な
（
人
間
の
）
精
神
に
そ
の
究
極
の
充
足
を
も
与
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
(
Ｈ
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｖ
.
　
１
１
４
ｆ
.
)

も
は
や
「
最
高
度
の
（
精
神
の
）
充
足
」
を
叶
え
る
「
汚
れ
な
き
天
上
の
姿
」
は
、
こ

こ
で
等
閑
視
さ
れ
て
お
り
、
「
ア
ポ
ロ
ー
ン
だ
、
親
し
き
者
た
ち
よ
、
あ
の
神
が
災
禍

苦
難
の
わ
が
苦
悩
を
完
遂
し
た
の
だ
」
（
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
第
一
三
二
九
句
以
下
、



B
Ｔ
　
Ｉ
.
　
１
７
４
)
と
絶
叶
す
る
悲
雄
の
神
観
も
、
こ
こ
に
は
全
く
疎
遠
で
あ
る
。

　
ま
る
で
絵
空
事
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
世
界
を
扱
っ
て
お
り
、

そ
の
神
々
の
現
実
を
悲
雄
の
次
元
で
あ
り
あ
り
と
掴
む
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
。
実
際

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
形
而
上
学
入
門
』
第
四
章
の
第
二
節
に
お
け
る
次
の
発
言
を
知
る
者

に
は
、
言
わ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ギ
リ
シ
ア
学
の
素
人
さ
々
が
ら
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
私
達
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
を
偶
然
没
落
し
た
に
過
ぎ
ぬ
人
間
と
看
倣
す
べ
き

で
な
い
。
む
し
ろ
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
か
の
ギ
リ
シ
ア
風
現
存
の
姿

が
掴
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
の
形
姿
に
お
い
て
は
、
そ
の
現
存
の
根
底
を
な
す

激
情
が
極
め
て
広
汎
に
荒
々
し
く
敢
て
表
面
化
し
、
こ
の
激
情
こ
そ
が
存
在
の
隠

蔽
を
解
き
、
存
在
そ
の
も
の
へ
と
迫
る
（
形
而
上
の
）
戦
闘
に
乗
り
出
す
。
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
は
詩
歌
『
光
の
ど
け
き
碧
空
の
下
・
：
』
で
予
言
者
風
の
言
葉
を
語
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
王
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
は
眼
を
一
つ
多
く
持
ち
過
ぎ
な
の

だ
ろ
う
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
３
７
３
）
と
あ
る
。
こ
の
「
多
く
持
ち
過
ぎ
た
眼
」
こ
そ
、
あ

ら
ゆ
る
偉
大
な
学
問
の
根
本
条
件
で
あ
り
、
ま
た
諸
学
の
形
而
上
の
基
礎
で
あ
る
。

そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
の
知
と
学
問
と
は
、
こ
の
激
情
な
の
で
あ
る
兄
）
。

実
の
所
ヘ
ー
ゲ
ル
ほ
ど
の
学
者
が
、
「
か
の
ギ
リ
シ
ア
風
現
存
の
姿
」
に
無
知
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
い
わ
ん
や
当
代
随
一
の
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
が
、
そ
の
姿
の
象
徴
オ
イ
デ

ィ
プ
ー
ス
に
不
案
内
な
ど
と
は
到
底
想
像
で
き
な
い
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
己
認
識
の
悲
劇
は
無
視
さ
れ
、
魂
の
根
底
に
宿
る
古
典
ギ

リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
形
而
上
に
お
け
る
戦
闘
は
真
正
面
か
ら
受
け
取
ら
れ

な
い
。
こ
の
理
由
が
哲
学
者
の
強
靫
な
思
索
や
、
詩
人
の
独
創
的
な
創
作
に
根
を
持
つ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
で
に
『
美
学
講
義
』
そ
の
も
の
の
基
調
が
『
精
神
現
象
学
』

以
来
の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
頌
な
の
で
あ
る
か
ら
、
い
く
ら
諦
観
が
宗
教
の
本
質
的
契
機

を
な
し
「
究
極
の
充
足
」
を
与
え
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
真
意
が
こ

こ
に
無
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
正
面
き
っ
て
哲
学
者

一
三
（
1
3
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

が
扱
う
『
歴
史
哲
学
講
義
』
（
一
八
二
二
年
以
降
）
第
二
部
に
至
る
と
判
然
と
す
る
。

実
際
そ
の
第
二
篇
の
第
二
章
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
先
程
の
『
美
学
講
義
』
に
お
い
て
引
用

し
た
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
第
一
丸
一
句
以
下
を
、
全
く
異
な
る
角
度
か
ら
眺

め
、
今
度
は
当
詩
句
を
肯
定
し
正
当
と
評
価
す
る
。

　
「
こ
の
神
々
の
人
間
化
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
欠
点
と
看
倣
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反

論
し
て
直
ち
に
言
う
べ
き
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
に
お
い
て
精
神
的
か
つ
真
実
な
も
の

を
成
し
て
い
る
の
が
人
間
な
の
で
あ
り
、
こ
の
故
に
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
あ
ら
ゆ
る
自

然
神
、
お
よ
び
唯
一
で
最
高
の
存
在
か
ら
抽
象
さ
れ
る
全
て
の
こ
と
ど
も
を
凌
ぎ
優
位

に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
面
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
卓
越
性
は
こ
う
も
言
わ
れ
る
。

つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
人
間
と
し
て
表
象
さ
れ
る
の
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神

に
は
こ
の
こ
と
が
欠
如
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
が
即
ち
、
『
神
々
が

尚
よ
り
人
間
ら
し
か
っ
た
の
で
、
人
間
は
一
層
と
神
々
し
か
っ
た
』
と
述
べ
て
い
る
。
」

日
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
０
４
）
と
あ
り
、
中
世
ラ
テ
ン
神
学
の
思
弁
に
よ
り
「
唯
一
で
最
高
の
存
在

（
で
あ
る
神
）
か
ら
抽
象
さ
れ
る
全
て
の
こ
と
ど
も
（
a
l
l
e
　
Ａ
ｂ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｋ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
）

ｊ
が
低
次

元
の
事
柄
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
ら
ば
抽
象
を
事
と
す
る
哲
学
そ
の
も
の
の
否
定
か
と
言
う
と
、
カ
ン
ト
と
フ
ィ
ヒ

テ
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ
で
形
而
上
学
は
敢
て

「
精
神
現
象
学
」
と
し
て
新
た
に
掴
み
直
さ
れ
、
単
な
る
中
世
ス
コ
ラ
風
の
理
論
理
性

（
回
～
）
に
留
ま
ら
ぬ
実
践
理
性
が
要
請
さ
れ
、
こ
れ
が
前
述
の
静
聴
（
が
回
孚
９
と

す
る
ド
イ
ツ
の
理
性
（
が
ほ
～
忌
に
期
待
さ
れ
る
。
勿
論
こ
こ
で
現
象
と
言
う
場
合
、

高
次
な
神
々
と
共
に
イ
エ
ス
と
し
て
人
間
化
し
た
救
世
主
キ
リ
ス
ト
も
留
意
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
似
た
「
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹

き
」
に
触
れ
、
西
方
ラ
テ
ン
教
会
の
中
世
ス
コ
ラ
神
学
に
対
決
し
て
お
り
、
先
程
の
『
歴

史
哲
学
講
義
』
よ
り
の
引
用
（
第
二
部
、
第
二
篇
、
第
二
章
）
に
直
結
し
た
箇
所
で
話

題
の
現
象
へ
と
早
速
言
及
す
る
。

　
「
と
こ
ろ
で
但
し
ギ
リ
シ
ア
の
神
話
宗
教
と
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
共
通
点
に
関
し
て
は
、

両
者
と
も
に
こ
う
言
わ
れ
う
る
。
も
し
神
が
現
象
す
べ
き
な
ら
、
そ
の
自
然
本
性
は
精



一
四
（
1
4
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

神
の
本
性
に
相
違
な
く
、
こ
の
こ
と
が
感
性
の
表
象
に
対
し
本
質
を
な
す
の
は
人
間
な

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
人
間
以
外
の
形
姿
に
は
、
精
神
的
存
在
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る

力
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
・
：
そ
し
て
神
白
身
が
相
応
し
い
姿
で
立
ち
現
わ
れ
る
べ
き

な
ら
ば
、
こ
れ
は
人
間
の
形
姿
の
み
が
な
し
得
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
か
ら
精
神
的
存

在
が
輝
き
出
る
の
で
あ
る
か
ら
。
な
ら
ば
『
神
は
現
象
す
る
必
然
に
あ
る
の
か
？
』
と

問
い
た
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
不
可
避
の
当
然
と
し
て
『
そ
う
だ
』
と
解
答
が

来
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
現
象
し
な
い
も
の
は
何
一
つ
本
質
的
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
」

（
Ｈ
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
０
４
ｆ
.
）
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
神
白
身
を
あ
く
ま
で
精
神
現
象
と
し
て
把
え
る

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
同
旨
は
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
』
（
一
八
〇
四
年
）
で

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
、
「
神
よ
顕
現
せ
よ
(
ｎ
ｐ
ｏ
奮
ｖ
ｒ
i
Q
c
　
　
c
？
ｅ
ｏ
ｃ
）
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
.
　
２
７
１
）
と
、

ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
第
一
一
四
九
句
（
Ｈ
圃
芯
呂
乱
品
）
を
踏
ま

え
て
記
し
た
所
に
も
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
の
神
は
原
典
で
「
大
神
ゼ
ウ
ス
よ
り
誕
生
し

た
子
」
と
あ
る
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
基
調
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
も
、
そ
の
友
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
魂
を
裏
切
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
十
九
世
紀
に
躍
進
す
る
哲
学
者
は
、
ヅ
ア
イ
マ
ル
古
典
派
シ
ラ
ー
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
、
体
制
宗
教
に
抵
触
す
る
こ
と
を
避
け
る
。
そ
の
『
美
学
講
義
』
に

お
い
て
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
改
稿
を
賞
揚
す
る
箇
所
に
戻
る
と
、
前
述
の
引
用
文
に

先
立
ち
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
う
述
べ
る
。
「
詩
歌
の
初
稿
に
よ
れ
ば
、
シ
ラ
ー
の
姿
勢
は
全

く
キ
リ
ス
ト
教
駁
論
に
向
か
っ
て
い
る
。
だ
が
後
に
論
駁
の
厳
し
さ
は
和
ら
げ
ら
れ
る
。

何
と
な
ら
ば
駁
論
は
一
重
に
啓
蒙
思
想
の
分
別
悟
性
観
(
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
)
に
向

い
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
分
別
悟
性
観
そ
の
も
の
も
後
の
時
代
に
支
配
力
を
失
い
始

め
る
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
そ
の
啓
蒙
時
代
に
お
け
る
思
想
の
抽

象
性
(
Ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ａ
ｂ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｋ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
)
に
反
発
し
た
憧
憬
か
ら
、
話
題
の
詩
歌
が
誕
生
し
た
」

（
Ｈ
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｖ
.
　
１
１
４
）
と
結
論
を
下
し
て
い
る
。

　
こ
う
な
る
と
本
来
キ
リ
ス
ト
教
に
対
峙
し
て
い
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
は
、
む
し
ろ
「
分

別
悟
性
観
」
に
宿
る
「
思
想
の
抽
象
性
」
と
格
闘
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
も
脆
弱
な
相
手

は
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
が
公
刊
さ
れ
、
更
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
が
創
作
さ
れ

る
一
八
〇
〇
年
以
降
に
、
新
た
な
十
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
の
下
で
色
槌
せ
る
に

至
る
。
実
に
無
難
な
解
釈
に
よ
り
、
体
制
宗
教
と
の
確
執
は
取
り
除
か
れ
る
。
そ
し
て

同
じ
調
子
が
今
世
紀
一
九
五
六
年
刊
『
ド
イ
ツ
抒
情
詩
、
形
式
と
歴
史
』
第
一
巻
に
収

め
ら
れ
た
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
論
に
も
踏
襲
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
キ
リ
ス
ト
教
の

唯
一
神
は
、
啓
蒙
的
思
考
の
抽
象
神
へ
と
転
身
す
る
」
と
さ
れ
、
こ
こ
で
前
述
し
た
『
ギ

リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
第
一
九
四
句
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
但
し
本
来
は
「
知

性
の
業
に
し
て
、
知
性
の
創
造
主
」
と
シ
ラ
ー
に
よ
り
厳
粛
に
掴
ま
れ
た
所
が
、
こ
こ

で
は
（
分
別
悟
性
の
業
に
し
て
、
分
別
悟
性
の
創
造
主
元
）
」
と
読
み
か
え
ら
れ
る
。

問
題
な
の
は
場
合
に
よ
り
両
義
を
持
つ
言
葉
《
が
ｊ
Ｆ
乱
》
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
語
る

詩
人
の
真
剣
な
調
子
は
、
や
は
り
「
分
別
悟
性
」
な
ら
ぬ
「
知
性
」
を
志
向
し
て
い
る
。

　
再
び
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
終
結
部
に
あ
た
る
第
二
五
節
を
想
い
起
こ
し
て

み
よ
う
。
「
汝
の
光
輝
が
私
を
打
ち
ひ
し
ぐ
、
知
性
の
業
に
し
て
、
知
性
の
創
造
主
よ
／
・

汝
を
求
め
格
闘
せ
ん
た
め
私
に
翼
を
与
え
よ
、
秤
を
（
も
与
え
よ
）
汝
を
量
る
た
め

Ｉ
あ
る
い
は
私
か
ら
除
い
て
く
れ
、
厳
そ
か
で
苛
酷
な
如
徽
を
再
び
除
い
て
く
れ
、

（
明
）
鏡
を
眩
む
ば
か
り
に
私
の
（
眼
）
前
に
突
き
つ
け
る
（
こ
の
知
性
真
理
の
）
女

神
の
優
し
き
妹
（
た
る
感
性
美
の
女
神
）
を
（
む
し
ろ
）
降
臨
さ
せ
、
姉
は
別
世
界
に

取
っ
て
お
い
て
く
れ
」
と
、
第
一
九
三
句
よ
り
第
二
〇
〇
句
に
か
け
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
対
立
す
る
両
極
は
い
決
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
く
よ
う
な
「
憧
憬
」
と
「
思
想
の

抽
象
性
」
な
ど
と
言
っ
た
啓
蒙
時
代
の
産
物
で
は
な
い
。
そ
の
根
は
一
層
と
深
い
所
に

あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
論
で
既
に
論
述
し
て
お
い
尤
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス

ト
教
西
欧
と
の
矛
盾
相
克
が
本
質
を
な
す
。

　
一
応
シ
ラ
ー
は
精
神
史
に
お
け
る
両
者
の
相
克
を
、
知
性
と
感
性
へ
と
分
極
し
た
自

己
矛
盾
の
只
中
に
見
い
出
し
か
。
そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
分
裂
し
た
両
極
に

調
和
を
与
え
る
べ
き
中
和
点
で
あ
る
。
果
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
至
る
と
、
こ
の

平
衡
点
に
い
わ
ば
画
竜
点
晴
な
す
キ
リ
ス
ト
像
が
兆
す
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
シ
ラ
ー

の
場
合
は
亀
裂
を
生
む
悲
劇
性
の
表
出
に
成
功
し
た
も
の
の
、
更
に
高
次
の
宥
和
を
も

た
ら
す
抒
情
の
才
に
恵
ま
れ
ず
、
結
局
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
こ
の
課
題
を
果
し
か
と
言
え



る
。
確
か
に
平
た
く
説
明
す
る
と
こ
う
な
る
け
れ
ど
も
、
但
し
「
至
高
の
宥
和
」
は
『
エ

ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基
底
』
（
一
七
九
九
年
）
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
主
張
し
て
い
る
よ

う
に
、
実
は
「
最
高
の
敵
意
の
誕
生
の
中
」
で
叶
え
ら
れ
る
。
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
と
、

「
か
く
し
て
、
こ
の
瞬
間
に
、
こ
の
最
高
の
敵
意
の
誕
生
の
中
で
、
至
高
の
宥
和
が
実

現
さ
れ
る
仮
象
が
立
て
ら
れ
る
」
貨
ｙ
ミ
’
↑
回
）
の
で
あ
り
、
こ
の
仮
象
こ
そ
『
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
　
　
　
ｌ
ｓ
　
ｓ

ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
な
ら
第
一
〇
七
句
の
人
称
代
名
詞
で
幽
か
に
問
わ
れ
る
キ
リ
ス

ト
像
で
あ
る
好
）
。

　
か
く
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
悲
劇
を
貫
徹
し
、
そ
の

究
極
に
宥
和
を
仮
象
キ
リ
ス
ト
像
と
し
て
樹
立
す
る
。
こ
れ
に
対
し
ヘ
ー
ゲ
ル
同
様
シ

ラ
ー
も
悲
劇
を
止
め
、
む
し
ろ
諦
観
を
「
究
極
の
充
足
」
と
な
し
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』

再
稿
の
第
コ
ー
五
句
の
言
葉
通
り
、
「
時
代
の
潮
流
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
漂
い
」
、
ヅ
ア

イ
マ
ル
古
典
派
の
審
美
観
へ
と
閉
じ
た
牧
歌
風
の
神
々
を
謳
う
。
こ
れ
が
新
時
代
十
九

世
紀
の
一
つ
の
受
け
取
り
方
で
あ
り
、
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
波
及
を
添
か
し
く

思
う
保
守
派
の
姿
勢
で
あ
る
。
実
際
シ
ラ
ー
は
詩
歌
『
新
た
な
世
紀
の
始
ま
り
に
』
を
、

「
自
由
は
夢
想
の
国
に
の
み
あ
り
、
そ
し
て
美
は
詩
歌
の
中
で
の
み
花
咲
く
」
（
第
三
五

句
－
第
三
六
句
、
Ｎ
Ａ
　
I
I
.
　
I
.
　
３
６
２
)
と
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
結
句
の
諦
観
に
通
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｓ
３
Ｓ
Ｓ
χ

言
葉
で
結
ん
で
い
る
。
も
は
や
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
躍
動
す
る
理
念
を
目
下
の
現
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
ｓ
　
　
χ

に
望

む
高
邁
な
心
情
は
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
か
わ
り
に
静
観
風
の
古
典
観

が
浮
上
し
て
い
る
。

　
「
乏
し
き
時
代
」
と
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
二
二
句
に
お
い
て
言
わ
れ
る
時
、
こ

の
よ
う
な
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
の
諦
観
が
一
つ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
念
頭
に
あ
る
。
そ
し

て
躍
進
す
る
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
シ
ラ
ー
の
諦
観
を
賞
揚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

体
制
宗
教
と
の
確
執
の
緩
和
を
は
か
る
。
果
し
て
哲
学
者
も
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』

の
詩
人
と
同
じ
く
革
命
の
諸
成
果
に
落
胆
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
？
　
こ
の
点
は
判
然

と
し
な
い
。
し
か
し
少
く
と
も
『
散
策
』
や
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
か
ら
、
シ
ラ

ー
に
関
し
て
は
歴
史
の
現
実
に
対
す
る
相
当
の
失
意
が
伺
え
る
。
し
か
も
二
八
〇
五
年

四
十
六
歳
に
満
た
ぬ
人
生
を
終
え
る
悲
劇
詩
人
の
場
合
、
そ
の
生
命
活
動
の
最
盛
期
は

一
五
（
1
5
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
そ
し
て
長
詩
『
芸
術
家
』
（
一
八
八
九
年
）
を
創
作
し
て
い

た
三
十
歳
頃
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
の
改
稿
を
企
て
る
一
七
九

三
年
以
降
の
古
典
期
は
、
見
方
に
よ
れ
ば
シ
ラ
ー
の
凋
落
期
と
看
倣
せ
る
。
従
っ
て
諦

観
と
言
う
こ
と
自
体
も
、
こ
う
し
た
凋
落
期
に
は
不
自
然
と
思
わ
れ
な
い
。

　
む
し
ろ
驚
嘆
す
べ
き
は
、
実
の
所
シ
ラ
ー
の
本
領
が
古
典
期
で
も
や
は
り
悲
劇
に
お

い
て
発
揮
さ
れ
続
け
た
点
で
あ
る
。
故
に
目
指
す
所
の
ど
こ
か
に
は
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ー

ス
と
か
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
よ
う
な
形
姿
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
確
か
に
歴
史
の
素

材
が
『
散
策
』
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
目
下
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
後
か
ら
取

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
過
去
の
史
実
は
シ
ラ
ー
に
と
り
悲
劇
と
言
う
点

に
お
い
て
深
く
現
在
に
か
か
わ
る
。
実
際
シ
ラ
ー
に
と
り
革
命
が
進
展
す
る
こ
と
も
、

一
つ
の
「
悪
し
き
宿
運
」
と
映
じ
た
に
違
い
な
い
。
な
ら
ば
心
の
底
で
は
当
然
フ
ラ
ン

ス
革
命
が
ひ
き
お
こ
す
「
有
為
転
変
の
悲
劇
」
も
肯
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
『
崇
高
論
』
（
一
八
〇
一
年
）
に
お
い
て
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
自
身
が
、
こ
の
こ

と
を
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
「
角
突
き
合
わ
せ
、
わ
れ
ら
に
立
ち
現
わ
れ
よ
、
悪
し
き
宿
運
よ
。
わ
れ
ら
を
取
り

巻
く
諸
々
の
危
険
に
無
知
ゆ
え
で
は
な
く
Ｉ
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
無
知
は
結
局
つ
い
に

は
知
と
な
る
必
然
に
あ
る
の
だ
か
ら
Ｉ
む
し
ろ
諸
々
の
危
険
を
知
る
こ
と
に
よ
り
始

め
て
、
救
済
が
我
ら
に
存
在
す
る
の
だ
。
こ
の
危
険
を
知
る
こ
と
へ
と
我
ら
を
励
ま
す

の
が
、
あ
の
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
崩
壊
さ
せ
、
再
び
創
造

し
、
ま
た
も
や
崩
壊
さ
せ
る
有
為
転
変
の
悲
劇
、
次
第
に
底
か
ら
呑
み
こ
ん
で
ゆ
く
か

と
思
う
と
、
ま
た
不
意
に
襲
来
す
る
破
壊
の
悲
劇
で
あ
り
、
運
命
と
格
闘
す
る
人
類
の

悲
壮
な
る
絵
巻
物
、
幸
福
が
留
処
な
く
逃
げ
る
絵
巻
物
、
拠
り
所
か
ら
足
を
抄
わ
れ
た

絵
巻
物
、
不
正
が
勝
ち
誇
り
無
垢
が
喋
圃
さ
れ
る
絵
巻
物
で
あ
る
。
歴
史
が
こ
の
よ
う

な
絵
巻
物
を
不
断
に
開
陳
し
、
悲
劇
芸
術
が
歴
史
に
倣
い
、
わ
れ
ら
の
眼
前
に
こ
れ
ら

の
絵
巻
物
を
繰
り
広
げ
る
の
で
あ
る
。
」
（
ｚ
ｙ
ｘ
｛
罵
｝
と
あ
り
、
歴
史
を
見
詰
め

る
シ
ラ
ー
な
ら
で
は
の
悲
劇
観
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。

　
当
然
シ
ラ
ー
は
「
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
」
を
、
自
分
が
得
意
と
す
る
劇
作
の



一
六
（
1
6
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

分
野
に
の
み
限
定
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
敢
て
悲
劇
詩
人
は
ド
イ
ツ
思
想
抒
情
詩
の
領

域
の
中
へ
も
、
「
不
意
に
襲
来
す
る
破
壊
」
を
持
ち
こ
む
。
そ
し
て
実
は
そ
の
成
果
が
、

他
な
ら
ぬ
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
で
あ
る
。
し
か
も
前
述
の
凋
落
期
な
ら
ぬ
、
シ

ラ
ー
の
生
命
活
動
の
最
盛
期
に
、
こ
の
問
題
作
は
産
声
を
あ
げ
た
と
言
え
る
。
そ
の
反

響
は
凄
ま
じ
い
様
相
を
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
シ
ラ
ー
が
一
七
八
八
年
に
『
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
』
を
公
刊
す
る
と
、
「
ほ
ぼ
至
る
所
で
人
々
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
シ
ラ
ー
を
無
神
論

者
だ
と
か
、
何
か
知
ら
ぬ
或
る
主
義
者
と
し
て
宣
告
を
下
し
、
神
聖
な
る
熱
意
に
燃
え

て
シ
ラ
ー
を
地
獄
へ
と
真
逆
に
投
げ
落
と
し
た
。
」
と
、
当
時
十
六
歳
そ
こ
ら
の
青
年

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
『
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
シ
ラ
ー
の
弁
明
』
で
書
い
て
い
る
通
り
で
あ
る

（
回
【
旨
】
。

　
ち
な
み
に
一
七
八
八
年
三
月
に
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
が
印
刷
さ
れ
る
と
、
同

年
八
月
に
は
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
著
『
シ
ラ
ー
氏
の
詩
歌
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
に
関
す

る
意
見
』
（
7
8
）
が
出
て
ヽ
公
然
と
㈲
い
を
ま
じ
え
た
駁
論
が
展
開
さ
れ
る
Ｉ
更
に
翌
一
七

八
九
年
八
月
に
は
弱
冠
二
十
歳
の
ク
ラ
イ
ス
ト
が
歌
っ
た
『
唯
一
神
礼
讃
、
「
ギ
リ
シ

ア
の
神
々
」
へ
の
反
詩
（
7
9
）
』
も
刊
行
さ
れ
る
・
い
ず
れ
も
『
聖
書
』
の
か
一
朴
を
拠

り
所
と
し
て
、
シ
ラ
ー
の
神
々
礼
讃
を
不
当
と
し
て
弾
劾
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

両
人
と
も
に
『
歓
喜
に
寄
す
』
（
一
七
八
六
年
）
の
よ
う
な
シ
ラ
ー
の
讃
歌
に
心
酔
し

て
い
た
高
邁
な
心
情
の
持
主
で
あ
る
。
実
際
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
は
駁
論
に
お
い
て
、
こ

の
讃
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
心
魂
が
溶
け
込
み
ゆ
く
至
福
の
時
機
」
を
期
待
し
て
、

ま
ん
ま
と
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
に
お
い
て
裏
切
ら
れ
た
と
告
白
し
て
い
る
。

　
ま
た
青
年
ク
ラ
イ
ス
ト
に
し
て
も
『
唯
一
神
礼
讃
』
第
五
節
で
、
「
弦
楽
よ
響
け
／
・

詩
歌
よ
始
ま
れ
／
　
快
音
の
魔
力
も
て
、
万
人
の
心
情
と
感
性
を
揺
り
動
か
し
、
崇
高

な
幻
想
へ
と
推
参
せ
よ
／
」
（
第
四
二
句
－
第
四
五
句
）
と
高
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
場
合
も
正
に
「
崇
高
な
る
幻
想
（
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｂ
ｎ
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」
が
、
鋭
い
シ

ラ
ー
の
知
性
に
よ
り
、
破
ら
れ
た
と
言
え
る
。
実
際
シ
ラ
ー
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
同
様
、

感
性
に
お
い
て
も
知
性
に
お
い
て
も
群
を
抜
い
て
お
り
、
双
方
と
も
に
相
ま
っ
て
「
天

上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
に
触
れ
る
。
し
か
し
中
世
ス
コ
ラ
神
学
が
知
性
に
片
寄

つ
て
い
た
の
と
は
正
反
対
に
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
達
は
言
わ
ば
感
性
偏
重
で
あ
る
。
ど

ち
ら
も
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
の
詩
人
に
は
、
十
全
な
人
間
の
あ
り
方
と
は
映
ら
な
い
。

但
し
シ
ラ
ー
自
身
が
感
性
と
知
性
の
分
極
に
悩
み
、
そ
の
自
己
批
判
に
詩
歌
創
作
の
源

は
あ
る
。
故
に
品
位
の
低
い
皮
肉
と
か
諧
謔
は
何
ら
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
に
盛
り
こ

ま
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
ク
ラ
イ
ス
ト
達
の
誠
意
に
対
し
、
シ
ラ
ー
が
厭
み
な
微
笑
を

浮
か
べ
る
こ
と
は
想
像
だ
に
出
来
な
い
。

　
こ
の
生
真
面
目
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
も
ク
ラ
イ
ス
ト
も
、
シ

ラ
ー
と
共
通
し
て
お
り
、
更
に
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
の
シ
ラ
ー
批
評
を
再
批
判
し
た
フ
ォ

ル
ス
タ
ー
の
場
合
で
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
再
批
判
は
一
七
八
九
年
五
月
『
或

る
ド
イ
ツ
の
著
作
家
に
宛
て
た
書
簡
断
片
』
（
8
0
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
Ｉ
　
一
応
こ
れ
は
当

時
の
啓
蒙
批
評
の
典
型
な
の
で
、
目
指
す
所
は
寛
容
の
思
想
を
唱
導
す
る
所
に
あ
る
。

そ
こ
で
著
者
は
巧
み
に
時
事
問
題
を
持
ち
出
し
、
一
七
八
八
年
十
二
月
に
発
布
さ
れ
た

プ
ロ
イ
セ
ン
官
憲
の
新
検
閲
令
に
見
ら
れ
る
「
思
想
と
良
心
の
自
由
に
敵
対
す
る
新
た

な
暗
殺
計
画
」
を
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ラ
ー
駁
論
に
も
認
め
る
。
つ
ま
り
駁
論
で

も
、
昔
日
の
宗
教
裁
判
に
異
端
尋
問
の
形
を
と
り
具
現
さ
れ
た
「
監
視
人
の
怖
ろ
し
い

叫
び
声
」
が
、
「
思
考
様
式
と
信
仰
の
画
一
化
を
要
求
し
」
て
お
り
、
「
理
性
の
平
和
な

論
争
を
国
家
警
察
組
織
に
委
ね
、
言
わ
ば
焚
刑
で
片
を
つ
け
よ
う
と
す
る
」
が
ご
と
き

傾
向
が
あ
る
と
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
主
張
す
る
。
こ
う
な
る
と
十
人
十
色
の
相
対
化
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
χ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
　
　
ふ
た

と
中
心
問
題
が
拡
散
し
、
本
来
シ
ラ
ー
が
苦
悩
し
て
い
る
自
己
省
察
の
増
蝸
に
蓋
が
さ

れ
て
し
ま
う
。

　
と
も
あ
れ
啓
蒙
の
闘
士
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
自
身
は
、
生
真
面
目
に
「
思
想
と
良
心
の
自

由
」
を
擁
護
し
て
、
こ
の
課
題
を
果
た
す
。
そ
う
し
て
お
い
て
今
度
は
、
論
敵
シ
ュ
ト

ル
ペ
ル
ク
が
心
の
中
で
本
当
は
望
ん
で
い
た
点
へ
と
、
論
者
は
関
心
を
方
向
転
換
さ
せ

る
。
つ
ま
り
詩
歌
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
の
美
し
い
想
像
力
の
世
界
に
推
参
し
、
「
若
々

し
く
燃
え
る
空
想
の
翼
に
乗
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
へ
、
更
に
は
そ
の
時
代
の
思

考
様
式
の
中
へ
自
ら
を
置
き
」
、
そ
の
上
で
「
詩
人
の
筆
力
に
よ
り
感
動
し
、
心
揺
さ

ぶ
ら
れ
、
或
い
は
心
和
み
、
魅
惑
さ
れ
る
」
こ
と
を
啓
蒙
家
は
薦
め
る
。
な
ぜ
な
ら
「
私



達
が
万
象
と
人
格
的
に
交
わ
る
情
感
溢
れ
る
時
間
は
、
私
達
の
よ
う
な
空
想
力
を
働
か

す
生
き
者
に
と
り
、
不
幸
極
ま
り
な
い
時
間
で
は
な
い
」
と
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
自
身
も

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
初

稿
に
「
冒
涜
」
や
「
詩
文
の
乱
用
」
を
見
た
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
の
気
を
静
め
る
力
は
、

こ
の
よ
う
な
啓
蒙
批
評
に
望
み
得
な
い
。

　
そ
れ
程
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
は
真
剣
に
シ
ラ
ー
に
対
し
憤
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
駁

論
に
は
、
「
か
く
の
ご
と
き
詩
文
の
乱
用
が
私
の
心
を
暗
く
す
る
正
に
そ
の
甚
し
さ
は
、

詩
文
の
真
正
な
使
用
が
私
を
魅
了
す
る
程
の
激
し
い
も
の
で
あ
る
。
嬉
々
と
し
た
涙
を

流
さ
せ
る
に
至
る
ほ
ど
、
シ
ラ
ー
の
輪
唱
歌
『
歓
喜
』
は
私
を
感
動
さ
せ
た
」
と
あ
り
、

「
気
高
く
す
る
生
き
生
き
と
し
た
感
情
」
つ
ま
り
「
霊
感
（
Ｆ
Ｉ
器
～
品
）
」
が
第
一

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
啓
蒙
批
評
の
説
く
「
若
々
し
く
燃
え
る
空
想

（
Ｊ
§
ぼ
ぞ
）
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
前
述
の
『
美
学
講
義
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
ギ

リ
シ
ア
の
神
々
』
再
考
に
つ
い
て
話
題
と
し
た
「
表
象
や
空
想
」
に
近
く
、
多
分
に
絵

空
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
敢
て
自
ら
叡
知
真
理
の
明
鏡
に
直
面
し
、
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」

に
至
る
時
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
は
近
い
と
言
え
る
。
こ
の
点
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク

の
咋
裂
し
た
心
魂
は
侮
り
難
い
。
同
様
の
事
態
は
哲
学
史
上
で
『
精
神
現
象
学
』
が
出

現
し
た
時
に
も
生
じ
た
。
こ
の
際
に
心
乱
さ
れ
た
の
は
俊
才
シ
ェ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
年

長
の
後
輩
ヘ
ー
ゲ
ル
の
大
海
亀
に
も
似
た
堅
忍
不
抜
の
歩
取
り
が
、
そ
の
早
熟
駿
足
な

る
学
知
の
急
所
ア
キ
レ
ス
腱
を
踏
み
砕
い
た
。
す
な
わ
ち
「
無
媒
介
直
接
の
経
験
」
と

し
て
直
観
を
『
哲
学
書
簡
』
（
一
七
九
五
年
）
で
重
ん
じ
、
こ
の
「
叡
知
直
観
の
客
観

化
が
芸
術
そ
の
も
の
で
」
あ
り
、
こ
う
し
た
「
美
の
直
観
が
正
に
客
観
化
さ
れ
た
叡
知

直
観
な
の
だ
（
8
1
）
」
と
『
先
験
的
観
念
論
体
系
』
（
一
八
〇
〇
年
）
で
説
き
、
更
に
理
論

哲
学
と
実
践
哲
学
を
統
合
せ
ん
と
『
芸
術
哲
学
』
（
一
八
〇
二
年
）
を
物
し
た
シ
ェ
リ

ン
グ
を
念
頭
に
置
き
、
『
精
神
現
象
学
』
（
一
八
〇
七
年
）
序
論
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
あ
た

か
も
鉄
砲
玉
の
よ
う
に
、
絶
対
知
か
ら
無
媒
介
直
接
に
始
ま
る
霊
感
（
Ｆ
Ｉ
器
～
品
）
」

を
話
題
と
す
る
。
そ
し
て
引
き
続
き
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
う
し
た
「
霊
感
」
の
み
を
頼
り

一
七
（
1
7
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

と
す
る
「
力
無
き
美
は
知
性
を
憎
む
」
と
評
し
、
更
に
「
精
神
が
自
ら
の
真
理
を
獲
得

す
る
の
は
、
専
ら
精
神
が
絶
対
的
分
裂
の
中
に
自
己
自
身
を
見
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て

で
あ
る
」
會
Ｗ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
１
／
３
６
）
と
結
論
を
下
す
。

　
『
精
神
現
象
学
』
で
分
裂
を
生
み
出
す
の
は
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
場
合
と

　
　
　
　
ｓ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
が
み

同
じ
く
知
性
（
だ
「
Ｅ
乱
」
で
あ
る
プ
ン
ラ
ー
は
知
性
の
女
神
を
「
厳
そ
か
で
苛
酷
」

と
呼
び
、
こ
の
叡
知
女
神
が
真
理
の
「
鏡
を
眩
む
ば
か
り
に
わ
が
眼
前
に
突
き
つ
け
る
」

こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
、
こ
の
女
神
を
「
別
世
界
に
取
っ
て
お
い
て
く
れ
」
と
、
既
に
引

用
し
た
最
終
詩
節
で
「
知
性
の
創
造
主
」
に
懇
願
し
て
い
る
。
も
し
形
而
上
学
を
哲
学

の
形
で
保
守
す
る
な
ら
、
や
は
り
『
精
神
現
象
学
』
の
よ
う
に
知
性
本
位
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
い
と
、
そ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
が
説
く
「
芸
術
家
の
形
而
上

学
（
Ａ
ｒ
ｔ
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
-
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
i
k
）
（
8
2
）
」
に
取
っ
て
か
わ
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
実

際
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
に
は
、
こ
の
動
向
が
あ
り
、
「
美
の
直
観
」
を
重
視
す
る
「
芸
術

哲
学
」
が
優
先
さ
れ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
理
論
を
散
文
で
記
述
す
る
哲
学
そ
の
も
の
は
後

退
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
但
し
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
美
の
理
念
」
に
唱
和

し
、
『
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
草
稿
』
（
一
七
九
六
年
）
で
、
こ
ん
な
共
同
声
明
を
発
し
て

い
る
。

最
後
に
一
切
を
統
一
す
る
の
は
、
プ
ラ
ト
ー
ン
哲
学
の
高
次
な
意
味
に
お
け
る
美

の
理
念
で
あ
る
。
哲
学
者
は
正
に
詩
人
と
同
様
、
美
を
掴
む
力
（
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
）
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
美
意
識
の
無
い
人
間
は
、
文
字
面
に
拘
泥

す
る
我
ら
の
哲
学
学
者
（
Ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｅ
ｒ
!
）
で
あ
る
。
精
神
哲
学
は
美

の
哲
学
（
肪
９
　
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
ｒ
h
i
l
o
ｓ
ｏ
ｐ
t
i
　
i
e
)
で
あ
る
。
美
意
識
(
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
）

を
欠
け
ば
、
精
神
の
豊
か
さ
は
無
く
な
り
、
歴
史
に
つ
い
て
さ
え
精
神
豊
か
に
論

述
で
き
な
い
。
…
詩
文
は
故
に
一
層
と
崇
高
な
尊
厳
を
獲
る
。
詩
文
は
終
始
不

変
で
あ
り
、
人
類
の
教
師
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
哲
学
や
歴
史
が
存
在
し
な
く
な
ろ

う
と
も
、
詩
歌
芸
術
の
み
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
諸
学
芸
よ
り
も
生
き
の
び
る
か
ら
で



一
八
（
1
8
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

　
　
あ
る
。
･
･
･
　
　
（
Ｈ
Ｗ
　
Ｉ
.
　
２
３
５
:
　
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｖ
.
　
２
９
８
）

明
ら
か
に
シ
ラ
ー
の
『
美
を
目
指
す
人
間
教
育
に
関
す
る
一
連
の
書
簡
』
二
七
九
五
年
）

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
同
じ
シ
ラ
ー
の
別
論
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
歌

に
つ
い
て
』
（
一
七
九
一
年
）
　
の
方
が
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
『
ド
イ
ツ
観
念
論

体
系
草
稿
』
に
あ
る
「
詩
歌
芸
術
の
み
「
Ｅ
・
～
・
ぼ
回
品
こ
万
言
」
と
い
う
考
え
が
、

正
に
別
論
で
も
高
ら
か
に
唱
導
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
歌
に
つ
い
て
』
は
、
先
程
か
ら
話
題
の
引
き
裂
か
れ
た

魂
に
つ
い
て
も
留
意
し
、
こ
の
問
題
を
も
や
は
り
「
詩
歌
芸
術
の
み
」
に
よ
り
解
決
し

よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

知
識
圏
の
拡
大
と
職
種
の
分
業
化
が
必
然
と
し
て
も
た
ら
し
た
、
私
達
の
精
神
諸

力
の
個
別
化
と
断
片
的
有
効
性
に
際
し
て
、
そ
れ
は
ま
ず
詩
歌
芸
術
の
み
で
あ
る
、

魂
の
分
離
さ
れ
た
諸
力
を
再
び
協
和
一
致
へ
と
も
た
ら
し
、
頭
脳
と
心
、
洞
察
と

創
意
、
理
性
と
創
造
力
と
を
、
調
和
あ
る
盟
約
の
下
で
活
動
さ
せ
、
言
わ
ば
全
き

人
間
(
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
）
を
私
達
の
中
に
生
み
出
す
の
は
。
・
】
･
　
　
　
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
｡

２
４
５
）

ヘ
ー
ゲ
ル
が
押
し
進
め
る
哲
学
は
「
職
種
の
分
業
化
」
に
よ
る
「
断
片
的
有
効
性
」
を

尖
鋭
化
し
、
素
人
に
は
不
可
解
な
専
門
用
語
を
駆
使
し
、
心
と
か
創
意
と
か
創
造
力
を

抑
制
し
、
一
重
に
頭
脳
や
洞
察
や
理
性
を
十
全
に
働
か
せ
る
。
こ
の
筋
に
中
世
ス
コ
ラ

風
の
野
蛮
な
一
面
性
を
見
た
『
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
草
稿
』
は
、
あ
く
ま
で
美
の
哲
学

と
し
て
精
神
哲
学
を
提
唱
し
、
「
全
き
人
間
」
を
理
念
追
求
す
る
。

　
当
然
こ
こ
に
は
既
に
『
国
家
』
六
〇
七
Ｂ
で
プ
ラ
ト
ー
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
な
「
哲

学
と
詩
歌
芸
術
の
不
和
」
令
ギ
ミ
・
回
っ
）
が
あ
り
、
こ
の
哲
人
王
国
の
場
合
な
ら
、

「
子
供
の
頃
か
ら
ホ
メ
ー
ロ
ス
に
関
し
て
は
一
種
の
親
愛
と
畏
敬
の
念
が
私
を
掴
ん
で

い
る
」
（
五
九
五
Ｂ
、
Ｐ
Ｗ
　
Ｉ
Ｖ
.
　
７
９
２
)
と
認
め
な
が
ら
も
、
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
は
詩
人

追
放
を
敢
行
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
哲
学
者
と
詩
人
の
対
立
点
は
、
別
の
対
話

篇
『
イ
オ
ー
ン
』
に
お
い
て
、
よ
り
素
朴
な
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
知
性

（
～
胃
）
が
も
は
や
無
く
」
な
る
と
、
そ
こ
に
「
神
の
（
恵
み
と
し
て
の
）
逮
が
」
が

霊
感
を
も
た
ら
す
と
の
旨
が
、
『
イ
オ
ー
ン
』
五
三
四
Ｂ
－
Ｃ
（
Ｐ
Ｗ
　
１
.
１
６
）
　
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
「
偉
大
な
る
運
命
」
が
、
哲
学
者

の
知
性
に
対
立
し
、
す
で
に
前
述
の
ご
と
く
知
性
本
位
の
形
而
上
学
が
人
間
に
七
り
不

十
分
な
断
片
的
な
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
最
高
の
精
神
に
宿
る
最
高

の
（
分
別
）
知
性
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
神
と
人
と
の
一
体
は
、
無
限
の
霊
感
が

無
限
に
自
ら
を
掴
む
こ
と
」
で
生
じ
、
こ
の
際
に
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が

入
る
こ
と
」
が
肝
心
で
あ
る
と
、
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

が
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
従
っ
て
先
程
の
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
の
シ
ラ
ー
駁
論
で
賞
揚
さ
れ
た
「
気
高
く
す
る
生

き
生
き
と
し
た
感
情
」
、
つ
ま
り
「
霊
感
」
は
何
よ
り
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
も
「
天

上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
（
第
十
三
句
）
と
し
て
重
視
さ
れ
、
こ
れ
が
後
の
「
至

福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お
け
る
「
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）
の
母
胎
と
な
る
。

実
の
所
シ
ラ
ー
も
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
歌
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
就
く
「
気
高
く
す
る

こ
と
」
を
理
想
化
（
Ｅ
～
茫
耳
～
）
と
し
て
唱
導
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
２
５
３
)
　
°

詩
人
に
要
請
さ
れ
る
必
要
条
件
の
一
つ
が
、
理
想
化
で
あ
り
、
気
高
く
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
詩
人
の
名
に
値
し
な
く
な
る
。
詩
人
に
相
応
し
い
こ

と
は
、
自
ら
の
対
象
の
卓
越
性
を
…
粗
雑
で
少
く
と
も
異
質
な
玉
石
混
淆
か
ら

解
放
し
、
様
々
な
諸
対
象
に
散
在
せ
る
完
全
性
の
光
を
、
或
る
唯
一
の
光
の
も
と

に
集
め
る
こ
と
で
あ
る
。
…
こ
の
理
想
化
技
法
(
i
d
e
a
l
i
ｓ
i
e
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
)
が
ビ
ュ
ル

ガ
ー
氏
に
見
ら
れ
な
い
の
を
私
達
は
遺
憾
と
す
る
の
で
あ
る
。

も
し
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
駁
論
に
お
け
る
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
が
、
シ
ラ
ー
程
の
文
才

を
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
正
に
理
想
化
技
法
が
そ
の
初
稿
に
お
け
る
シ
ラ
ー
に
欠
如
し



て
い
る
点
を
突
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
残
念
な
が
ら
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
の
シ
ラ
ー
駁
論
は
や
た
ら
激
し
い
憤
り
を
表
面
化
さ

せ
て
し
ま
い
、
ゆ
く
末
は
寛
容
を
説
く
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
啓
蒙
批
評
の
思
う
壷
に
嵌
っ

て
し
ま
っ
た
。
ま
た
弱
冠
ク
ラ
イ
ス
ト
は
気
高
く
す
る
霊
感
を
、
「
崇
高
な
る
幻
想
」

な
ど
と
言
う
次
元
で
し
か
掴
め
な
か
っ
た
の
で
、
た
だ
鋭
い
シ
ラ
ー
の
知
性
と
明
暗
を

織
り
成
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
急
所
ア
キ

レ
ス
腱
で
あ
る
理
想
化
技
法
の
不
徹
底
を
、
説
得
力
を
待
っ
た
言
葉
の
悠
然
た
る
歩
み

に
よ
り
指
摘
で
き
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
こ
そ
は
、
シ
ラ
ー
に
お
い
て
不
十
分
で
あ
っ
た
理
想
化
技
法
を
敢
て
貫
徹
さ

せ
、
「
様
々
な
諸
対
象
に
散
在
せ
る
完
全
性
の
光
を
、
或
る
唯
一
の
光
の
も
と
に
集
め
」
、

「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
究
極
に
キ
リ
ス
ト
像
を
象
眼
す
る
。
こ
れ
が
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
第
十
三
句
で
「
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
が
目
指
す
作
品
の
焦
点
で
あ

る
。
　
他
方
シ
ラ
ー
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
場
合
は
、
至
福
と
言
え
る
ほ
ど
に
ま

で
ギ
リ
シ
ア
が
理
想
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
宗
教
の
精
髄
キ
リ
ス
ト
ヘ
の
道
も
古
典

古
代
の
神
界
に
は
無
い
。
む
し
ろ
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
は
対
立
す
る
の

み
な
ら
ず
、
神
々
と
「
知
性
の
創
造
主
」
と
に
両
極
分
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
分
極
し

た
対
立
の
相
が
や
た
ら
と
目
立
ち
、
一
方
に
は
牧
歌
風
の
幾
分
か
晴
が
ま
し
気
な
神
々

が
瓢
瓢
と
漂
よ
い
、
も
う
一
方
に
は
「
神
聖
な
る
腎
良
人
」
（
第
一
一
四
句
）
と
ま
で

呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
が
立
ち
現
わ
れ
る
。

麗
し
く
明
朗
な
形
姿
が

一

一
〇
　
不
可
避
の
必
然
の
回
り
で
も
遊
び
戯
れ
、

　
　
　
ま
た
厳
粛
な
る
運
命
の
眼
指
も

　
　
　
柔
和
な
人
性
の
薄
絹
の
面
紗
に
よ
り
和
ら
い
だ
。

諸
霊
の
怖
ろ
し
い
立
法
に
よ
り

一
九
（
1
9
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

　
　
　
　
裁
き
を
下
す
神
聖
な
る
野
蛮
人
は
居
な
か
っ
た
。

一
一
五
　
女
性
よ
り
生
ま
れ
し
優
し
い
本
性
な
す

　
　
　
　
涙
が
眼
を
潤
お
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な
野
蛮
人
は
居
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
１
９
３
）
。

単
な
る
野
蛮
人
な
ら
、
事
態
ば
厄
介
で
な
い
。
こ
れ
が
心
の
中
に
お
い
て
や
は
り
神
聖

だ
か
ら
、
局
面
が
深
刻
と
な
る
。

　
丁
度
ゲ
ー
テ
の
悲
劇
『
タ
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』
（
一
七
八
七
年
）
で
、
「
粗

野
な
ス
キ
ユ
テ
ィ
ア
ー
人
に
し
て
既
変
人
「
Ｆ
訃
を
」
（
第
一
九
三
七
句
）
と
ま
で

自
称
す
る
ト
ア
ー
ス
王
は
、
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
に
よ
り
「
私
の
第
二
の
父
」
（
第
二
〇

〇
四
句
）
と
ま
で
言
わ
れ
る
神
聖
な
異
邦
人
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
の
冒
頭
で
は
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
十
三
句
の
「
息
吹
き
が
揺
り
動
か
す
林
苑
の
樹
頭
」
を
想
わ
せ
、
処
女

祖
ア
ル
テ
ミ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
「
太
古
の
神
聖
な
る
青
葉
繁
き
礼
一
ル
の
さ
や
ぐ
梢
」

（
第
一
句
以
下
）
が
浮
上
す
る
。
そ
し
て
異
国
ス
キ
ユ
テ
ィ
ア
ー
の
地
タ
ウ
リ
ス
よ
り

ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
の
娘
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
は
、
劇
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
「
ギ
リ
シ

ア
の
国
土
を
魂
で
求
め
て
」
（
第
十
二
句
）
　
い
る
。
や
が
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
召

喚
さ
れ
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
素
地
が
こ
こ
に
既
に
あ
り
、
実
の
所
ゲ
ー
テ
自

身
も
処
如
さ
な
が
ら
の
「
純
粋
な
手
と
、
純
粋
な
心
で
」
（
一
七
〇
一
句
）
も
っ
て
、

例
の
野
蛮
人
ド
ア
ー
ズ
と
美
し
き
魂
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
と
の
間
に
和
解
が
成
り
立
つ
こ

と
を
求
め
、
こ
の
宥
和
ゆ
え
に
こ
そ
ギ
リ
シ
ア
帰
還
が
豊
か
な
内
実
を
も
つ
と
し
て
い

る
。
Ξ
ｙ
べ
・
マ
回
よ
呂
・
）

　
「
ど
の
古
典
古
代
の
作
品
を
も
及
び
難
い
も
の
に
し
て
い
る
静
謐
、
あ
の
畏
敬
の
念

を
起
こ
さ
せ
る
偉
大
な
る
静
謐
（
ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
乱
ｅ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
、
尊
厳
、
美
し
き
真

摯
」
を
、
シ
ラ
ー
は
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』
論
（
一
七
八
九
年
）
で
重
視
す
る
（
ｚ
ｙ

ｘ
）
臼
し
に
）
。
そ
し
て
ゲ
ー
テ
の
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』
こ
そ
ば
、
名
高
い
ツ
イ
ン
グ

ル
マ
ン
の
『
絵
画
と
彫
刻
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
芸
術
作
品
模
倣
論
』
二
七
五
五
年
）

で
力
説
さ
れ
た
「
静
か
な
偉
容
（
巳
回
の
急
曾
）
」
(
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
８
３
３
８
.
　
２
０
／
２
２
）
を
、
実
際



二
〇
（
2
0
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

の
創
作
で
詩
人
が
具
体
化
し
た
好
例
で
あ
ろ
う
。
他
方
こ
の
和
解
の
母
胎
と
な
る

「
静
か
な
偉
容
」
が
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
に
は
欠
如
し
て
お
り
、
野
蛮
人
と

神
々
の
間
に
対
立
が
際
立
つ
の
み
で
あ
る
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
美
学
講
義
』
第
二
部

で
賞
揚
し
た
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
と
て
、
た
だ
対
立
が
回
避
さ
れ
た
だ
け
で
あ

っ
て
、
究
極
の
課
題
で
あ
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
宥
和
は
成
し
遂

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
静
か

な
偉
容
を
湛
え
た
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
キ
リ
ス
ト
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

両
極
の
宥
和
を
仮
象
と
し
て
樹
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ラ
ー
白
身
が
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』
に
認
め
た
「
あ
の
畏
敬
の
念
を
起
こ
さ
せ
る

偉
大
な
る
静
謐
」
は
、
結
局
こ
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
の
詩
人
自
身
に
理
想
化
技
法

を
貫
徹
す
る
力
量
が
欠
如
し
て
い
た
ゆ
え
に
、
当
作
品
に
お
い
て
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

も
し
実
現
す
る
な
ら
、
先
に
論
敵
シ
ユ
ト
ル
ペ
ル
ク
に
関
し
取
り
上
げ
た
「
霊
感
」
の

筋
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
シ
ラ
ー
学
徒
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
れ
を
「
形
而
上
の
情

操
」
と
し
て
把
え
、
先
師
シ
ラ
ー
に
宛
て
一
七
九
七
年
八
月
の
書
簡
で
、
堂
々
と
理
想

化
技
法
の
貫
徹
を
表
明
す
る
。
「
私
は
目
下
、
形
而
上
の
情
操
（
m
e
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

ｓ
ｔ
i
m
m
ｕ
ｎ
ｇ
）
を
、
精
神
の
或
る
種
の
処
女
性
と
看
倣
し
て
お
り
ま
す
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
V
I
.
　
２
４
９
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
「
精
神
の
処
女
性
(
ｊ
ｕ
ｎ
ｇ
ｆ
ｒ
ａ
ｕ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
邑
）
は
、
ア
ン

テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
如
き
厳
粛
で
「
汚
れ
な
き
天
上
の
姿
」
を
と
り
浮
上
す
る
。
明
ら
か
に

シ
ラ
ー
白
身
こ
の
徹
底
性
に
危
惧
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
、
実
際
一
七
九
七
年
六
月
三

十
日
ゲ
ー
テ
宛
書
簡
で
、
こ
う
告
白
し
て
い
る
。

　
「
正
直
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
は
あ
の
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
）
詩
歌
（
『
神
気
に
寄

せ
る
』
や
『
さ
す
ら
い
人
』
）
の
中
に
、
私
白
身
の
昔
日
の
姿
を
幾
多
見
い
出
し
た
の

で
す
。
…
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
或
る
強
烈
な
主
観
性
（
ｈ
ｅ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｓ
ｕ
ｂ
ｊ
ｅ
ｋ
ｔ
i
ｖ
i
ｔ
ａ
ｔ
）
を
有
し
、

こ
れ
を
或
る
種
の
哲
学
精
神
と
思
念
の
深
み
（
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｕ
乱

Ｔ
ｉ
ｅ
ｆ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
）
に
結
び
つ
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
態
は
危
険
な
も
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
天
性
の
人
々
は
全
く
手
に
負
え
な
い
の
で
す
か
ら
。
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｉ
Ｉ
.
　
９
８
）

と
述
べ
ら
れ
、
さ
す
が
の
シ
ラ
ー
で
さ
え
戸
惑
い
を
隠
し
切
れ
な
い
。
そ
こ
で
ヴ
ァ
イ

マ
ル
古
典
派
の
盟
友
ゲ
ー
テ
は
事
情
を
素
早
く
読
み
取
り
、
巧
み
に
シ
ラ
ー
の
動
揺
を

鎮
め
よ
う
と
、
早
速
翌
日
七
月
一
日
に
返
信
を
出
し
、
「
私
自
身
も
実
は
正
直
申
し
上

げ
ま
し
て
、
あ
れ
ら
の
詩
歌
か
ら
、
あ
な
た
ら
し
き
も
の
が
私
に
語
り
か
け
て
き
た
こ

と
は
事
実
で
、
類
似
の
傾
向
は
恐
ら
く
看
過
し
得
ぬ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
詩
歌
に
は
あ
な
た
の
お
仕
事
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う
な
充
溢
も
力
も
深
さ
も
あ

り
ま
せ
ん
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
I
I
.
　
１
０
０
)
か
ら
、
安
心
す
る
よ
う
に
と
の
旨
を
書
き
送
る
。

　
ひ
と
た
び
歩
み
出
し
た
ヅ
ア
イ
マ
ル
古
典
派
の
方
向
性
は
、
も
は
や
変
更
か
き
か
な

い
。
そ
れ
は
昔
日
シ
ラ
ー
自
身
が
唱
導
し
た
哲
学
精
神
に
対
し
、
用
心
深
く
距
離
を
保

っ
て
深
入
り
し
な
い
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
一
七
八
九
年
シ
ラ
ー
は
『
イ
ェ
ー

ナ
大
学
就
任
講
義
』
で
、
逆
に
こ
れ
を
力
強
く
肯
定
し
た
。
「
哲
学
精
神
は
世
界
史
の

素
材
の
も
と
に
長
く
は
留
ま
ら
ず
、
や
が
て
新
た
な
衝
動
が
哲
学
精
神
に
お
い
て
働
き

だ
し
、
調
和
一
致
を
希
求
し
Ｉ
こ
の
衝
動
が
抗
し
難
く
哲
学
精
神
を
そ
そ
け
、
自
ら

を
取
り
巻
く
一
切
を
哲
学
精
神
固
有
の
自
然
本
性
に
相
応
し
く
さ
せ
、
そ
し
て
自
ら
に

立
ち
現
わ
れ
る
現
象
を
、
哲
学
精
神
が
自
ら
認
識
し
た
至
高
の
成
果
、
す
な
わ
ち
思
想

へ
と
高
め
る
の
で
あ
る
。
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
３
７
３
)
と
シ
ラ
ー
は
説
き
、
実
際
こ
の
哲
学
精

神
で
酒
々
と
全
四
八
一
句
に
わ
た
る
雄
篇
『
芸
術
家
』
（
一
七
八
九
年
）
を
奏
で
た
。

そ
の
結
論
部
は
右
に
述
べ
ら
れ
た
調
和
一
致
を
希
求
し
て
、
こ
う
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
果
敢
な
雄
飛
な
し
て
高
く

　
　
　
　
汝
ら
の
時
空
を
越
え
飛
翔
せ
よ
。

　
　
　
　
彼
方
に
は
既
に
、
汝
ら
芸
術
家
の
心
を
鏡
と
し
て
、

　
　
　
　
来
た
る
べ
き
世
紀
の
曙
光
が
白
み
始
め
て
い
る
。

四
七
〇
　
幾
千
に
も
絡
み
合
い
交
錯
し

　
　
　
　
豊
か
で
多
彩
な
道
ま
た
道
を
辿
り
て

　
　
　
　
到
来
し
、
今
や
汝
ら
を
腕
に
抱
き
出
迎
え
る
、

　
　
　
　
崇
高
な
る
永
遠
の
王
座
の
傍
に
お
い
て
。

　
　
　
　
あ
た
か
も
七
色
の
柔
和
な
光
線
な
し
て



　
四
七
五
　
白
色
光
が
屈
折
す
る
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
あ
た
か
も
七
色
の
虹
の
光
が

　
　
　
　
　
白
色
光
へ
と
溶
け
入
る
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
に
幾
千
に
も
多
様
で
明
澄
な
彩
り
成
し
つ
遊
び
戯
れ
。

　
　
　
　
　
陶
然
と
し
た
眼
指
を
囲
み
魔
笛
の
如
く
、

　
四
八
〇
　
か
く
前
々
と
唯
一
の
真
理
の
盟
約
の
中
へ
と
。

　
　
　
　
　
た
だ
一
条
の
光
の
流
れ
へ
と
回
帰
す
る
の
だ
／

　
　
　
　
　
　
（
『
芸
術
家
』
終
結
部
、
Ｎ
Ａ
　
I
.
　
２
１
４
）

こ
の
よ
う
な
盟
約
で
な
ら
ば
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
、
誰

よ
り
先
師
シ
ラ
ー
と
の
絆
を
固
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
成
立
す
る
一
八
〇
〇
年
頃
に
は
シ
ラ
ー
は
、
既
に

述
べ
力
よ
う
に
凋
落
期
に
あ
り
、
も
は
や
『
芸
術
家
』
を
歌
い
『
イ
ェ
ー
ナ
大
学
就
任

講
義
』
を
成
し
た
最
盛
期
を
通
り
越
し
て
い
る
。
し
か
し
最
盛
期
に
お
け
る
シ
ラ
ー
の

成
果
、
つ
ま
り
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
歌
に
つ
い
て
』
（
一
七
九
一
年
）
で
語
ら
れ
た
理

想
化
技
法
こ
そ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
前
述
の
ご
と
く
、
こ

れ
こ
そ
が
「
魂
の
分
離
さ
れ
た
諸
力
を
再
び
協
和
一
致
へ
と
も
た
ら
し
」
、
「
様
々
な
諸

対
象
に
散
在
せ
る
完
全
性
の
光
を
、
或
る
唯
一
の
光
の
も
と
に
集
め
る
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
更
に
既
に
引
い
た
『
歴
史
哲
学
講
義
』
序
論
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
発
言
を
も

敷
行
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
理
性
的
意
志
の
み
が
、
…
自
己
自
身
の
内
部
で
自
己

規
定
し
自
己
展
開
し
、
自
ら
の
諸
契
機
を
有
機
的
分
肢
と
し
て
解
釈
す
る
」
の
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
「
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
式
聖
堂
建
築
」
に
通
じ
る
と
言
え
る
。

　
「
そ
し
て
野
蛮
な
旧
体
制
の
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
式
遺
跡
の
直
下
で
、
活
け
る
生
命
が
伸
び

伸
び
と
育
く
ま
れ
る
」
こ
と
も
、
先
に
掲
げ
た
古
典
期
シ
ラ
ー
の
断
片
草
稿
『
ド
イ
ツ

の
偉
容
』
（
一
七
九
七
年
）
　
に
あ
る
。
そ
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の

場
合
、
第
十
一
句
で
天
に
聳
え
る
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
風
の
尖
頭
を
持
つ
教
会
か
ら
「
響
き
渡

る
晩
鐘
の
音
」
に
協
和
し
て
、
第
十
三
句
で
「
今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑

二
Ｉ
　
（
2
1
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

技
法
は
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
な
ど
に
見
ら
れ
る
通
り
、
古
典
期
シ
ラ
ー
に
お

い
て
退
潮
気
味
で
あ
る
。
し
か
し
断
片
草
稿
等
に
、
そ
れ
は
埋
も
れ
て
い
る
。
恐
ら
く

事
情
は
ゲ
ー
テ
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
ゲ
ー
テ
の
『
ド
イ
ツ
建
築

術
に
つ
い
て
』
（
一
七
七
二
年
）
で
見
た
通
り
、
こ
の
ヅ
ア
イ
マ
ル
古
典
派
の
心
に
お

い
て
も
、
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
式
聖
堂
の
そ
そ
り
立
つ
「
巨
大
な
壁
」
は
、
「
崇
高
に
聳
え
樹

枝
を
四
方
へ
拡
げ
た
神
木
」
さ
な
が
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
論
文
『
霊

感
に
つ
い
て
』
（
一
七
八
九
年
前
後
）
冒
頭
で
「
樫
の
樹
頭
を
唸
り
過
ぎ
た
」
と
さ
れ

る
太
古
の
「
始
源
の
風
」
（
ぶ
同
旨
）
が
、
い
ず
こ
か
ら
と
も
な
く
吹
き
寄
せ
る
。

そ
し
て
後
年
シ
ラ
Ｌ
と
一
七
九
四
年
以
降
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
の
絆
を
固
め
て
か
ら
も
、

や
は
り
ゲ
ー
テ
は
自
ら
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
（
一
八
〇
八
年
）
第
七
七
三
句
以
下

で
述
べ
る
よ
う
に
、
「
あ
の
少
年
の
頃
に
は
、
か
く
も
予
感
に
満
ち
、
溢
れ
ん
ば
か
り

に
鐘
の
音
が
響
き
渡
り
、
ぞ
し
て
祈
り
が
、
燃
え
る
悦
楽
だ
っ
た
。
」
∃
ｙ
～
μ
）

こ
と
を
、
決
し
て
等
閑
視
し
て
い
な
い
。

　
問
題
点
は
シ
ラ
ー
の
指
摘
し
た
通
り
、
こ
う
い
う
霊
感
に
駆
ら
れ
た
哲
学
精
神
が
「
危

険
」
で
、
下
手
を
す
る
と
「
全
く
手
に
負
え
な
い
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
に

最
良
の
対
拠
法
と
当
時
ゲ
ー
テ
た
ち
に
思
わ
れ
た
の
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
「
静
か
な

偉
容
」
に
迫
り
、
こ
の
霊
感
そ
の
も
の
を
浄
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
イ
フ
ィ

ゲ
ー
ニ
エ
』
（
一
七
八
七
年
）
と
か
『
芸
術
家
』
（
一
七
八
九
年
）
が
現
わ
れ
る
。
そ
し

て
世
紀
の
転
換
点
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
も
こ
れ
に
倣
う
。
し
か
し
当
地
点
で
ヴ
ァ
イ

マ
ル
古
典
派
は
、
す
で
に
各
自
の
真
摯
な
ギ
リ
シ
ア
と
の
漫
遁
を
終
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。
成
程
シ
ラ
ー
は
古
典
期
の
佳
作
『
幽
魂
の
国
』
二
七
九
五
年
）
、
つ
ま
り
後
の
『
理

想
と
人
生
』
の
冒
頭
で
、
「
永
遠
の
清
澄
に
し
て
明
鏡
の
如
く
（
巾
旦
ぬ
に
鳶
仁
乱

且
・
ｌ
諮
ド
）
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
２
４
７
）
と
、
見
事
な
表
現
に
よ
り
古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
迫
る
。

と
こ
ろ
が
古
典
期
の
当
作
品
自
体
は
、
『
美
を
目
指
す
人
間
教
育
』
第
二
二
書
簡
に
お

い
て
詩
人
自
ら
、
「
詩
歌
が
完
璧
こ
の
上
な
く
形
造
ら
れ
る
な
ら
、
私
達
を
音
楽
の
ご



二
二
（
2
2
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

と
く
溢
れ
る
力
で
掴
み
、
だ
が
同
時
に
造
形
美
術
の
ご
と
き
安
ら
か
な
明
澄
で
包
む
必

然
性
に
あ
る
。
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
　
３
８
１
）
と
述
べ
た
こ
と
の
う
ち
、
前
者
の
音
楽
の
ご
と
く

と
言
う
筋
は
、
『
芸
術
家
』
と
比
べ
る
と
遥
か
に
退
潮
気
味
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
『
芸
術
家
』
が
「
造
形
美
術
の
ご
と
き
安
ら
か
な
明
澄
で
包
む
」
と
も
言

え
な
い
。
こ
の
点
シ
ラ
ー
は
、
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』
や
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
よ
う

に
双
方
と
も
に
併
せ
持
つ
作
品
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
残
念
な
が
ら
思
想
抒
情
詩
に
関

す
る
限
り
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
本
来
シ
ラ
ー
の
強
味

は
、
そ
の
作
品
が
「
音
楽
の
ご
と
く
溢
れ
る
力
で
掴
み
」
か
か
る
点
に
あ
る
。
実
際
シ

ラ
ー
白
身
一
七
九
六
年
三
月
十
八
日
付
ゲ
ー
テ
宛
書
簡
に
お
い
て
、
「
或
る
種
の
音
楽

的
情
操
（
m
ｕ
ｓ
i
k
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｕ
ｔ
ｓ
ｓ
ｔ
i
m
m
ｕ
ｎ
ｇ
）
が
先
行
し
、
こ
れ
の
後
で
私
の
場
合

に
は
漸
く
詩
的
瓊
分
が
続
き
ま
す
（
8
3
）
」
と
告
白
し
て
い
る
。
ま
た
「
音
楽
的
な
も
の

(
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
i
k
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
)
　
ｊ
が
詩
歌
創
作
の
折
に
は
「
明
晰
な
概
念
（
8
4
）
」
に
先
行
す
る
旨

も
、
一
七
九
二
年
五
月
二
五
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
で
シ
ラ
ー
は
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
「
音
楽
的
情
操
」
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
シ
ラ
ー
宛
書
簡
で
、
「
精
神
の
処
女
性
」

を
な
す
「
形
而
上
の
情
操
」
と
呼
ん
だ
点
は
す
で
に
見
た
。
同
じ
点
を
重
視
し
史
家
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
は
、
詩
人
生
誕
百
年
を
祝
う
『
シ
ラ
ー
記
念
講
演
』
（
一
八
五
九
年
）
に

お
い
て
、
「
詩
歌
『
芸
術
家
』
が
恐
ら
く
、
こ
れ
ま
で
に
編
ま
れ
た
最
高
の
綱
領
な
の

で
す
」
と
指
摘
し
、
「
こ
の
詩
歌
は
、
シ
ラ
ー
の
哲
学
著
作
や
『
ド
ン
ー
カ
ル
ロ
ス
』

書
簡
と
並
び
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
誠
心
誠
意
の
至
っ
て
強
力
な
証
左
と
呼
ん
で
差
し

つ
か
え
な
い
の
で
す
。
」
と
述
べ
、
こ
う
続
け
る
。

今
後
と
も
シ
ラ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
抒
情
詩
人
の
中
で
、
唯
一
無
比
の
存
在
た
る
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
シ
ラ
ー
は
強
力
な
浄
化
さ
れ
た
意
志
（
ｇ
ｅ
ｌ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ

W
i
l
邑
を
有
し
て
お
り
、
そ
し
て
個
々
の
瞬
間
と
か
個
々
の
状
況
を
永
遠
化
す

る
こ
と
を
根
本
か
ら
諦
観
し
、
プ
ロ
ペ
ル
テ
ィ
ウ
ス
や
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
バ
イ

ロ
ン
や
ヴ
ィ
ク
ト
ル
ー
ユ
ゴ
ー
や
ゲ
ー
テ
た
ち
が
就
く
偉
大
で
あ
る
を
の
文
芸
の

種
類
に
属
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
シ
ラ
ー
が
永
遠
化
し
ま
す
の
は
、
極
め
て
高

貴
で
威
力
あ
る
表
現
様
式
に
お
け
る
情
操
の
全
体
(
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

Ｅ
ｍ
ｐ
ｆ
ｉ
乱
ｕ
ｎ
ｇ
)
で
あ
り
ま
す
。
…
幾
千
の
者
た
ち
は
甘
美
な
恋
愛
詩
を
創
作
し

ま
し
た
ブ
ン
ラ
ー
だ
け
な
の
で
す
ヽ
『
女
性
の
尊
厳
』
（
一
七
九
六
年
）
は
。
・
：
（
8
5
）

十
九
世
紀
に
は
真
価
が
埋
も
れ
、
結
局
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
、
同
旨
を
一
八
〇
三
年
十
二
月
ヴ
ィ
ル
マ
ン

ス
宛
書
簡
で
表
明
し
、
「
と
こ
ろ
で
恋
愛
詩
は
相
変
わ
ら
ず
疲
れ
た
飛
翔
で
す
。
：
こ
」

れ
と
異
な
る
の
が
、
祖
国
の
歌
の
崇
高
で
純
粋
な
歓
呼
(
ｄ
ａ
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｆ
ｒ
ｏ
ｈ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
l
a
乱
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
ｅ
）
で
す
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
　
４
３
６
)
と
述
べ
て
い
る
。

　
バ
ー
ゼ
ル
の
史
家
に
よ
り
、
「
シ
ラ
ー
が
永
遠
化
し
」
た
と
さ
れ
る
「
情
操
の
全
体
」

を
音
楽
性
豊
か
な
哲
学
精
神
で
自
己
展
開
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
を
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

の
詩
人
は
祖
国
ド
イ
ツ
の
歌
声
忙
求
め
、
そ
の
「
崇
高
で
純
粋
な
歓
呼
」
に
お
い
て
先

師
シ
ラ
ー
の
思
想
抒
情
詩
を
凌
い
で
ゆ
く
。
但
し
師
の
後
姿
に
も
偉
容
が
宿
っ
て
い
る
。

例
え
ば
『
芸
術
家
』
と
共
に
忘
れ
難
い
の
は
『
ド
ン
ー
カ
ル
ロ
ス
』
（
一
七
八
七
年
）

で
あ
り
、
シ
ラ
ー
の
哲
学
精
神
は
こ
の
史
劇
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
実
際
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
も
『
シ
ラ
ー
記
念
講
演
』
で
、
こ
の
悲
劇
中
の
理
想
主
義
者
ポ
ー
ザ
に
つ

き
こ
う
述
べ
て
い
る
。

全
て
が
こ
の
人
物
に
お
い
て
は
史
実
に
あ
わ
ず
、
も
と
も
と
不
可
能
な
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ポ
ー
ザ
は
、
ド
イ
ツ
の
文
芸
と
感
情
世
界
の
発
展
に
と
り

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
こ
う
申
し
て
良
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
世
界
市

民
は
ド
イ
ツ
文
学
に
お
き
ま
し
て
、
最
も
国
民
的
な
形
姿
な
の
で
す
。
…
（
8
5
）

実
証
史
学
に
は
望
み
得
な
い
理
想
化
技
法
が
、
シ
ラ
ー
の
史
劇
の
真
骨
頂
を
な
し
て
お

り
、
こ
の
哲
学
精
神
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
掴
み
、
「
『
カ
ル
ロ
ス
』
を
冷
静
に
読
む
こ
と

は
、
恐
ら
く
容
易
で
な
い
で
し
ょ
う
。
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
　
３
６
５
）
と
、
一
七
九
九
年
九
月
上

旬
シ
ラ
ー
宛
書
簡
に
お
い
て
告
白
せ
し
め
る
。



　
し
か
し
同
書
簡
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
同
時
に
、
シ
ラ
ー
の
理
想
化
す
る
哲
学
精
神
の

本
質
を
見
抜
き
、
こ
れ
を
的
確
に
掴
ん
で
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
　
３
６
４
ｆ
.
）
。

先
生
の
『
フ
ィ
エ
ス
コ
　
（
の
反
乱
）
』
（
一
七
八
三
年
）
も
私
は
研
究
し
ま
し
た
。

そ
し
て
正
に
ま
た
ふ
た
た
び
内
的
構
造
を
、
あ
の
生
き
生
き
と
し
た
全
き
形
成

（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
a
l
ｔ
）
を
、
す
な
わ
ち
私
見
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
当

作
品
の
不
滅
こ
の
上
な
き
こ
の
点
を
、
偉
大
で
し
か
も
実
に
真
実
味
あ
る
諸
性
格

や
輝
か
し
い
諸
々
の
場
面
と
か
、
言
葉
の
魔
力
的
な
彩
り
豊
か
な
展
開
よ
り
以
上

に
驚
嘆
い
た
し
ま
し
た
。

恐
ら
く
当
書
簡
に
あ
る
「
内
的
構
造
」
、
つ
ま
り
『
芸
術
家
』
な
ど
シ
ラ
ー
の
作
品
に

固
有
な
「
あ
の
生
き
生
き
と
し
た
全
き
形
成
」
に
お
い
て
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩

人
は
先
師
と
の
盟
約
を
新
た
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
一
八
〇
〇
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
は
、
躍
動
す
る

理
念
の
生
き
た
自
己
展
開
に
お
い
て
、
も
は
や
昔
日
ほ
ど
の
力
量
を
示
さ
な
い
。
そ
こ

で
一
八
〇
一
年
に
か
け
創
作
さ
れ
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
、
別
人
ハ
イ
ン
ゼ
に
捧
げ

ら
れ
る
。
こ
の
人
物
は
ゲ
ー
テ
と
同
じ
一
七
四
九
年
生
ま
れ
で
、
長
編
小
説
『
ア
ル
デ

ィ
ン
グ
ロ
と
幸
福
の
島
々
』
を
一
七
八
七
年
、
つ
ま
り
前
述
の
悲
劇
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ

エ
』
と
同
年
に
公
刊
し
て
い
る
。
確
か
に
悲
劇
に
シ
ラ
ー
が
見
た
よ
う
な
「
畏
敬
の
念

を
起
こ
さ
せ
る
偉
大
な
る
静
謐
」
は
、
ハ
イ
ン
ゼ
の
小
説
に
望
み
得
な
い
。
か
と
言
っ

て
『
素
朴
文
学
と
情
感
文
学
に
つ
い
て
』
（
一
七
九
五
年
－
九
六
年
）
に
お
け
る
次
の

シ
ラ
ー
に
よ
る
酷
評
も
再
考
に
値
す
る
。

す
な
わ
ち
単
に
感
性
上
で
燃
え
る
活
写
や
想
像
力
か
ら
の
豊
満
で
は
、
尚
と
う
て

い
十
分
で
な
い
。
故
に
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
は
、
い
く
ら
感
性
（
表
現
）
の
力

量
と
彩
色
の
輝
き
に
溢
れ
て
い
て
も
、
所
詮
は
一
篇
の
感
性
（
表
現
）
の
戯
画
に

過
ぎ
ず
、
真
迫
性
も
な
け
れ
ば
審
美
上
の
尊
厳
も
な
い
の
で
あ
る
（
Ｚ
ｙ
ｘ
ｘ
・
合
心
）
。

二
三
（
2
3
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

先
程
の
一
七
九
九
年
九
月
上
旬
の
シ
ラ
ー
宛
書
簡
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
本
質
的
で
な
い

と
し
て
い
る
点
、
す
な
わ
ち
「
偉
大
で
し
か
も
実
に
真
実
味
あ
る
諸
性
格
や
輝
か
し
い

諸
々
の
場
面
と
か
、
言
葉
の
魔
力
的
な
彩
り
豊
か
な
展
開
」
と
、
こ
こ
で
話
題
と
し
て

い
る
「
感
性
表
現
の
力
量
と
彩
色
の
輝
き
」
に
は
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
シ

ラ
ー
の
ハ
イ
ン
ゼ
評
を
、
前
述
の
ビ
ュ
ル
ガ
ー
批
判
と
同
じ
く
、
基
本
的
に
詩
人
自
身

の
自
己
批
評
と
取
れ
ば
、
事
情
は
理
解
し
易
く
な
る
。

　
た
と
え
巨
匠
ゲ
ー
テ
の
作
品
で
も
、
下
手
を
す
れ
ば
「
一
篇
の
感
性
表
現
の
戯
画
」

へ
と
堕
す
る
危
険
は
あ
る
。
つ
ま
り
本
当
に
「
真
迫
性
」
と
か
「
審
美
上
の
尊
厳
」
を

獲
る
に
は
、
一
流
の
詩
人
シ
ラ
ー
で
さ
え
相
当
の
努
力
を
要
す
る
。
従
っ
て
欠
点
ば
か

り
を
見
ず
に
、
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
の
長
所
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
様
に
見
れ
ば
、
そ

れ
は
必
ず
し
も
「
感
性
表
現
の
戯
画
」
と
し
て
片
付
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
神
学
院
時
代
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
『
調
和
の
女
神
に
寄
せ
る
讃
歌
』

二
七
九
〇
年
－
九
一
年
）
の
標
語
と
し
て
、
「
（
天
上
の
）
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ー
（
美
神
ア

プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
古
、
こ
の
輝
く
処
女
神
が
、
自
ら
の
霊
妙
な
る
帯
で
、
宇
宙
万
象
が

狂
気
に
酔
う
ま
ま
を
結
び
合
わ
せ
る
。
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
.
　
１
３
０
）
と
記
し
、

こ
こ
で
形
而
上
の
情
操
に
お
け
る
哲
学
精
神
に
宿
る
理
想
化
技
法
が
浮
上
す
る
。
直
接

ハ
イ
ン
ゼ
自
身
の
言
葉
は
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
第
二
巻
の
第
四
部
に
あ
る
。

そ
し
て
恋
の
神
エ
ロ
ー
ス
が
誕
生
し
た
。
生
き
と
し
生
け
る
自
然
造
化
相
互
の
甘

美
な
歓
び
で
あ
る
エ
ロ
ー
ス
は
神
々
の
中
で
、
こ
の
上
な
く
美
し
く
、
こ
の
上
な

く
太
古
よ
り
の
、
ま
た
こ
の
上
な
く
若
々
し
い
神
で
あ
る
。
こ
の
恋
神
が
（
天
上

の
）
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ー
［
美
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
］
よ
り
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
輝

く
処
女
神
で
あ
り
、
こ
の
女
神
の
霊
妙
な
る
帯
は
、
宇
宙
万
象
が
狂
気
に
酔
う
ま

ま
に
結
び
合
わ
せ
る
。
（
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
９
７
９
２
.
　
２
７
０
)

興
味
深
い
こ
と
に
、
シ
ラ
ー
の
『
芸
術
家
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
ウ
上
フ
ニ
ア
ー
美
神

ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
、
詩
想
展
開
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
。



二
四
（
2
4
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

　
　
　
か
の
空
恐
ろ
し
く
も
壮
麗
な
ウ
上
フ
ニ
ア
ー
が
、

六
〇
　
焔
の
王
冠
を
外
し
て

　
　
　
起
立
す
る
Ｉ
美
（
の
女
神
）
と
し
て
我
ら
の
眼
前
に
。

　
　
　
　
　
　
　
美
神
自
身
、
か
の
優
し
き
キ
ュ
プ
リ
ア
ー
が
、
焔
の
王
冠
に
巻
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
輝
き
、

　
　
四
三
五
　
起
立
し
、
今
や
成
人
し
た
息
子
の
眼
前
に
、
あ
か
ら
さ
ま
な
隠
れ
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
姿
を
示
す
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
（
調
和
の
女
神
）
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ー
と
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
（
『
芸
術
家
』
一
七
八
九
年
、
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
２
０
２
／
２
１
３
）

第
四
三
五
句
の
「
成
人
し
た
息
子
」
と
は
円
熟
し
た
芸
術
家
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
眼

前
に
キ
ュ
プ
ロ
ス
島
生
ま
れ
の
キ
ュ
プ
リ
ア
ー
美
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
が
、
天
界
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
一
１
　
３
ｓ
３
　
　
お
と
め

Ｉ
ラ
ノ
ス
に
諧
調
な
す
優
美
か
つ
尊
厳
な
処
女
神
ウ
上
フ
ニ
ア
ー
と
し
て
立
ち
現
わ
れ

る
。
　
恐
ら
く
『
イ
フ
～
ゲ
ー
ニ
エ
』
と
共
に
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
は
、
『
芸
術
家
』
や
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
像
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
ヅ
ア
イ
マ
ル
古
典
派
の
党
派
心
も
幾
分
か
は
働
い
て
、
シ
ラ
ー
は
自
分
自

身
の
思
念
の
深
み
と
通
底
す
る
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
の
長
所
を
度
外
視
し
た
模
様
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
敢
然
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
異
議
を
申
し
立
て
る
か
の
如
く
、
そ
の

雄
篇
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
を
「
ハ
イ
ン
ゼ
に
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
I
I
.
　
９
０
)
と
捧
げ
、
そ
の
第
一
節

「
夜
」
を
歌
い
出
す
。
こ
こ
で
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
の
作
者
を
念
頭
に
浮
か
べ
る
と
、

先
程
の
酷
評
で
シ
ラ
ー
が
焦
点
を
あ
て
た
点
、
つ
ま
り
「
感
性
（
表
現
）
」
の
面
は
本

質
を
な
さ
な
い
。
成
程
ハ
イ
ン
ゼ
の
筆
は
、
小
説
と
し
て
「
彩
色
の
輝
き
に
溢
れ
」
た

筋
展
開
を
も
ち
、
更
に
美
術
紀
行
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
な
ど
に
関
す
る
「
感
性
表

現
の
力
量
」
を
含
む
。
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
協
和
す
る
所
は
、
む
し
ろ
「
精

神
の
処
女
性
」
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
看
倣
し
た
「
形
而
上
の
情
操
」
に
あ
る
と
見
ら
れ

る
。
し
か
も
当
の
哲
学
精
神
に
関
し
て
も
、
後
に
一
九
二
四
年
八
月
二
四
日
付
ブ
ル
ク

ハ
ル
ト
宛
書
簡
で
詩
人
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
数
多
く
の

も
の
が
『
ア
ル
デ
ィ
ン
グ
ロ
』
な
ど
小
説
類
で
は
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
但

し
芸
術
上
の
完
成
に
お
い
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
著
者
の
意
欲
に
お
い
て
で
あ
る
。
」

(
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
９
７
９
２
.
　
６
０
５
１
）
と
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
で
先
師
シ
ラ
ー
と
の
絆
で
あ
っ
た
理
想
化
技
法
を
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
ハ
イ
ン

ゼ
と
の
新
た
な
盟
約
に
よ
り
一
層
と
徹
底
化
さ
せ
、
既
存
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
に
は

望
み
得
な
い
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
目
指
す
筋
が
明
る
み
に
出
た
。
果
し
て
古
典

派
ゲ
ー
テ
の
力
作
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
（
一
八
三
一
年
）
に
し
て
さ
え
、
ゲ
ー
テ

学
の
大
家
グ
ン
ド
ル
フ
が
『
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
多
島
海
」
』
｛
一
九
｝
一
年
）
で
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
ギ
リ
シ
ア
像
は
外
か
ら
彩
り
豊
か
に
眺
め
回
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
結
局
は
「
ゲ
ー
テ
の
内
な
る
風
景
(
Ｇ
ｏ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
　
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｌ
ａ
乱
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
)
　
」
と
は
言

え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
そ
の
者
の
血
か
ら
生
ま
れ
た
光
景
（
V
i
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ

ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｎ
　
B
l
ｕ
ｔ
巳
（
8
6
）
」
と
ま
で
絶
賛
さ
れ
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
ギ
リ
シ
ア
像
と

比
較
さ
れ
る
と
、
ヅ
ア
イ
マ
ル
古
典
派
の
成
果
も
色
槌
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
や

『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
で
表
面
化
し
た
瓢
瓢
た
る
牧
歌
情
緒
な
ど
は
、
た
と
え
学

知
の
巨
匠
ヘ
ー
ゲ
ル
が
講
義
の
中
で
こ
こ
を
「
重
要
な
箇
所
」
と
し
て
賞
揚
す
る
と
し

て
も
、
と
う
て
い
問
題
と
な
ら
な
い
。

　
だ
が
翻
っ
て
考
え
直
し
て
み
る
と
、
確
か
に
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
は
再
稿
と

異
な
り
、
あ
く
ま
で
神
々
の
桃
源
郷
が
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
見
事
な
明
暗
を
織
り

成
し
て
お
り
、
そ
の
牧
歌
情
緒
の
み
が
表
面
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
論

述
し
た
通
り
、
理
想
化
技
法
は
十
全
で
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
欠
点
を
批
判
す
る
の
に

シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
が
望
む
「
霊
感
」
だ
け
で
は
事
足
り
な
い
。
な
ぜ
な
ら
『
ビ
ュ
ル
ガ

ー
の
詩
歌
に
つ
い
て
』
で
シ
ラ
ー
が
説
く
如
く
、
「
霊
感
の
み
で
は
十
分
で
な
く
、
要

請
さ
れ
る
の
は
、
教
養
あ
る
精
神
の
霊
感
（
Ｂ
ｅ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
）

な
の
で
あ
る
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
２
４
６
)
か
ら
。
こ
の
場
合
ギ
リ
シ
ア
古
典
に
関
す
る
教
養



が
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
。
但
し
古
典
教
養
も
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
に
お
い
て
は
、
専
ら
「
気

高
く
す
る
生
き
生
き
と
し
た
感
情
」
に
重
き
が
置
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
シ
ュ
ト
ル
ペ

ル
ク
が
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
二
七
七
八
年
）
に
附
さ
れ
た
詩
歌
『
ホ

メ
ー
ロ
ス
』
が
良
く
物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
第
一
句
か
ら
第
六
句
に
か
け
て
、
「
祝

福
を
汝
に
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
よ
／
・
　
歓
喜
に
満
ち
、
心
燃
え
立
た
せ
、
涙
す
る
感
謝
が
、

唇
の
上
で
う
ち
震
え
、
眼
の
中
に
ほ
の
光
り
、
露
の
ご
と
く
滴
り
落
ち
、
汝
の
歌
声
の

聖
な
る
大
河
へ
と
流
れ
入
る
(
Ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
（
ｊ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｓ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
o
m
）
／
（
8
7
）
」

と
あ
る
。

　
当
時
十
八
世
紀
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
に
勝
。
る
ホ
メ
ー
ロ
ス
訳
で
世
に
知
ら
れ
た
フ

ォ
ス
は
、
一
七
八
一
年
に
『
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
』
、
一
七
九
三
年
に
『
イ
ー
リ
ア
ス
』

を
世
に
問
う
。
こ
の
訳
業
か
ら
聞
か
れ
て
く
る
「
乾
い
た
真
実
味
（
ｔ
ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｎ
ｅ

Ｗ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
)
ｊ
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
　
４
３
５
)
に
関
し
て
、
シ
ラ
ー
は
『
素
朴
文
学
と
情
感
文

学
に
つ
い
て
』
で
、
素
朴
詩
人
の
雄
ホ
メ
ー
ロ
ス
を
驚
嘆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
近
代
の

情
感
詩
人
に
は
望
み
難
い
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
強
味
は
、
こ
こ
で
霊
感
と
別
の
所
に
見
い

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
を
論
じ
る
場
合
、
只
今
の
関
連
で
指

針
を
与
え
る
の
は
、
ロ
ン
ギ
ノ
ス
の
著
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
『
崇
高
論
』
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
実
際
に
『
崇
高
論
』
第
九
章
に
は
、
目
下
話
題
の
両
面
が
扱
わ
れ
、
一
方
で
は

同
時
に
他
方
で
は
「
あ
か
ら
さ
ま
な
真
実
（
ａ
Ａ
宅
ｅ
ｃ
ａ
)
に
由
来
す
る
想
念
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
も
の
」
毎
応
ま
曽
回
路
）
が
重
視
さ
れ
る
。
後
者
は
更
に
専
門
家
に
よ
り
、

「
生
き
生
き
と
し
た
写
実
味
あ
ふ
れ
る
諸
形
象
の
密
度
の
高
い
連
続
（
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｌ
ｇ
ｅ

Ｆ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
w
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
ｒ
　
Ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
）
」
（
痢
応
ま
沢
回
咀
）
と
意
訳
さ
れ
、
素
朴
詩
人
に
シ
ラ
ー
が

見
た
「
乾
い
た
真
実
味
」
、
す
な
わ
ち
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
自
身
が
胸
中
に
何
ら
心
を
持
っ

て
い
な
い
か
の
如
き
」
(
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
　
４
３
５
）
と
評
さ
れ
る
面
が
扱
わ
れ
る
。

　
勿
論
ロ
ン
ギ
ノ
ス
の
『
崇
高
論
』
の
基
調
は
、
シ
ラ
ー
が
フ
ォ
ス
訳
ホ
メ
ー
ロ
ス
に

見
た
淡
々
と
し
た
彫
塑
風
造
形
力
よ
り
は
、
む
し
ろ
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
が
『
イ
ー
リ
ア

二
五
（
2
5
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

ス
』
に
認
め
た
よ
う
な
「
霊
気
(
Ｓ
ａ
ｃ
ｆ
ｊ
Ｌ
ｏ
ｖ
c
o
ｖ
　
Ｋ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
ｆ
ｊ
-
ａ
）
　
の
遊
り
」
の
方
に
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
「
霊
気
（
ダ
イ
モ
ー
ン
の
息
吹
き
）
の
送
り
、
こ
れ
を
法
則
の
下
に
置
く
こ

と
は
難
い
」
（
第
三
三
章
、
痢
応
ｔ
曽
芦
回
）
と
、
『
崇
高
論
』
の
著
者
が
認
め
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
弱
冠
二
十
歳
の
若
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
『
ギ
リ
シ
ア
の
守
護
神
に
寄

せ
る
讃
歌
』
（
一
七
九
〇
年
）
で
、
霊
感
に
「
陶
然
た
る
マ
イ
オ
ー
ン
の
子
（
ホ
メ
ー

ロ
ス
）
」
（
第
四
二
句
、
Ｓ
ｔ
Ａ
　
I
.
　
１
２
６
）
を
前
面
に
押
し
出
し
、
こ
の
観
点
は
長
編
小
説
『
ヒ

ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）
ま
で
余
韻
を
残
す
。
と
こ
ろ
が
『
ヒ
ュ
ペ

ー
リ
オ
ン
』
の
場
合
は
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
と
異
な
り
、
シ
ラ
ー
が
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
』

の
美
点
と
し
た
「
あ
の
畏
敬
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
偉
大
な
る
静
謐
」
が
、
女
性
デ
ィ
オ

テ
ィ
ー
マ
の
姿
を
と
り
、
主
人
公
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
霊
感
（
Ｆ
Ｉ
吟
・
～
品
）
に
立

ち
開
か
る
。
そ
し
て
第
二
巻
（
一
七
九
九
年
）
に
お
け
る
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
の
死
を
め

ぐ
る
悲
劇
は
、
後
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
へ
の
道
を
な
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
霊
気
の
１
　
り
」
と
「
静
か
な
偉
容
」
の
双
方
が
備
わ
っ
て
、
始
め
て

「
教
養
あ
る
精
神
の
霊
感
」
は
満
た
さ
れ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ

エ
や
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
の
よ
う
な
美
し
き
魂
を
、
シ
ラ
ー
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
は

欠
い
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
変
わ
り
得
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
キ
リ
ス
ト
像
の
よ
う

な
静
か
な
霊
も
、
そ
こ
で
は
中
心
を
な
し
て
い
な
い
。
但
し
初
稿
に
関
す
る
限
り
、

『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
に
は
一
種
の
静
か
な
霊
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
実
は
「
神

聖
な
る
野
蛮
人
」
（
第
一
一
四
句
）
と
好
対
称
を
な
す
。

一

　
　
　
静
か
に
物
悲
し
く
或
る
霊
が
、
手
に
持
つ

　
　
　
そ
の
（
生
命
の
）
松
明
を
下
し
た
。
麗
し
く
明
朗
な
形
姿
が

一
〇
　
不
可
避
の
必
然
の
回
り
で
も
遊
び
戯
れ
、

(
Ｎ
Ａ
　
I
.
　
１
９
３
)

第
一
〇
九
句
以
下
は
既
に
第
一
一
六
句
ま
で
引
用
し
た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
再
稿
で

シ
ラ
ー
は
第
一
〇
九
句
以
下
を
大
巾
に
削
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
際
に
第
一
〇
八
句
に
あ



二
六
（
2
6
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

た
る
再
稿
の
第
六
八
句
は
、
「
そ
の
（
生
命
の
）
松
明
を
或
る
霊
が
下
し
た
。
」
（
Ｎ
Ａ

Ｉ
Ｉ
.
　
Ｉ
.
　
３
６
５
)
と
な
り
、
初
稿
の
第
一
〇
八
句
頭
で
歌
わ
れ
た
「
静
か
に
物
悲
し
く
（
ｓ
ｔ
i
l
l

～
ｄ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｒ
i
g
)

ｊ
は
改
稿
で
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
。

　
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
第
一
〇
八
句
に
あ
る
「
静
か
（
匹
Ξ
・
：
霊
（
の
回
品
）
」

は
明
ら
か
に
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
第
コ
ー
九
句
で
キ
リ
ス
ト
を
指
す
「
静
か
な
霊

(
ｓ
ｔ
i
l
l
e
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｕ
ｓ
）
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
９
４
）
を
連
想
さ
せ
る
重
要
な
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

の
契
機
で
あ
る
。
こ
れ
と
見
事
な
明
暗
を
織
り
成
し
、
初
稿
で
は
第
一
一
四
句
に
「
神

聖
な
る
野
蛮
人
(
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
）
」
が
登
場
す
る
。
と
こ
ろ
が
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』

再
稿
と
な
る
と
、
「
静
か
・
：
」
も
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
も
出
て
来
な
く
な
り
、
詩
想

は
痩
せ
細
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
の
関
連
で
見
る
限
り
、
『
ギ

リ
シ
ア
の
神
々
』
は
再
稿
で
な
く
初
稿
が
中
心
に
く
る
。
そ
こ
で
霊
気
の
迢
り
、
つ
ま

り
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
三
句
で
「
天
上
へ
と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
の
筋
を
考
え

て
み
る
と
、
こ
れ
が
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
で
は
、
必
ず
し
も
神
々
の
側
に
な
い

と
解
か
る
。
な
ら
ば
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
の
方
に
霊
感
が
あ
る
か
と
言
う
と
、
こ
う

取
る
の
も
困
難
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
何
ら
か
の
霊
感
な
く
し
て
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
が
成
っ
た
と
は
思
わ
れ

な
い
。
し
か
し
ギ
リ
シ
ア
を
至
福
と
す
る
程
の
神
々
し
い
体
験
は
シ
ラ
ー
に
望
め
な
い

し
、
か
と
言
っ
て
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
呼
ば
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
は
全
身

全
霊
で
取
り
組
む
対
象
と
も
言
え
な
い
。
そ
こ
で
一
つ
詩
人
白
身
が
親
友
ケ
ル
ナ
ー
に

宛
て
た
一
七
八
八
年
十
二
月
二
五
日
付
書
簡
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
当
書
簡
で

は
後
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
へ
と
通
ず
る
美
の
自
立
性
の
主
張
が
骨
子
が
な
し
て
い
る

点
に
興
昧
ひ
か
れ
る
。
「
も
し
私
か
宗
教
な
い
し
は
道
徳
の
欠
陥
か
ら
、
美
し
く
調
和

し
た
全
体
を
ま
と
め
る
と
し
ま
す
と
、
私
の
芸
術
作
品
は
こ
れ
で
良
い
と
申
せ
ま
し
ょ

う
」
と
シ
ラ
ー
は
語
り
、
関
心
の
的
を
「
芸
術
作
品
（
含
品
’
罵
沁
）
」
へ
と
絞
っ
て

ゆ
く
。
「
そ
れ
は
つ
ま
り
、
正
に
私
か
こ
の
双
方
の
対
象
を
な
し
ま
す
宗
教
と
道
徳
を
、

現
実
に
在
る
が
ま
ま
の
形
で
は
扱
わ
な
い
か
ら
で
す
。
」
と
、
更
に
現
実
の
生
き
た
宗

教
と
か
道
徳
と
の
確
執
を
回
避
す
る
遁
世
風
審
美
観
が
浮
上
し
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』

改
稿
へ
と
向
か
う
意
向
が
表
わ
れ
る
。
詰
る
所
ケ
ル
ナ
ー
に
向
か
い
説
か
れ
て
い
る
の

は
、
「
ど
の
芸
術
作
品
も
作
品
自
体
に
、
つ
ま
り
作
品
に
固
有
な
美
の
法
則

（
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
ｓ
ｒ
ｅ
ｇ
ｅ
ｌ
)
に
の
み
弁
明
す
れ
ば
良
く
、
ほ
か
の
要
求
に
は
何
ら
左
右
さ
れ

な
い
。
」
と
い
う
芸
術
至
上
主
義
、
す
な
わ
ち
一
重
に
芸
術
の
た
め
の
芸
術
(
l
'
ａ
ｒ
ｔ

ｐ
ｏ
ｕ
ｒ
　
l
'
ａ
ｒ
ｔ
）
を
求
め
る
姿
勢
で
あ
る
(
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
Ｖ
.
　
１
６
７
）
。

　
一
応
こ
の
方
向
で
体
制
宗
教
や
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
達
の
側
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
は

申
し
開
き
が
で
き
る
。
そ
し
て
実
際
こ
の
静
観
へ
の
傾
き
も
、
以
後
シ
ラ
ー
の
主
張
す

る
肝
要
な
点
の
一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
理
想
化
技
法
を
唱
導
し
た
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩

歌
に
つ
い
て
』
で
も
、
「
詩
人
の
情
熱
を
或
る
鎮
静
の
彼
方
（
m
i
l
d
e
ｒ
ｎ
ｄ
ｅ
　
Ｆ
ｅ
ｍ
ｅ
）
か

ら
観
照
す
る
こ
と
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
２
５
６
)
は
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
高
邁
な
精
神

の
霊
感
と
睨
み
合
っ
て
い
る
。
但
し
霊
気
の
迢
り
を
、
あ
く
ま
で
彼
方
か
ら
観
照
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
態
度
は
多
分
に
躍
動
す
る
現
実
か
ら
逃
げ
腰
で
あ
り
、
こ
れ
は

先
の
『
崇
高
論
』
に
お
い
て
敢
て
「
運
命
と
格
闘
す
る
人
類
の
悲
壮
な
る
絵
巻
物
」
の

只
中
へ
と
踏
み
こ
む
シ
ラ
ー
の
基
本
姿
勢
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
詩
人
の

本
音
を
留
意
し
、
只
今
触
れ
た
一
七
八
八
年
十
二
月
二
五
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
を
く

わ
し
く
見
て
み
よ
う
。
「
正
に
私
か
こ
の
双
方
の
対
象
を
な
し
ま
す
宗
教
と
道
徳
を
、

現
実
に
在
る
が
ま
ま
の
形
で
は
扱
わ
な
い
か
ら
で
す
。
」
と
述
べ
て
お
い
て
、
更
に
シ

ラ
ー
は
こ
う
続
け
る
。

す
な
わ
ち
或
る
無
理
で
不
自
然
な
手
術
に
よ
り
、
つ
ま
り
切
開
と
新
た
な
縫
合
に

よ
り
、
始
め
て
宗
教
と
道
徳
の
双
方
を
扱
う
の
で
す
。
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
で

私
が
日
陰
に
置
い
た
神
は
、
哲
学
者
の
神
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
単
な
る
大
衆

好
み
の
為
に
な
る
幻
像
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
（
神
聖
な
る
野
蛮
人
と
言
わ
れ

た
）
神
は
、
不
具
で
歪
ん
だ
数
多
く
の
表
象
様
式
が
融
合
し
た
奇
形
児

（
回
診
・
ぽ
冷
）
な
の
で
す
。
他
方
、
私
か
日
向
に
置
い
た
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」

は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
知
識
か
ら
人
好
き
の
す
る
特
徴
を
の
み
選
び
、
一
つ

の
表
象
様
式
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
（
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
Ｖ
.
　
１
６
７
)



果
し
て
「
人
好
き
の
す
る
特
徴
」
し
か
持
た
ぬ
神
々
が
、
シ
ラ
ー
の
手
に
な
る
無
類
の

「
奇
形
児
」
に
比
肩
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
こ
の
奇
形
児
た
る
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」

（
第
一
一
四
句
）
こ
そ
は
、
そ
の
神
々
よ
り
も
一
層
と
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
に
迫
る
「
静

か
…
霊
」
（
第
一
〇
八
句
）
と
対
峙
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
が
詩
想
の
核
と
な
り
古
典

ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
見
事
な
明
暗
を
形
造
る
の
で
あ
る
。

　
眼
目
は
シ
ラ
ー
の
場
合
、
相
克
す
る
双
方
の
対
立
の
妙
に
あ
り
、
こ
れ
を
生
み
出
す

の
は
感
性
と
言
う
よ
り
知
性
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
右
の
書
簡
で
語
ら
れ
て
い
る
切
開

（
ｙ
Ｆ
ｏ
乱
・
～
品
）
と
い
う
「
無
理
で
不
自
然
な
手
術
」
こ
そ
、
正
に
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』

初
稿
で
話
題
と
さ
れ
る
「
知
性
の
業
」
（
第
一
丸
四
句
）
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
『
精

神
現
象
学
』
序
論
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
指
摘
し
た
通
り
、
「
力
な
き
美
は
知
性
を
憎
む
」
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
力
な
き
美
に
相
当
す
る
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
風
の
霊
感
は
、
シ
ラ
ー

の
知
性
の
業
に
よ
り
掻
き
乱
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
に
掴

ま
れ
た
霊
感
に
お
い
て
は
、
シ
ラ
ー
自
身
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
至
福
の
域
へ
と
達
す
る

力
な
く
、
む
し
ろ
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
に
近
く
留
ま
っ
て
い
た
故
に
、
結
局
『
ギ
リ
シ
ア

の
神
々
』
初
稿
の
最
終
詩
節
で
、
「
～
の
知
性
真
理
の
」
女
神
の
優
し
き
妹
（
た
る
感

性
美
の
如
東
）
を
（
む
し
ろ
）
降
臨
さ
せ
、
姉
は
別
世
界
に
取
っ
て
お
い
て
く
れ
。
」

（
第
一
九
八
句
―
第
二
〇
〇
句
）
と
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お
い
て
は
、
「
神
聖
な
霊
感
そ
の

も
の
に
亀
裂
が
入
る
」
の
分
あ
る
か
ら
、
こ
の
霊
感
は
心
乱
さ
れ
た
人
間
の
次
元
よ
り

程
度
の
高
い
神
聖
な
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で
は
、
こ
の
神
聖

な
霊
感
を
宿
す
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
や
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
が
、
詩
人
の
創
作
に
お
け
る
知

性
の
業
に
よ
り
彫
り
刻
ま
れ
形
造
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
霊
感
と
知
性
と
の
両
立

に
関
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
『
省
察
』
（
一
七
九
九
年
）
で
こ
う
述
べ
る
。

深
沈
す
る
覚
醒
が
君
を
去
る
所
が
、
君
の
霊
感
の
高
揚
の
限
界
な
の
だ
。
・
：
深

み
へ
と
落
ち
こ
む
と
同
様
に
、
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
こ
と
も
あ
り
得
る
。
深
み
へ

と
落
ち
こ
ま
ぬ
よ
う
に
柔
軟
性
あ
る
精
神
が
、
高
み
へ
と
落
ち
こ
ま
ぬ
よ
う
に
覚

二
七
（
2
7
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

　
　
醒
し
沈
深
す
る
思
念
に
宿
る
重
力
が
妨
げ
る
。
：
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
I
V
.
　
２
３
３
)

シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
の
霊
感
は
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て

鋭
い
知
性
の
人
シ
ラ
ー
の
「
覚
醒
し
沈
深
す
る
思
念
に
宿
る
重
力
が
妨
げ
る
」
と
言
え

る
。
他
方
シ
ラ
ー
に
は
「
柔
軟
性
あ
る
精
神
」
が
欠
落
気
昧
で
あ
り
、
こ
の
故
に
『
ギ

リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
第
一
九
九
句
に
お
い
て
「
優
し
き
妹
（
た
る
感
性
美
の
女
神
）

を
（
む
し
ろ
）
降
臨
さ
せ
」
て
く
れ
る
よ
う
に
詩
人
は
唯
一
神
に
頼
む
。

　
従
っ
て
知
性
の
人
シ
ラ
ー
の
場
合
、
先
程
の
「
切
開
と
新
た
な
縫
合
」
に
関
し
て
は
、

む
し
ろ
縫
合
よ
り
切
開
に
長
け
る
。
そ
し
て
実
際
シ
ラ
ー
が
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
で

歌
い
上
げ
た
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
こ
そ
は
、
こ
の
鋭
い
知
性
が
敢
行
し
た
「
無
理
で

不
自
然
な
手
術
」
に
お
け
る
西
欧
意
識
の
切
開
の
成
果
で
あ
り
、
た
と
え
奇
形
児
と
呼

ば
れ
よ
う
と
も
、
こ
こ
に
こ
そ
悲
劇
詩
人
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
成

程
こ
れ
は
古
典
美
の
静
か
な
偉
容
を
見
据
え
た
「
教
養
あ
る
精
神
の
霊
感
」
に
つ
な
が

ら
ず
、
ギ
リ
シ
ア
精
神
と
水
と
油
切
ご
と
き
関
係
に
あ
る
。
こ
う
し
て
結
局
シ
ラ
ー
は

『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
で
「
新
た
な
縫
合
」
に
は
至
れ
ず
に
終
わ
る
。
か
と
言
っ

て
再
稿
は
外
見
上
キ
リ
ス
ト
教
に
抵
触
せ
ず
に
丸
く
収
ま
る
が
、
し
か
し
新
た
な
縫
合

と
言
え
る
程
の
充
実
し
た
詩
魂
は
再
稿
に
こ
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
諦
観
を
礎

と
し
た
「
表
象
や
空
想
」
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
切
開
を
抜
き
に
し
て
、
新
た

な
縫
合
は
成
り
立
た
な
い
。
つ
ま
り
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」
の
で

な
け
れ
ば
、
詩
想
は
必
ず
や
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
神
聖
な

る
野
蛮
人
」
を
削
除
し
た
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
に
は
、
も
は
や
切
開
の
み
ら
な

ず
、
新
た
な
縫
合
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
反
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
作
品
に
画
竜
点
晴
な
す
キ
リ
ス

ト
像
を
象
眼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
平
衡
点
に
お
い
て
シ
ラ
ー
以
来
の
課
題
で
あ
る

新
た
な
縫
合
を
成
し
遂
げ
る
。
但
し
切
開
さ
れ
た
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧

の
明
暗
は
、
こ
れ
に
よ
り
鋭
く
際
立
ち
は
し
て
も
、
決
し
て
曖
昧
模
糊
と
し
た
有
耶
無

耶
へ
と
解
消
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
先
に
触
れ
た
『
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基
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底
』
に
お
け
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
葉
通
り
、
こ
の
詩
人
の
円
熟
し
た
作
品
で
は
、

「
最
高
の
敵
意
の
誕
生
の
中
で
、
至
高
の
宥
和
が
実
現
さ
れ
る
仮
象
が
立
て
ら
れ
る
」

の
で
あ
り
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
幽
か
に
玄
く
問
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
像
こ
そ
当
の

仮
象
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
究
極
の
詩
歌
象
徴
が
、
シ
ラ
ー
の
『
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
』
に
は
欠
け
て
お
り
、
か
く
し
て
新
た
な
縫
合
は
後
世
へ
の
遺
言
と
し
て
残
さ
れ

た
。
但
し
縫
合
の
完
遂
は
容
易
で
な
い
。
な
ん
と
な
ら
ば
第
一
に
切
開
も
要
求
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
敢
行
す
る
知
性
の
鋭
さ
と
、
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
霊
気
の
辺
り
が
あ
っ
て
、

始
め
て
新
た
な
縫
合
は
こ
れ
見
よ
が
し
の
晴
が
ま
し
さ
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
ま
ず
は
先
師
シ
ラ
ー
の
仮
借
な
き
批
判
精
神
を
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
受
け
継
ぐ
。

し
か
し
切
開
し
解
明
す
る
力
に
お
い
て
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
詩
人
を
凌
ぐ

こ
と
は
、
一
流
の
詩
人
で
も
困
難
で
あ
る
。
実
際
ヅ
ア
イ
マ
ル
の
巨
匠
ゲ
ー
テ
も
、
こ

の
点
で
盟
友
シ
ラ
ー
に
一
目
置
い
て
い
た
模
様
で
、
例
え
ば
一
八
二
八
年
九
月
十
一
日

付
の
対
話
録
に
お
い
て
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

シ
ラ
ー
は
何
事
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
制
約
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
自
ら
の

思
想
の
雄
飛
を
引
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
。
自
ら
の
内
観
に
生
き
る
偉
大

な
る
見
解
を
シ
ラ
ー
は
、
常
に
自
由
自
在
に
遠
慮
た
め
ら
い
無
く
表
現
す
る
。
あ

れ
が
正
真
正
銘
の
人
間
だ
っ
た
の
だ
。
私
達
も
あ
の
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
だ
／

－
私
達
は
と
言
う
と
、
シ
ラ
ー
と
異
な
り
、
常
に
制
約
を
感
じ
て
お
り
、
囲
り

の
人
々
や
事
物
が
私
達
に
影
響
を
与
え
る
。
…
か
く
し
て
幾
重
も
の
気
配
り
に

よ
り
無
力
と
な
り
、
何
か
偉
大
な
私
達
の
本
性
に
あ
る
は
ず
の
も
の
を
、
私
達
は

自
由
に
表
現
で
き
な
い
で
い
る
。
つ
ま
り
私
達
は
様
々
な
対
象
の
奴
隷
な
の
だ
（
8
8
）
。

こ
の
よ
う
に
心
を
こ
め
て
回
想
し
、
親
友
は
シ
ラ
ー
頌
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
そ
し
て

明
ら
か
に
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
を
語
り
出
す
霊
感
は
、
こ
こ
で
称
賛
さ
れ
て
い
る
自

由
無
碍
な
批
判
精
神
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
啓
蒙
期
十
八
世
紀
の
批
判
精
神
を
考
え
る
場
合
、
誰
よ
り
シ
ラ
ー
が
私
淑

し
た
哲
学
者
カ
ン
ト
を
私
達
は
想
い
浮
か
べ
る
。
例
え
ば
右
記
ゲ
ー
テ
対
話
録
に
お
い

て
話
題
と
さ
れ
た
「
様
々
な
対
象
の
奴
隷
」
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
実
際
こ
の
点

に
関
し
て
、
カ
ン
ト
自
身
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
再
版
（
一
七
八
七
年
）
の
序
文
で
こ

う
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
私
達
の
認
識
は
全
て
、
様
々
な
対
象
に
よ
り
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
…
私
達
は
こ
う
考
え
る
。
「
様
々
な
対
象
が
、
私
達
の
認

識
に
よ
り
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
…
か
く
し
て
、
こ
れ
は
正
に
（
昔

日
の
天
動
説
を
覆
し
か
）
　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
中
心
思
想
の
血
脈
を
伝
え
る
こ
と
に

な
る
。
…
（
ｙ
Ｈ
ヨ
’
↑
↑
こ

敢
て
「
様
々
な
対
象
の
奴
隷
」
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
し
て
「
勇
気
を
も
ち
、
君
自
身
の

知
性
を
主
体
的
に
行
使
せ
よ
／
・
－
こ
れ
が
す
な
わ
ち
啓
蒙
の
道
標
な
す
言
葉
で
あ

る
。
」
と
、
批
判
哲
学
の
祖
は
『
「
啓
蒙
と
は
何
か
？
」
に
応
え
て
』
（
一
七
八
四
年
）

に
お
い
て
自
説
を
唱
導
し
て
い
る
（
ｙ
Ｈ
だ
【
呂
】
。

　
こ
こ
で
も
「
カ
ン
ト
は
僕
た
ち
ド
イ
ツ
人
の
モ
ー
セ
で
あ
り
、
僕
た
ち
を
王
国
エ
ジ

プ
ト
風
の
弛
緩
か
ら
解
き
放
ち
、
自
由
で
孤
独
な
思
弁
哲
学
の
砂
漠
へ
と
連
れ
出
し
、

神
聖
な
山
岳
か
ら
威
力
あ
る
立
法
を
下
す
の
だ
。
」
と
、
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
弟
宛
書
簡
を
引
く
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
一
方
に
は
客
観
造
形
見
事

な
古
典
ギ
リ
シ
ア
が
控
え
、
他
方
に
は
内
観
に
宿
る
知
性
を
自
由
自
在
に
活
躍
さ
せ
る

カ
ン
ト
哲
学
が
あ
る
。
そ
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
三
句
で
歌
わ
れ
た
「
天
上
へ

と
揺
り
動
か
す
息
吹
き
」
は
、
ど
ち
ら
に
も
確
か
め
ら
れ
得
る
。
そ
こ
で
双
方
の
「
最

高
の
敵
意
の
誕
生
の
中
で
、
至
高
の
宥
和
が
実
現
さ
れ
る
仮
象
が
立
て
ら
れ
る
」
の
で

あ
り
、
実
際
に
同
類
の
「
敵
意
の
誕
生
」
を
ゲ
ー
テ
は
、
シ
ラ
ー
と
の
初
対
面
（
一
七

九
四
年
七
月
）
で
体
験
す
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
後
に
『
幸
運
な
出
来
事
』
（
一
八
一

七
年
）
と
題
し
た
回
想
録
の
中
で
、
こ
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
の
決
定
的
な
精
神
の
出

会
い
を
、
ゲ
ー
テ
は
懐
し
気
に
物
語
り
、
こ
こ
で
「
恐
ら
く
決
し
て
全
面
調
停
に
は
至



ら
ぬ
、
客
観
（
ｏ
ぞ
こ
と
主
観
（
汐
ぞ
こ
と
の
最
大
の
確
執
を
へ
て
、
私
達
は

途
絶
え
ず
持
続
し
た
盟
約
を
固
め
た
）
會
Ａ
　
Ｘ
.
　
５
４
１
)
と
述
べ
て
い
る
。

　
や
が
て
幸
運
な
出
来
事
の
あ
と
、
シ
ラ
ー
は
古
典
美
の
客
観
造
形
へ
と
一
層
と
開
眼

し
、
そ
れ
を
『
理
想
と
人
生
』
冒
頭
で
「
永
遠
に
清
澄
に
し
て
明
鏡
の
如
く
」
と
歌
い
、

そ
の
内
実
へ
と
迫
る
。
し
か
し
知
性
の
冷
た
さ
は
依
然
と
し
て
残
り
、
燦
燦
た
る
光
明

に
潤
む
大
理
石
の
神
像
に
固
有
の
優
美
（
ｙ
ロ
ヨ
言
は
、
シ
ラ
ー
に
と
り
永
遠
の
課
題

に
留
ま
る
。
や
は
り
カ
ン
ト
風
の
道
徳
意
識
に
は
踏
み
こ
め
な
い
秘
境
が
あ
る
。
こ
こ

に
至
る
に
は
恐
ら
く
『
哲
学
書
簡
』
（
一
七
八
六
年
）
で
シ
ラ
ー
が
語
る
「
本
能
か
ら

善
良
、
つ
ま
り
機
れ
な
き
倫
理
的
優
美
(
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
w
ｅ
ｉ
ｈ
ｔ
ｅ
｡
　
ｓ
i
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ａ
ｚ
i
e
）
か
ら
善
良
」

(
Ｎ
Ａ
　
Ｘ
Ｘ
.
　
１
１
４
)
と
言
わ
れ
う
る
魂
、
例
え
ば
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
や
、

ゲ
ー
テ
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
や
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
の
よ
う
な
「
汚

れ
な
き
天
上
の
姿
」
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
ヘ
ー
ゲ
ル
同
様
シ
ラ
ー
も
、
カ
ン
ト
学

徒
の
知
性
派
と
し
て
、
あ
く
ま
で
優
美
を
外
か
ら
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
な
ら
ば
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
感
性
派
か
？
　
と
問
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
答

え
ら
れ
な
い
。
理
由
は
詩
人
自
身
が
自
分
の
本
質
を
知
性
本
位
と
見
て
、
そ
れ
を
「
西

欧
風
ユ
ー
ノ
ー
女
神
の
冷
静
さ
(
ａ
ｂ
ｅ
乱
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
ｕ
ｎ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
t
ｌ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
　
＼
と
、

一
八
〇
一
年
十
二
月
四
日
付
ベ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
宛
書
簡
で
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
前
後
に
は
こ
う
あ
る
。

本
来
民
族
に
固
有
な
も
の
は
、
文
化
形
成
の
進
展
に
お
い
て
、
常
に
民
族
の
長
所

で
あ
る
こ
と
を
失
っ
て
ゆ
く
。
だ
か
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が
聖
な
る
激
情

（
Ｊ
ｇ
Ｓ
）
に
不
得
手
な
の
は
、
こ
れ
が
ギ
リ
シ
ア
固
有
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
な

の
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が
ホ
メ
ー
ロ
ス
以
来
、
叙
述
の
才
に
長

け
て
い
る
の
は
、
こ
の
途
方
も
な
い
ギ
リ
シ
ア
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
が
実
に
精
神
力
に

富
み
、
西
欧
風
ユ
ー
ノ
ー
女
神
の
冷
静
さ
を
、
自
ら
の
（
熾
烈
な
る
）
ア
ポ
ロ
ー

ン
国
家
の
た
め
に
奪
取
し
、
か
く
も
真
実
味
を
も
っ
て
こ
の
疎
遠
な
冷
静
さ
を
自

己
の
も
の
と
し
た
か
ら
な
の
だ
。
…
（
即
ｙ
ざ
ん
ざ
）

二
九
（
2
9
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

　
『
崇
高
論
』
に
見
い
出
さ
れ
た
「
霊
気
の
１
　
り
」
と
「
生
き
生
き
と
し
た
写
実
味
あ
ふ

れ
る
諸
形
象
」
、
つ
ま
り
同
じ
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
を
念
頭
に
置
き
、
一
方
シ
ュ
ト
ル
ベ

ル
ク
が
説
く
霊
感
と
、
他
方
フ
ォ
ス
訳
を
通
じ
て
シ
ラ
ー
が
見
い
出
し
た
乾
い
た
真
実

味
と
の
双
方
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
よ
れ
ば
実
の
所
ホ
メ
ー
ロ
ス
に
お
い
て
内
的
に
相

互
関
連
し
て
い
る
。
従
っ
て
ゲ
ー
テ
が
シ
ラ
ー
と
の
間
に
認
め
た
「
客
観
と
主
観
と
の

最
大
の
確
執
」
は
、
異
質
な
個
性
の
間
に
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
個
の
人
格
の
中
で
調
和

あ
る
対
立
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
人
は
古
典
ギ
リ
シ

ア
よ
り
学
び
、
自
ら
の
知
性
本
位
の
ユ
ー
ノ
ー
風
本
質
に
研
き
を
か
け
、
ヅ
ア
イ
マ
ル

古
典
派
に
は
望
み
得
ぬ
「
あ
の
古
代
芸
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ

た
歩
み
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
　
３
８
０
）
　
へ
と
肉
迫
し
、
敢
て
「
そ
の
者
の
血
か
ら
生
ま
れ
た
光
景
」

と
ま
で
言
わ
れ
る
内
観
ギ
リ
シ
ア
を
作
品
中
に
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
〔
ｂ
〕
密
儀
と
人
倫
（
こ
Ｉ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
i
ｕ
ｍ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
S
i
t
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
)

　
昔
日
ヘ
ー
ゲ
ル
た
ち
と
共
に
若
き
二
四
歳
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
『
新
約
聖
書
』
の

神
観
を
踏
ま
え
て
、
「
合
言
葉
―
神
の
国
」
で
親
睦
を
深
め
て
い
た
。
例
え
ば
一
七
九

四
年
七
月
一
〇
日
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
で
詩
人
は
、
「
僕
た
ち
が
神
の
国
と
い
う
合
言
葉

を
交
し
て
別
れ
て
以
来
、
折
に
触
れ
君
が
僕
の
こ
と
を
想
い
出
し
て
く
れ
た
と
、
僕
は

確
信
し
て
い
る
。
各
人
が
ど
ん
な
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
確
か
に
こ
の
合
言
葉
で
僕
た
ち

は
お
互
い
を
縮
め
合
う
だ
ろ
う
。
…
僕
は
目
下
か
な
り
集
中
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
と
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
唯
一
と
も
言
え
る
僕
の
読
書
な
の
だ
。
殊
に
批
判
哲
学

の
美
学
方
面
に
僕
は
造
詣
を
深
め
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
　
１
２
７
ｆ
.
）
と
述
べ
、

す
で
に
論
述
し
た
当
時
の
教
養
人
に
固
有
な
二
つ
の
関
心
事
に
触
れ
て
い
る
。
勿
論
フ

ラ
ン
ス
革
命
の
余
波
も
大
き
く
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
研
究
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ヘ
ー

ゲ
ル
研
究
な
ど
で
も
折
に
触
れ
言
及
さ
れ
る
興
味
深
い
逸
話
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
或
る
朝
に
、
・
：
或
る
日
曜
日
に
Ｉ
そ
れ
は
晴
れ
た
明
る
く
澄
ん
だ
春
の
朝
だ
っ
た

Ｉ
ヘ
ー
ゲ
ル
と
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
な
お
数
名
の
親
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
テ
ュ
ー
ビ
ン

グ
ン
か
ら
遠
か
ら
ぬ
草
地
へ
と
赴
き
、
そ
こ
に
自
由
の
樹
を
植
え
た
と
の
こ
と
で
あ



三
〇
（
3
0
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

る
。
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｉ
.
　
４
５
０
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
数
名
の
友
人
た
ち
」
の
中
に

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
含
め
る
こ
と
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
体
験
と
創
作
』
（
一
九
〇
五
年
）

を
始
め
、
諸
家
の
意
見
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
。

　
「
時
が
満
ち
、
神
の
国
が
近
付
い
た
。
回
向
し
福
音
を
信
ぜ
よ
。
」
と
、
『
マ
ル
コ
福

音
書
』
第
一
章
の
第
一
五
節
に
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
達
に
と
っ
て
は
千
年
来
続
い
た

封
建
制
が
解
体
し
、
新
た
な
市
民
社
会
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
、
「
時
が
満
ち
、

神
の
国
が
近
付
い
た
」
こ
と
の
証
が
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
勃
興
す
る
市
民
意
識
が
、

敢
て
自
ら
の
文
化
を
創
造
し
て
ゆ
く
時
に
、
ど
ん
な
方
法
を
と
り
、
何
を
目
標
に
す
る

か
で
あ
る
。
こ
の
際
カ
ン
ト
哲
学
が
知
性
の
自
立
を
唱
導
し
、
そ
れ
を
主
体
的
に
行
使

す
る
方
法
を
提
示
す
る
。
但
し
批
判
哲
学
に
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
の
よ
う
に
客
観

の
側
か
ら
迫
り
来
る
も
の
が
無
い
。
つ
ま
り
明
確
に
具
体
化
さ
れ
た
目
標
は
、
丁
度
ア

ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
陵
に
聳
え
る
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
の
よ
う
な
古
典
芸
術
か
ら
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
メ
タ
ノ
イ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ｓ

れ
る
。
ゆ
え
に
回
向
す
る
先
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
他
な
ら
な
い
。
但
し
至
福

を
目
指
す
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
詩
想
は
、
や
た
ら
高
揚
す
る
こ
と
な

く
慎
ま
し
や
か
で
あ
る
。

　
そ
の
控
え
目
な
姿
は
、
冒
頭
か
ら
既
に
本
論
が
取
り
扱
っ
て
い
る
月
影
の
光
明
に
象

徴
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
こ
の
月
そ
の
も
の
が
直
接
に
話
題
と
さ
れ
る
の
は
、
よ

う
や
く
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
四
句
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

十
一
十
二
十
三

十
四
十
五
十
六

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

　
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か

　
　
す
。

　
見
よ
／
　
し
て
我
ら
の
大
地
の
影
像
た
る
月
も

ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
、
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
。

　
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
は
、
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ

　
　
　
ず
。

十
七
十
八

彼
方
で
光
明
を
放
ち
、
驚
嘆
さ
せ
、
人
間
で
は
異
邦
の
者
と
し
て

　
山
頂
の
上
高
く
、
悲
憤
か
つ
壮
麗
に
立
ち
現
わ
れ
る
。

大
自
然
の
月
影
は
既
に
第
一
句
後
半
で
、
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
（
燈
火
と
月
影
の
）

光
が
満
ち
」
と
歌
わ
れ
た
時
、
句
末
の
「
光
が
満
ち
る
街
路
（
―
～
・
ぼ
汲
・
ｐ
Ｓ
・
）
」

に
宿
り
つ
つ
隠
れ
て
働
き
か
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
目
立
た
ず
に
、
そ
れ
と
は
な
く

関
与
し
て
い
た
月
が
、
第
十
四
句
で
直
接
名
指
し
さ
れ
、
第
十
五
句
で
「
霊
気
溢
れ
る

夜
」
と
と
も
に
現
わ
れ
て
、
正
に
今
や
月
夜
が
確
認
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
神
話
知
識
の
豊
か
な
読
者
は
、
「
月
」
や
「
夜
」
を
め
ぐ
り
様
々
な
連
想
を

逞
し
く
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
『
聖
書
』
に
関
す
る
事
典

類
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
学
術
情
報
は
目
下
控
え
た
方
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
第
十
三
句
ま
で
着
実
な
足
取
り
で
歌
い
上
げ
ら
れ
た
市
民
生
活
の
日
常
か
ら
急
に

逸
脱
し
て
、
空
想
と
博
識
な
す
非
現
実
へ
と
向
か
う
こ
と
は
、
唐
突
の
感
を
免
れ
難
い

か
ら
で
あ
る
。
む
七
ろ
人
文
教
養
よ
り
は
自
然
科
学
の
成
果
の
方
を
、
こ
こ
で
は
留
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
今
日
な
ら
一
般
化
し
た
認
識
、
月
が
地
球
の
囲
り
を
鮒

り
、
月
影
は
地
球
か
ら
見
え
る
日
光
の
残
影
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
第
十

四
句
で
「
我
ら
の
大
地
の
影
像
（
汐
回
茫
呂
巨
）
」
と
さ
れ
る
「
月
(
Ｍ
ｏ
乱
）
」
が
理

解
し
易
く
な
る
。
そ
し
て
引
き
続
く
第
十
五
句
で
は
、
こ
の
よ
う
に
控
え
目
に
把
握
さ

れ
た
月
が
「
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
」
る
。
も
し
平
た
く
こ
の
第
十
四
句
か
ら
し

第
十
五
句
に
か
け
て
直
訳
す
る
と
、
「
月
も
ま
た
今
や
、
密
や
か
に
（
ｎ
・
ｇ
ｌ
）
到
来

す
る
」
と
な
ろ
う
。

　
基
調
は
第
一
句
お
よ
び
第
十
一
句
に
あ
る
「
ひ
そ
や
か
に
「
を
忌
」
と
呼
応
し
、

第
十
四
句
以
下
で
文
字
通
り
「
月
も
、
ひ
そ
や
か
に
到
来
す
る
」
こ
と
に
な
る
。
但
し
、

月
の
霊
妙
さ
は
、
古
来
の
神
話
象
徴
か
ら
取
ら
れ
た
説
明
に
依
存
せ
ず
、
む
し
ろ
目
下

の
都
市
像
に
根
を
張
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
第
一
句
か
ら
、

す
で
に
月
影
は
光
明
を
人
間
に
投
げ
か
け
て
お
り
、
そ
の
月
光
の
下
に
万
象
が
生
気
を

獲
て
い
る
。
例
え
ば
第
八
句
の
「
孤
独
な
者
」
の
心
も
月
影
の
下
に
映
え
、
第
九
句
以



下
で
「
洞
々
と
湧
く
噴
泉
」
の
清
冽
な
水
し
ぶ
き
も
、
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
息
吹
く
。

そ
の
他
の
形
象
も
全
て
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
場
合
は
、
月
影
を
抜

き
に
し
た
な
ら
ば
色
槌
せ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
第
十
四
句
で
直
接
に
語
ら
れ
る
以

前
に
、
そ
れ
と
な
く
「
月
」
の
霊
妙
さ
は
日
常
の
都
市
像
に
大
き
な
影
を
投
げ
か
け
て

お
り
、
更
に
第
十
五
句
で
「
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
」
と
歌
わ
れ
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
に
歌
わ
れ
た
詩
節
の
中
で
「
月
」
の
果
た
し
て
い
る
甚
大
な
働
き
の
確
認
を
意

味
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
形
而
上
の
神
話
風
文
飾
を
慎
し
み
、
形
而
下
の
現
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

い
つ
と
は
な
し
に
気
付
か
ぬ
う
ち
に
日
常
経
験
の
次
元
に
留
ま
ら
ぬ
霊
域
へ
と
聞
か
れ

て
ゆ
く
。
こ
こ
に
第
十
五
句
で
「
夜
」
が
「
雲
気
溢
れ
る
（
汐
Ｗ
甘
９
１
・
ぼ
）
」
と

言
わ
れ
る
理
由
も
あ
り
、
「
我
ら
の
大
地
の
影
像
」
に
過
ぎ
な
い
な
が
ら
も
霊
妙
な
「
月
」

（
第
十
四
句
）
が
、
こ
の
霊
気
溢
れ
る
夜
を
象
徴
し
て
い
る
。
先
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
省

察
』
で
話
題
と
し
た
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」
よ
う
な
霊
感
を
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
一
節
が
控
え
る
の
は
、
丁
度
カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
お
い
て
、
「
可
能
な
経
験
全
体
を

鑑
み
る
な
ら
ば
高
邁
（
呂
・
乙
落
・
乱
）
」
と
映
る
「
理
念
の
使
用
」
を
慎
し
む
の
に
似

て
い
る
。

　
但
し
、
こ
の
際
に
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
論
述
も
認
め
て
い
る
通
り
、
「
可
能
な
経

験
の
領
域
を
越
え
」
て
、
「
こ
の
限
界
を
踏
み
出
す
自
然
な
傾
向
を
、
人
間
の
理
性
が

有
し
て
い
る
」
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
「
人
間
の
理
性
」
の
「
格
別
な
運
命
」

は
、
「
拒
否
で
き
得
な
い
（
形
而
上
の
）
様
々
な
問
い
に
悩
ま
さ
れ
る
」
こ
と
に
あ
る
（
ｙ
Ｈ

目
ミ
心
同
・
）
。
同
様
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
も
、
詩
想
展
開
は
目
先
の
「
可

能
な
経
験
の
領
域
を
越
え
」
て
、
い
つ
と
は
な
し
に
人
間
存
在
の
根
源
へ
と
問
い
を
向

け
る
。
例
え
ば
冒
頭
の
都
市
像
に
宿
る
「
安
ら
ぎ
(
｡
｡
｡
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
.
｡
｡
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
.
｡
｡
　
ｒ
ｕ
邑
）

（
第
一
句
、
第
三
句
、
第
六
句
）
が
竟
に
は
心
の
究
極
の
平
安
を
目
指
す
よ
う
に
、
「
孤

独
」
（
第
八
句
）
と
言
っ
て
も
心
理
情
緒
の
断
面
を
切
開
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
十
字

架
上
で
神
を
求
め
ゐ
キ
リ
ス
ト
の
魂
に
根
を
張
る
。
こ
の
よ
う
に
祈
り
の
空
無
へ
と
聞

か
れ
た
詩
想
に
お
い
て
こ
そ
、
「
噴
泉
が
洞
々
と
湧
き
」
（
第
九
句
以
下
）
、
「
晩
鐘
の
音
」

三
一
　
（
3
1
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

（
第
十
一
句
）
や
「
夜
警
の
声
」
（
第
十
二
句
）
が
反
響
し
、
「
あ
る
息
吹
き
が
（
天
上

へ
と
）
揺
り
動
か
す
」
（
第
十
三
句
）
の
で
あ
り
、
「
月
も
ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き

放
た
れ
」
（
第
十
四
句
以
下
）
、
「
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
」
（
第
十
五
句
）
の
で
あ

る
。
故
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
「
月
」
と
「
夜
」
は
、
日
常
意
識
の
現
実
か

ら
離
れ
反
れ
て
空
想
と
熱
狂
へ
と
天
翔
る
心
情
を
掻
き
立
て
る
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ

地
道
に
眼
前
の
経
験
を
心
の
奥
底
へ
と
深
め
つ
つ
、
次
第
次
第
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
を
志
向
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
、

詩
人
の
置
か
れ
た
近
世
ド
イ
ツ
の
「
乏
し
き
時
代
」
（
第
一
二
二
句
）
と
睨
み
合
っ
て

い
る
。
す
る
と
一
方
に
天
界
ギ
リ
シ
ア
が
輝
き
、
他
方
で
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
圏
が
言

わ
ば
「
悪
の
祖
国
（
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｌ
ｓ
　
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
」
と
し
て
黒
ず
む
。
こ
う
言
っ
た
明
暗

を
一
つ
啓
蒙
十
八
世
紀
前
半
の
教
訓
詩
に
も
見
て
み
よ
う
。

一
九
五
　
恐
ら
く
私
達
の
世
界
は
、
一
粒
の
砂
の
ご
と
く

　
　
　
　
天
空
の
大
海
原
に
漂
う
、
悪
の
祖
国
な
の
だ
／

　
　
　
　
星
辰
は
恐
ら
く
光
明
に
変
容
し
た
諸
霊
の
住
居
で
あ
り
、

　
　
　
　
こ
の
世
で
悪
徳
が
支
配
す
る
よ
う
に
、
か
し
こ
で
は
美
徳
が
君
臨
し
て
い

　
　
　
　
　
　
る
の
だ
。

　
　
　
　
そ
し
て
卓
越
性
少
な
き
、
宇
宙
の
当
地
点
（
た
る
私
達
の
世
界
）
は
（
但

　
　
　
　
　
　
し
）
、

二
〇
〇
　
大
い
な
る
万
有
の
中
で
、
（
何
ら
か
の
）
完
璧
さ
に
役
立
っ
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
(
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
８
９
６
３
.
　
７
３
）

と
、
『
悪
の
根
源
に
つ
い
て
』
（
一
七
三
四
年
）
第
三
書
の
第
一
九
五
句
以
下
で
ハ
ラ
ー

は
、
「
悪
の
祖
国
」
た
る
目
下
の
現
実
が
、
広
い
視
野
に
立
て
ば
「
（
何
ら
か
の
）
完
璧

さ
（
回
目
目
白
・
呂
・
已
に
役
立
っ
て
い
る
）
と
解
し
て
い
る
。
同
様
に
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
で
は
「
乏
し
き
時
代
」
に
あ
る
詩
人
の
祖
国
ド
イ
ツ
が
、
実
は
古
典
ギ
リ
シ
ア



　
三
二
（
3
2
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
こ
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

　
の
聖
火
を
宿
す
「
西
欧
の
果
実
（
Ｆ
ｒ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
）
」
（
第
一
五
〇
句
）
で
あ

　
る
と
掴
み
直
さ
れ
る
。

　
詩
想
は
ハ
ラ
ー
の
場
合
、
啓
蒙
理
性
の
一
般
普
遍
性
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
お
い
て
は
、
歴
史
意
識
の
内
な
る
宇
宙
空
間
を
至
福
の
淵
源
へ
と

遡
求
す
る
。
そ
し
て
悠
久
な
る
彼
方
の
「
星
辰
」
の
世
界
、
づ
ま
り
「
光
明
に
変
容
し

た
諸
霊
の
住
居
（
S
i
ｔ
ｚ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
」
は
、
や
が
て
内
観
に
宿
る
魂
の
古
典

ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
あ
ら
ゆ
る
神
々
の
住
居
」
（
第
五
五
句
）
と
反
響
し
合
う
こ
と

　
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）

　
夜
」
（
第
十
六
句
）
は
、
後
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お
け
る
「
清
澄
な
る
大
気
」

　
（
第
六
四
句
）
、
つ
ま
り
「
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
第
六
五
句
）
と
呼
応
す
る
。

　
第
一
節
の
「
夜
」
に
月
影
が
射
す
よ
う
に
、
光
明
界
ギ
リ
シ
ア
に
は
熾
烈
に
輝
く
神
ア

　
ポ
ロ
ー
ン
の
如
き
太
陽
が
燃
え
る
。
実
際
そ
の
第
五
五
句
以
下
に
お
け
る
讃
歌
燃
焼
の

　
只
中
で
召
喚
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
日
輪
の
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
王
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
を

　
撃
つ
悲
劇
祝
祭
の
時
空
で
あ
り
、
こ
の
悲
雄
の
雄
姿
が
そ
の
娘
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
諸
共

　
に
彷
彿
と
す
る
。
そ
し
て
父
娘
の
心
が
破
局
で
暗
闇
に
覆
わ
れ
る
や
、
こ
の
古
典
悲
劇

　
に
お
け
る
魂
の
夜
へ
と
、
西
欧
近
世
の
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
は
親
和
す
る
に
至
る
。

　
但
し
群
言
の
闇
夜
は
、
そ
の
彼
方
の
「
清
澄
な
る
大
気
か
ら
雷
鳴
と
と
も
に
、
眼
界

を
過
り
突
入
し
て
く
る
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
以
下
）
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

そ
し
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
神
観
に
も
恥
じ
ぬ
「
清
澄
な
る
大
気
」
の
座
ギ
リ
シ
ア
の

象
徴
と
し
て
、
こ
の
「
偉
大
な
る
運
命
」
が
作
品
中
に
象
眼
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
心
意

識
の
昔
今
に
お
け
る
呼
応
関
係
、
つ
ま
り
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
調
和

あ
る
対
立
の
諸
相
は
、
未
だ
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
み
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。

し
か
し
第
一
節
の
「
夜
」
は
少
く
と
も
、
後
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
と
展
開
す

る
詩
想
の
母
胎
と
言
え
る
。
と
に
か
く
再
び
ハ
ラ
ー
に
戻
る
と
、
そ
の
『
悪
の
根
源
に

つ
い
て
』
の
一
節
は
、
カ
ン
ト
の
著
書
『
天
界
の
一
般
自
然
史
と
理
論
』
二
七
五
五
年
）

第
三
部
「
星
辰
の
住
民
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
も
話
題
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
こ
こ

に
も
直
接
第
一
九
七
句
以
下
、
「
星
辰
は
恐
ら
く
光
明
に
変
容
し
た
諸
霊
の
住
居
で
あ
り
、

こ
の
世
で
悪
徳
が
支
配
す
る
よ
う
に
、
か
し
こ
で
は
美
徳
が
君
臨
し
て
い
る
」
と
言
う

所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
ｙ
Ｈ
｛
乱
呂
｝
。
す
な
わ
ち
当
時
十
八
世
紀
啓
蒙
期
は
、
精
緻

な
数
学
秩
序
を
範
型
と
し
て
宇
宙
が
考
察
さ
れ
て
お
り
、
恒
常
な
る
「
星
辰
」
の
形
遣

る
天
界
の
諧
音
（
ぽ
ぼ
ぶ
～
回
忌
が
、
偉
大
な
魂
に
宿
る
「
美
徳
」
と
響
き
合
っ
た
。

　
　
二
つ
の
こ
と
が
心
情
を
恒
に
弥
増
す
新
た
な
驚
嘆
と
畏
敬
の
念
で
み
た
す
。
そ
れ

　
　
は
一
層
と
度
重
ね
心
こ
め
て
思
索
を
め
ぐ
ら
せ
ば
め
ぐ
ら
す
程
そ
う
で
あ
る
。
そ

　
　
の
二
つ
は
、
わ
が
頭
上
に
輝
く
星
辰
の
天
界
と
、
わ
が
内
な
る
道
徳
律
で
あ
る
。

　
　
　
(
Ａ
Ｔ
　
Ｖ
.
　
１
６
１
)

自
ら
の
墓
碑
銘
に
も
刻
ん
だ
『
実
践
理
性
批
判
』
（
一
七
八
八
年
）
の
結
語
で
、
カ
ン

ト
は
啓
蒙
時
代
に
ハ
ラ
ー
も
共
有
し
て
い
た
神
観
を
適
切
に
語
り
出
し
て
い
る
。

　
外
界
で
「
頭
上
に
輝
く
星
辰
の
天
界
」
と
「
わ
が
内
な
る
道
徳
律
」
と
は
、
一
応
こ

の
双
方
が
協
和
し
合
い
、
心
の
内
外
に
広
が
る
諧
調
の
世
界
を
形
造
っ
て
い
る
。
但
し

重
心
は
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
場
合
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
「
わ
が
内
な
る
道
徳
律
」
に

懸
か
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
先
に
引
い
た
『
純
粋
理
性
批
判
』
再
版
の
序
文
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
通
り
、
カ
ン
ト
白
身
は
「
様
々
な
対
象
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
私
達
の
認
識
」

を
優
先
さ
せ
て
お
り
、
外
界
の
客
体
で
な
く
魂
の
内
観
が
中
心
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
内
面
性
豊
か
な
基
調
は
『
旧
約
聖
書
』
に
お
い
て
、
そ
の
『
詩
篇
』
第
八
歌
の
第

三
節
以
下
に
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
私
は
天
空
を
見
よ
う
…
月
影
そ
し
て
星
辰
を
…
人
間
と
は
何
者
な
の

か
・
：
そ
し
て
人
の
子
と
は
…

ま
ず
「
人
間
」
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
天
空
」
や
「
星
辰
」
な
ど
外
界
が
来
る
。
こ
の

点
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
、
「
わ
が
内
な
る
道
徳
律
」
と
向
き
合

っ
て
、
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
」
（
第
十
六
句
）
と
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
と



が
、
言
わ
ば
客
観
的
対
象
な
し
て
彼
方
か
ら
迫
り
来
る
。
従
っ
て
人
間
中
心
の
神
観
は
、

こ
の
場
合
に
不
充
分
と
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
は
、
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ

ず
（
w
ｏ
ｈ
ｌ
　
w
ｅ
ｎ
ｉ
ｇ
　
ｂ
ｅ
ｋ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｔ
　
ｕ
m
　
ｕ
ｎ
ｓ
)
」
と
、
『
パ
ン
と
葡
有
酒
』
第
十
六
句
で
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
　
　
／
ル
ゲ

ら
れ
る
。
確
か
に
詩
句
の
文
字
通
り
配
慮
（
Ｆ
ｒ
～
～
・
～
）
、
或
い
は
憂
慮
（
匹
ｏ
品
・
）

は
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
配
慮
に
対
し
超
然
と
し
て
い
る
か
の
ご
と

き
外
界
の
自
然
も
留
意
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
「
主
観
と
客
観
の
確
執
」
は
保
持
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
客
観
の
側
に
あ
る
の
は
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
」
で
、

こ
れ
は
第
十
七
句
以
下
に
お
い
て
、
「
彼
方
で
光
明
を
放
ち
、
驚
嘆
さ
せ
、
人
間
で
は

異
邦
の
者
と
し
て
、
山
頂
の
上
高
く
、
悲
槍
か
つ
壮
麗
に
立
ち
現
わ
れ
る
」
に
至
る
。

こ
こ
で
夜
は
明
確
に
異
邦
の
者
（
？
～
～
品
Ｆ
）
と
名
指
し
さ
れ
、
後
に
話
題
と
さ

れ
る
異
文
化
圏
ギ
リ
シ
ア
の
予
兆
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
詩
人
の
内
観
に
宿
る
倫

理
意
識
に
対
し
て
は
、
言
わ
ば
他
者
と
し
て
客
観
の
側
か
ら
「
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
」
に

立
ち
現
わ
れ
る
。

　
「
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
」
（
第
十
六
句
）
と
は
微
妙
な
言
い
方
で
、
「
全
く
無
関
心
（
｛
ｏ
ぼ

ド
良
ヰ
～
限
｝
」
（
回
’
冨
～
ふ
品
）
と
訳
し
て
は
不
正
確
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
夜
」
は

本
論
が
再
三
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
お
い
て
然
り
気

な
く
何
時
と
は
な
し
に
深
く
現
実
の
生
に
係
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
実
は
異
国
ギ
リ
シ

ア
の
文
化
も
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
よ
れ
ば
、
そ
う
な
の
で
あ
り
、

殊
に
そ
の
文
化
の
完
成
者
キ
リ
ス
ト
こ
そ
は
西
欧
近
世
と
切
り
離
せ
ぬ
関
係
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
今
日
な
ら
多
く
の
人
が
認
め
、
夥
し
い
数
の
旅
の
巡
礼
が
古
典
文
化
の
地

を
代
表
す
る
ア
テ
ー
ナ
イ
市
の
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
を
訪
れ
た
り
、
様
々
な
古
代
ギ
リ

シ
ア
芸
術
の
遺
物
を
そ
の
市
に
あ
る
国
立
考
古
学
博
物
館
で
鑑
賞
し
た
り
す
る
。
ま
た

直
接
そ
こ
へ
赴
か
な
く
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
の
壷
な
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
古
典
古
代
館
で

十
分
満
喫
で
き
る
し
、
未
だ
破
壊
さ
れ
ざ
る
本
物
の
ギ
リ
シ
ア
風
芸
術
な
ら
、
奈
良
の

薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
如
来
像
な
ど
に
確
か
め
ら
れ
る
。
実
際
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

ギ
リ
シ
ア
精
神
は
浸
透
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
案
外
こ
の
こ
と
は
今
日
で
も
無
反
省
な

三
三
（
3
3
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

意
識
に
は
気
付
か
れ
て
い
な
い
。

　
確
か
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
「
静
か
な
偉
容
」
に
宿
る
典
雅
沈
静
の
美
は
、
「
恐
ら
く

私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
」
と
言
っ
た
所
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
程
ま
で
充
足
し
た
静
謐

に
、
清
澄
な
る
古
典
美
は
安
ら
っ
て
お
り
、
「
あ
た
か
も
寝
入
る
乳
呑
児
の
よ
う
に
、

運
命
（
の
重
圧
）
な
く
、
神
々
は
息
吹
き
、
…
そ
の
至
福
な
る
眼
は
眺
め
る
、
静
か

な
永
遠
の
明
澄
な
輝
き
で
」
と
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
』

二
七
九
九
年
）
で
示
す
神
々
を
想
わ
せ
る
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
.
　
２
６
５
）
。
但
し
古
典
と
西
欧
人
が

言
う
場
合
ギ
リ
シ
ア
は
、
根
底
に
お
い
て
神
々
と
悲
劇
が
表
裏
一
体
と
な
っ
た
神
話
世

界
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
要
石
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
や
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
に
他
な
ら
な
い
。

従
っ
て
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
』
は
、
至
福
な
る
神
々
と
見
事
な
明
暗
を
織

り
成
す
苦
悩
す
る
人
間
(
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
乱
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
を
究
極
に
お
い
て
歌
う
。
そ

の
第
十
六
句
よ
り
第
二
四
句
に
か
け
て
の
終
結
部
に
お
い
て
、
「
だ
が
私
達
に
叶
え
ら

れ
し
は
、
い
ず
こ
に
も
安
ら
わ
ぬ
こ
と
。
消
え
ゆ
き
落
ち
ゆ
く
苦
悩
す
る
人
間
は
、
盲

目
に
或
る
時
よ
り
別
の
（
時
）
　
へ
と
、
谷
川
が
岸
壁
よ
り
、
ま
た
岸
壁
へ
と
投
げ
出
さ

れ
る
ご
と
く
、
幾
年
も
空
漠
の
彼
方
へ
と
（
消
え
ゆ
き
落
ち
ゆ
く
）
。
」
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
.
　
２
６
５
)

と
歌
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
明
ら
か
に
先
師
シ
ラ
ー
の
余
韻
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
基
調
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
な
ら

で
は
の
純
粋
な
抒
惰
性
へ
と
浄
化
さ
れ
て
い
る
。
成
程
シ
ラ
ー
も
『
理
想
と
人
生
』
中

　
　
　
　
　
　
’
　
　
χ
χ
ｓ
ｓ
χ
３
　
　
ｓ
ｓ
ｌ

央
部
に
お
い
て
、
苦
悩
す
る
人
間
と
大
理
石
の
神
像
と
の
双
方
を
巧
に
織
り
合
わ
せ
る
。

七
七
七
八
七
九
八
〇

い
か
な
る
労
苦
を
も
恐
れ
ぬ
真
摯
に
対
し
て
の
み

浴
々
と
真
理
の
深
く
隠
さ
れ
た
泉
が
溢
れ
、

愁
刃
の
重
々
し
い
打
撃
に
の
み
応
え
て
怯
む
の
だ
、

大
理
石
の
粗
い
岩
肌
も
(
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｉ
.
　
３
９
８
)
　
°

（
『
幽
魂
の
国
』
第
一
〇
七
句
以
下
、
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
２
５
０
)

前
述
の
通
り
「
理
想
」
は
シ
ラ
ー
の
場
合
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
影
な
す
「
幽
魂
（
曽
了
は
回
）
」



三
四
（
3
4
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

で
あ
り
、
結
局
は
第
一
四
五
句
（
初
稿
の
第
一
七
五
句
）
以
下
に
言
う
「
現
世
の
重
き

幻
像
」
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
２
５
１
こ
二
よ
呂
）
と
比
べ
れ
ば
、
重
量
感
の
薄
い
泡
の
ご
と
き
存
在

と
映
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
先
に
論
じ
た
知
性
派
シ
ラ
ー
の
基
本
線
が
、
こ
こ
『
理
想
と
人
生
』
に
も
出
て
お
り
、

あ
く
ま
で
人
生
に
深
く
根
を
張
っ
た
鋭
い
知
性
が
、
理
想
の
幽
魂
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
精

神
を
追
求
し
て
い
る
。
こ
の
構
図
は
既
に
話
題
と
し
た
シ
ラ
ー
の
詩
歌
『
友
情
』
終
結

部
（
第
五
八
句
－
第
六
〇
句
）
、
「
よ
し
ん
ば
至
高
の
者
が
無
類
無
比
で
あ
ろ
う
と
も
、

霊
魂
の
国
そ
の
も
の
な
す
玉
杯
よ
り
、
そ
の
者
を
目
指
し
泡
立
ち
の
ぼ
る
Ｉ
無
限
」

に
つ
な
が
り
、
問
題
の
霊
魂
の
国
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ
ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
)
は
理
想
界
で
な
く
、
む
し
ろ
現
世

の
只
中
に
広
が
る
。
一
応
シ
ラ
ー
も
古
典
ギ
リ
シ
ア
を
無
類
無
比
と
認
め
る
も
の
の
、

し
か
し
古
典
造
形
が
客
観
の
側
か
ら
迫
り
来
る
ほ
ど
の
霊
感
を
思
想
抒
情
詩
に
惨
ま
せ

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
故
に
『
理
想
と
人
生
』
に
あ
る
理
想
の
方
は
、
成
程
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
先
駆
に
は
な
り
得
て
も
、
そ
の
理
想
そ
の
も

の
は
実
体
な
き
幽
魂
の
影
に
留
ま
る
。

　
こ
こ
の
所
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
は
『
理
想
と
人
生
』
と
異
な
り
、
理
想

界
ギ
リ
シ
ア
が
至
福
と
ま
で
絶
賛
さ
れ
て
も
、
そ
の
詩
想
が
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
ま
ぬ

よ
う
に
覚
醒
し
沈
深
す
る
思
念
に
宿
る
重
力
(
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｒ
ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
）
が
妨
げ
る
」
と
言
え
、

こ
の
重
力
の
礎
こ
そ
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
の
客
観
性
に
あ
る
。
そ
し
て
当
の
客
観
性
を

生
み
出
す
力
は
、
ヘ
ル
ダ
Ｆ
リ
ン
が
一
七
九
九
年
十
二
月
四
日
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡

で
指
摘
し
た
点
、
「
あ
の
古
代
芸
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た
歩

み
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
V
I
.
　
３
８
０
）
に
見
い
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
瞳
目
す
べ
き
は
、
強
烈
な
霊
感
を

古
典
造
形
か
ら
受
け
て
い
る
詩
人
が
、
同
時
に
鋭
い
知
性
を
も
堅
持
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
シ
ラ
ー
に
は
、
霊
感
溢
れ
る
客
観
造
形
の
あ
り
あ
り
と
し
た
現
前
が
欠

落
し
て
お
り
、
知
性
の
鋭
さ
と
見
合
う
だ
け
の
古
典
美
の
体
験
が
獲
ら
れ
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
再
び
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
六
句
に
戻
る
と
、
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）

夜
は
、
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
」
と
歌
わ
れ
て
も
、
丁
度
ギ
リ
シ
ア
古
典

と
同
じ
く
「
霊
気
溢
れ
る
夜
」
（
第
十
五
句
）
が
、
知
性
の
冷
た
さ
故
に
詩
魂
か
ら
遠

の
く
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
夜
」
は
詩
人
の
魂
と
奥
底
で
つ
な
が
り
、
や
は
り
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
は
「
夜
」
に
お
い
て
根
源
よ
り
霊
感
を
獲
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
霊
感
は
こ
こ
で
も
ギ
リ
シ
ア
精
神
と
通
底
す
る
「
静
か
な
偉
容
」
の
中
に
あ
り
、

目
立
た
ず
然
り
気
な
く
認
め
ら
れ
る
。

な
お
私
は
予
感
し
続
け
て
お
り
、
未
だ
見
い
出
す
こ
と
が
な
い
。
私
か
問
い
尋
ね

よ
う
と
も
、
星
辰
（
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
）
は
黙
し
て
い
る
。
…
　
そ
れ
は
但
し
解
明
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
、
あ
の
偉
大
な
る
神
秘
は
。
そ
し
て
私
に
そ
れ
が
、
生
あ
る
い
は
死

を
与
え
る
の
だ
（
Ｓ
ｔ
Ａ
目
↑
回
）
。

　
　
（
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
断
片
、
一
七
九
四
年
）

シ
ラ
ー
が
主
宰
し
た
雑
誌
『
タ
リ
ー
ア
』
に
、
こ
の
断
片
は
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
文
面

の
語
る
よ
う
に
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
で
も
「
夜
」
の
「
星
辰
は
黙
し
て
」
お
り
、

「
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
」
と
言
っ
た
所
で
あ
る
。
し
か
し
静
か
で
寂
し

い
夜
空
は
神
々
の
ご
と
く
明
澄
な
眼
な
す
星
ま
た
星
の
輝
き
で
詩
魂
に
迫
る
。
こ
う
し

て
「
あ
の
偉
大
な
る
神
秘
」
に
あ
た
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
は
既
に
予
感
（
Ａ
ｈ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
）

さ
れ
て
い
る
。

　
ゲ
ー
テ
対
話
録
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
自
ら
の
内
観
に
生
き
る
偉
大
な
る
見
解
を
シ

ラ
ー
は
、
常
に
自
由
自
在
に
遠
慮
た
め
ら
い
無
く
表
現
す
る
」
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
内
気
で
あ
り
、
む
し
ろ
控
え
目
に
黙
し
心
開
く
こ
と
は
稀
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
青
春
時
代
』
（
一
七
九
五
年
）
に
は
、
こ
う

記
さ
れ
て
い
る
。

君
白
身
を
大
切
に
秘
し
て
お
け
、
若
き
魂
よ
／
　
君
は
こ
の
世
に
属
し
て
い
な
い

の
だ
。
こ
の
現
世
と
あ
ま
り
係
わ
る
な
／
　
…
　
　
　
（
Ｓ
ｔ
Ａ
日
に
呂
）



通
例
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
像
が
ロ
マ
ン
派
風
の
遁
世
観
へ
と
傾
く
の
も
、
こ
の
様
な
内
向
的

な
詩
人
の
姿
に
由
来
し
て
お
り
、
実
は
こ
ち
ら
の
方
が
素
直
な
心
根
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
場
合
は
、
そ
の
第
一
句
か
ら
詩
想
の
展
開
を
考

察
し
た
結
果
、
む
し
ろ
意
外
な
こ
と
に
日
常
の
現
実
に
対
し
聞
か
れ
た
詩
魂
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
。

　
も
し
本
論
で
考
察
さ
れ
た
稀
有
な
詩
想
が
萌
え
な
か
っ
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
歌
わ

れ
方
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
？
　
と
問
う
な
ら
ば
、
恐
ら
く
一
つ
の
解
答
が
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
に
捧
げ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
詩
歌
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
（
一
七
九
六
年
）
に
見
い
出
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
当
作
品
も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
同
様
に
「
聖
な
る
夜
(
h
e
i
l
'
ｇ
ｅ

Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
」
を
契
機
と
し
て
歌
わ
れ
る
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
V
I
I
.
　
Ｉ
.
　
２
３
５
）
°

　
七
八
　
か
く
て
密
儀
で
聖
化
さ
れ
し
者
が
自
ら
に
禁
ぜ
し
こ
と
は
、
或
る
賢
明
な
る

　
七
九
　
掟
が
精
神
の
貧
困
な
者
ど
も
に
禁
ぜ
し
こ
と
。
そ
れ
は
告
げ
知
ら
せ
て
は
な

　
　
　
　
　
　
ら
ぬ
と
言
う
こ
と
、

　
八
〇
　
密
儀
の
聖
な
る
夜
に
見
聞
し
感
得
せ
し
こ
と
を
Ｉ

こ
こ
で
秘
儀
の
聖
夜
は
現
世
の
日
常
に
対
し
閉
じ
ら
れ
て
お
り
、
世
間
離
れ
し
た
高
邁

な
精
神
の
飛
翔
が
基
調
を
な
し
、
こ
れ
が
夜
の
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
祝
祭
に
君
臨
す
る
豊
穣

の
如
楸
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
の
「
啓
示
」
お
よ
び
「
霊
感
」
へ
の
導
き
手
と
な
る
。

四
三
四
四
四
五
四
六
四
七

あ
あ
／
　
今
や
汝
の
至
聖
所
の
門
が
、
お
の
ず
か
ら
突
如
開
く
な
ら
ば
、

お
お
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
、
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
王
座
に
宮
居
す
女
神
よ
／

霊
感
（
Ｆ
Ｉ
茫
～
品
）
に
陶
然
と
し
て
、
私
は
今
や
感
ず
る
で
あ
ろ
う
、

汝
の
真
近
ゆ
え
戦
慄
を
、

そ
し
て
汝
の
啓
示
（
ｏ
回
目
斗
～
品
～
）
を
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
Ｉ
.
　
２
３
４
）

三
五
（
3
5
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

ヘ
ー
ゲ
ル
も
言
葉
の
上
で
は
霊
感
と
言
う
。
但
し
哲
学
者
に
は
当
の
霊
感
に
内
実
を
与

え
る
心
情
の
動
き
を
叙
述
す
る
才
が
な
く
、
結
局
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
知
識
が
活
用
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
典
拠
は
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
讃
歌
』
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
神
々
へ
の
讃
歌
に
収
め
ら
れ
た

『
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
ヘ
の
讃
歌
』
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
そ
の
終
結
近
く
の
第
四
七
〇

句
以
下
が
重
要
で
、
こ
こ
に
は
ト
リ
プ
ト
レ
モ
ス
達
に
聖
な
る
密
儀
を
伝
授
す
る
女
神

デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
畏
怖
す
べ
き
斜
影
ス
ミ
色
」
は

門
外
不
出
と
の
旨
が
第
四
七
八
句
以
下
で
語
ら
れ
た
後
、
「
至
福
な
る
か
な
、
現
世
に

も
住
む
人
間
た
ち
の
中
で
、
こ
の
こ
と
を
見
し
者
は
。
他
方
こ
の
神
事
へ
の
参
入
を
許

さ
れ
ず
、
秘
儀
に
与
か
ら
ぬ
者
が
死
後
に
冥
界
の
湿
原
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
回
り

令
っ
幸
運
を
得
る
こ
と
は
決
し
て
な
し
。
」
（
第
四
八
〇
句
－
第
四
八
二
句
）
と
あ
る
（
Ｔ
Ｂ

↑
９
７
０
.
　
　
３
２
）
。
こ
の
箇
所
を
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
訳
者
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
の
兄
は
、
「
至

福
な
る
か
な
、
こ
の
よ
う
に
聖
な
る
も
の
へ
と
観
入
す
る
者
は
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
　
i
ｓ
ｔ
｡
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｏ

ｉ
ｎ
'
ｓ
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
邑
（
8
9
）
」
と
、
一
七
八
二
牟
に
訳
し
て
い
る
。
当
時
シ
ラ
ー
た
ち
が

『
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
ヘ
の
讃
歌
』
に
触
れ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
こ
の
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク

訳
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
翻
訳
も
原
典
も
要
点
は
変
わ
ら
ず
、
見
神
が
至
福
の
礎
と
な

っ
て
い
る
。

　
「
至
福
な
る
か
な
、
心
の
清
き
者
た
ち
は
。
そ
の
者
た
ち
は
神
を
見
る
で
あ
ろ
う
か

ら
。
」
と
、
『
マ
タ
イ
福
音
書
』
第
五
章
の
第
八
節
に
イ
エ
ス
の
言
葉
が
あ
る
。
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
は
「
清
澄
な
る
大
気
」
が
、
そ
の
第
一
節

で
は
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
」
が
、
こ
の
よ
う
な
清
き
心
と
響
き
合
い
協

和
し
て
、
正
に
霊
感
の
源
を
な
し
て
い
る
。
他
方
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
に

は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
詩
歌
象
徴
が
欠
け
て
お
り
、
そ
の
か
わ
り
に
概
念
が
表
立
っ
て

き
て
い
る
。
し
か
も
当
の
概
念
も
大
体
が
『
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
ヘ
の
讃
歌
』
を
下
敷
き

に
し
て
お
り
、
例
え
ば
讃
歌
の
第
四
七
八
句
以
下
を
踏
ま
え
、
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
第

七
九
句
以
下
で
は
、
「
密
儀
の
聖
な
る
夜
に
見
聞
し
感
得
せ
し
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
て

は
な
ら
ぬ
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
見
聞
し
感
得
せ
し
こ
と
」
そ
れ
自
体
は
、



三
六
（
3
6
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
こ
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

何
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
像
を
始
め
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
場
合
は
至
福
へ
と
つ
な
が
る
何
ら
か
の
見
神
の
体
験

が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
上
で
「
君
自
身
を
大
切
に
秘
し
て
お
け
、
若

き
魂
よ
／
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
根
底
に
お
い
て
哲
学
者
で
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
に
、
生
粋
の
詩
人
で
あ
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

が
果
し
た
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
し
か
し
少
く
と
も
魂
が
こ
も
っ
て
い
な
く
と
も
、

そ
の
詩
歌
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
に
見
る
べ
き
も
の
は
あ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
第
一
節
で
歌
わ
れ
た
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
」
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル

も
念
頭
に
置
き
、
高
次
の
霊
感
へ
と
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

一

一

ｌ．一七

三
〇
三
一
三
二
三
三
三
四
三
五
三
六

わ
が
眼
指
は
高
く
、
永
遠
な
る
天
蓋
を
仰
ぎ
、

汝
を
見
遣
る
、
お
お
夜
に
輝
く
星
辰
よ
／

心
意
は
直
観
の
中
で
没
我
へ
と
至
り
、

わ
が
も
の
と
呼
び
し
も
の
消
え
去
り
、

私
は
不
可
測
の
彼
方
へ
と
身
を
委
ね
。

こ
の
中
に
我
在
り
、
我
は
一
切
で
正
に
万
有
な
の
だ
。

再
び
我
に
帰
る
と
疎
遠
で
、

わ
が
思
考
は
無
限
を
前
に
し
て
、
恐
怖
を
抱
き
、
驚
嘆
し
て
。

こ
の
直
観
の
深
み
を
掴
み
得
ず
。
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
I
.
　
２
３
４
）

後
に
『
精
神
現
象
学
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
知
性
の
観
点
か

ら
批
判
し
、
む
し
ろ
直
観
よ
り
も
思
考
を
重
ん
じ
る
。
す
る
と
没
我
な
ど
と
言
う
自
意

識
の
消
滅
は
軽
く
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
逆
に
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
執
筆
の
一
七
九
六
年
に
は
、
前
述
の
『
ド
イ
ツ

観
念
論
体
系
草
稿
』
に
も
見
ら
れ
た
通
り
、
「
哲
学
者
は
正
に
詩
人
と
同
様
、
美
を
掴

む
力
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
自
覚
の
下
に
、
敢
て
「
直
観
の
深
み
（
Ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｎ
ｓ

T
i
e
邑
」
を
高
唱
す
る
に
至
る
。
こ
う
し
て
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
も
、
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ

オ
ン
』
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）
で
中
心
に
く
る
「
霊
感
の
全
能
」
に
和
す
る
こ
と
に

な
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
記
し
て
い
る
。

渾
然
一
体
と
し
た
霊
感
の
全
能
に
比
べ
れ
ば
、
い
か
な
る
熱
意
あ
る
人
の
勤
勉
も

実
際
何
と
無
力
な
こ
と
か
（
Ｓ
ｔ
Ａ
目
に
）
。

同
様
に
ヘ
ー
ゲ
ル
も
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
に
お
い
て
、
「
筆
舌
尽
く
し
難
い
感
情
の
深

み
（
の
・
～
Ｆ
ｊ
訃
）
」
（
第
六
八
句
）
を
優
先
さ
せ
、
「
研
究
者
の
好
奇
心
は
無
駄
に

探
究
す
る
」
（
第
五
七
句
以
下
）
と
述
べ
、
探
究
の
意
味
を
低
次
に
置
い
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
「
知
恵
を
物
に
す
る
た
め
に
、
探
究
者
が
言
葉
を
穿
愁
す
る
」
（
第
六
〇
句
）

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｉ
.
　
２
３
４
ｆ
.
)
　
°

　
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
第
五
九
句
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
探
究
者
が
知
恵
を
（
既
存
の
も
の

と
し
て
）
所
有
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
第
一
巻
に
言

う
、
「
既
存
の
事
柄
に
限
ら
れ
た
目
先
の
認
識
」
に
拘
泥
す
る
分
別
知
の
次
元
で
あ
る
。

分
別
知
（
だ
ａ
に
乱
）
は
精
神
美
(
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
ｓ
ｃ
ｈ
Ｏ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
を
欠
け
ば
、
如
才
な

い
徒
弟
の
よ
う
に
、
親
方
の
至
上
命
令
に
従
い
、
粗
材
か
ら
垣
を
組
み
、
組
み
立

て
た
柵
を
釘
で
留
め
、
親
方
が
手
懸
け
る
庭
園
の
枠
を
囲
う
だ
け
な
の
だ
。
…

単
な
る
分
別
知
か
ら
は
、
い
か
な
る
哲
学
も
誕
生
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
知
恵
を

探
究
す
る
哲
学
は
、
既
存
の
事
柄
に
限
ら
れ
た
目
先
の
認
識
を
越
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
（
叩
卜
目
沼
）
。

そ
れ
な
ら
ば
分
別
知
の
踏
み
こ
め
ぬ
精
神
美
の
領
域
は
何
に
よ
り
開
か
れ
る
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
χ

と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
神
々
し
き
存
在
（
曽
～
）
　
の
詩
作
」
か
ら
溢
れ
る
霊
感

に
よ
っ
て
で
あ
る
と
、
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
の
著
者
は
答
え
る
。
「
あ
た
か
も
大
神
ゼ

ウ
ス
の
頭
か
ら
処
女
神
ア
テ
ー
ネ
ー
が
誕
生
し
た
よ
う
に
、
知
恵
を
探
究
す
る
哲
学
は
、



無
限
に
し
て
神
々
し
き
存
在
の
詩
作
（
回
・
耳
～
ぬ
）
　
か
ら
沸
き
出
る
。
…
霊
感

（
Ｆ
Ｉ
茫
～
品
）
　
の
時
に
の
み
万
有
が
最
も
親
密
に
協
和
す
る
事
実
を
経
験
し
な
い

人
は
、
懐
疑
を
抱
く
哲
学
者
に
さ
え
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
」
（
叩
卜
目
曽
）

　
少
く
と
も
第
一
巻
に
限
れ
ば
、
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
に
は
、
や
た
ら
甘
美
な
霊
感

が
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
と
あ
い
ま
っ
て
表
立
ち
、
ま
る
で
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」

よ
う
な
感
を
抱
か
せ
る
。
と
こ
ろ
が
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」
に
至

る
第
二
巻
（
一
七
九
九
年
）
で
は
、
神
々
し
き
処
女
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
の
死
を
め
ぐ
り

悲
劇
が
展
開
さ
れ
、
す
で
に
見
た
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
』
終
結
部
の
ご
と

く
、
そ
こ
で
「
苦
悩
す
る
人
間
は
、
盲
目
に
…
空
漠
の
彼
方
へ
と
消
え
ゆ
き
落
ち
ゆ
く
」

こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
前
述
の
『
形
而
上
学
入
門
』
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
説
い
た
「
か

の
ギ
リ
シ
ア
風
現
存
の
姿
」
が
浮
か
び
上
が
り
、
あ
の
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
や
そ
の

娘
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
に
具
現
さ
れ
た
よ
う
な
激
情
こ
そ
が
「
知
（
W
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
）
と
学
問

「
W
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
包
」
の
源
と
な
る
。
こ
の
点
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
は
後
の

『
精
神
現
象
学
』
と
一
体
化
し
て
考
察
さ
れ
る
時
、
そ
の
意
味
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り

一
重
に
知
性
本
位
な
ら
ぬ
哲
学
者
の
心
情
が
、
こ
の
詩
歌
で
は
他
な
ら
ぬ
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
に
向
け
て
吐
露
さ
れ
て
お
り
、
結
局
シ
ェ
リ
ン
グ
批
判
も
根
元
は
自
己
省
察
の
増
蝸

の
中
に
あ
る
と
解
か
る
か
ら
で
あ
る
。

　
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
場
合
は
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」
に
至
る

悲
劇
が
、
酒
々
た
る
抒
情
の
調
べ
の
只
中
に
開
か
れ
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
「
偉

大
な
る
運
命
が
轟
く
」
と
言
え
る
。
他
方
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
精
神
現
象
学
』
に
お
い
て
哲

学
者
に
徹
し
、
敢
て
「
精
神
が
絶
対
的
分
裂
の
中
に
自
己
自
身
を
見
い
出
す
こ
と
に
よ

り
、
始
め
て
精
神
は
自
ら
の
真
理
を
獲
得
す
る
。
」
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
て
哲
学
者

が
シ
ェ
リ
ン
グ
批
判
の
礎
を
固
め
、
「
あ
た
か
も
鉄
砲
玉
の
よ
う
に
、
絶
対
知
か
ら
無

媒
介
直
接
に
始
ま
る
霊
感
」
を
槍
玉
に
あ
げ
た
点
は
既
に
見
た
。
こ
の
場
合
に
但
し
注

意
す
べ
き
は
、
分
別
知
に
基
礎
を
持
つ
哲
学
が
凱
戦
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
な

れ
ば
詩
作
の
霊
感
は
結
局
の
と
こ
ろ
軽
く
見
下
さ
れ
る
。
そ
こ
で
再
び
知
性
本
位
の
自

意
識
を
、
シ
ラ
ー
が
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
で
為
し
た
よ
う
に
、
改
め
て
感
性
の

三
七
（
3
7
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

側
か
ら
吟
味
し
直
す
こ
と
も
で
き
る
。
す
る
と
次
の
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
第
三
七
句
以

下
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
張
に
も
一
理
あ
る
こ
と
に
な
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
　
I
.
　
２
３
４
）
。

三
七
三
八
三
九
四
〇

心
意
に
空
想
（
ぶ
回
Ｅ
邑
は
ノ
水
遠
を
近
付
け
、

そ
れ
を
形
象
（
Ｐ
ａ
Ξ
と
結
婚
せ
し
め
る
。
よ
く
ぞ
汝
ら
、

崇
高
な
神
霊
た
ち
、
気
高
き
幽
魂
た
ち
よ
、

汝
ら
の
額
か
ら
は
完
全
性
が
輝
き
出
る
の
だ
／

幽
魂
（
汐
回
μ
～
）
は
、
シ
ラ
ー
の
『
幽
魂
の
国
』
（
一
七
九
五
年
）
の
場
合
と
同
じ
く
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
第
四
〇
句
に

完
全
性
（
ご
目
乱
～
叫
）
と
い
う
古
典
造
形
の
特
色
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
ず
は
神
像
の
姿

が
想
い
浮
か
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
『
芸
術
家
』
に
お
け
る
シ
ラ
ー
の
言
葉
を
用
い

れ
ば
、
「
至
高
美
の
輝
く
王
座
」
（
第
四
六
〇
句
）
に
、
こ
の
よ
う
な
「
至
福
な
完
成
（
匹
ぞ

了
目
乱
～
ｘ
）
」
（
第
二
九
二
句
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
目
指
し
て
「
学
問
は
、
美
へ
と
円

熟
し
、
芸
術
作
品
へ
と
高
貴
化
さ
れ
る
」
（
第
四
〇
四
句
以
下
）
の
で
あ
る
（
Ｎ
Ａ
　
1
.

２
０
９
／
２
１
２
ｆ
.
）
　
°

　
つ
い
に
哲
学
も
芸
術
作
品
に
な
る
な
ら
ば
、
思
考
の
軌
跡
を
辿
る
散
文
は
否
定
さ
れ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
哲
学
の
危
機
を
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
芸
術
哲
学
』
（
一
八
〇
二
年
）

な
ど
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
鋭
く
読
み
取
る
。
確
か
に
前
述
の
『
先
験
的
観
念
論
体
系
』

二
八
〇
〇
年
）
第
六
部
の
第
三
章
で
「
全
哲
学
体
系
へ
の
芸
術
の
関
係
」
を
説
く
シ

ェ
リ
ン
グ
の
叙
述
を
詳
し
く
見
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
肯
け
る
。
そ
こ
に
は
『
精
神
現
象

学
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
打
倒
せ
ん
と
努
め
る
「
絶
対
的
同
一
」
を
め
ぐ
り
、
芸
術
の
叡
知

直
観
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
遍
く
認
め
ら
れ
、
い
か
な
る
仕
方
に
お
い
て
も
否

定
し
去
り
難
い
、
こ
の
叡
知
直
観
（
ぽ
匹
９
Ｅ
・
庁
卜
品
・
回
目
品
）
　
の
客
観
化
が
、

芸
術
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
美
の
直
観
(
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｇ
)

が
正
に
、
客
観
化
さ
れ
た
叡
知
直
観
な
の
で
あ
る
か
ら
。
：
こ
」
の
よ
う
な
直
観
が
全

哲
学
知
の
機
関
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
直
観
は
、
感
覚
で
は
な
く
、
叡
知
に
属
し
、
客
観



一
致
す
る
と
見
ら
れ
る
。
一
応
シ
ェ
リ
ン
グ
も
、
「
こ
の
よ
う
な
叡
知
直
観
が
全
哲
学

知
の
機
関
で
あ
る
」
と
、
『
先
験
的
観
念
論
体
系
』
で
語
り
、
こ
こ
に
「
そ
れ
自
身
は

三
八
（
3
8
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
こ
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

を
も
主
観
を
も
対
象
と
せ
ず
、
そ
れ
自
身
は
主
観
と
も
客
観
と
も
な
ら
な
い
絶
対
的
同

一
　
(
ｄ
ａ
ｓ
　
ａ
ｂ
ｓ
o
l
ｕ
ｔ
　
Ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
)
を
対
象
と
し
、
こ
の
純
粋
な
る
内
観
そ
の
も
の
は
、

自
己
反
省
し
て
自
ら
を
対
象
化
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
シ
ェ
リ
ン
グ
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
共
に
『
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
草
稿
』
を
起
草
し
、

こ
の
詩
人
の
内
観
に
生
き
る
古
典
造
形
に
目
を
見
張
っ
た
俊
才
で
あ
る
。
従
っ
て
「
客

観
化
さ
れ
た
叡
知
直
観
」
と
し
て
「
美
の
直
観
」
を
語
る
時
、
ま
ず
は
古
典
ギ
リ
シ
ア

芸
術
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
叙
述
が
哲
学
の
一
般
論
で
展
開
さ
れ

る
の
で
、
こ
の
学
術
の
散
文
に
は
本
来
問
わ
れ
て
い
る
詩
歌
芸
術
の
古
里
ギ
リ
シ
ア
が

一
向
に
現
象
し
て
こ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
弱
点
を
、
『
ド
イ
ツ
哲

学
・
宗
教
史
考
』
（
一
八
三
四
年
）
で
ハ
イ
ネ
は
巧
み
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
即
ち
シ

ェ
リ
ン
グ
氏
は
こ
ん
な
種
類
の
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
然
が
創
作
能
力
よ
り
も
、
む
し

ろ
詩
歌
に
対
す
る
嗜
好
を
恵
ん
だ
人
で
、
こ
う
い
う
人
は
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
頂
に
住
む
詩

歌
女
神
ム
ー
サ
達
を
満
足
さ
せ
ら
れ
ず
に
、
哲
学
の
森
林
地
帯
へ
と
逃
げ
こ
み
、
こ
こ

で
抽
象
を
事
と
す
る
樹
木
の
妖
精
だ
ち
と
婚
姻
を
結
び
、
こ
の
上
な
く
不
毛
な
結
婚
生

活
を
送
る
。
こ
う
し
た
種
類
の
人
の
感
情
に
は
詩
興
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
伝
え

る
道
具
で
あ
る
言
葉
に
は
力
が
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
格
闘
し
て
、
自
ら
の
思
想
や

認
識
を
伝
え
る
力
を
も
っ
た
芸
術
形
式
（
回
品
は
ｏ
～
）
を
求
め
る
が
、
徒
労
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
単
な
る
哲
学
者
で
、
そ
の
力
量
は
弁
証
力
に
あ
り
、
そ
の
強
味
は
論

証
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
は
心
も
と
な
い
。
氏
は
む
し
ろ
直
観

の
中
に
生
き
ヽ
論
理
学
の
寒
き
高
所
で
は
疎
外
感
を
抱
く
。
」
（
第
三
書
）
（
9
0
）

　
ハ
イ
ネ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
学
徒
な
の
で
、
『
精
神
現
象
学
』
の
著
者
と
同
じ
く
、
あ
く
ま

で
単
な
る
哲
学
者
（
ｎ
ｕ
ｒ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
）
　
に
踏
み
留
ま
る
の
を
利
点
と
し
て
い
る
。
こ

れ
が
『
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
草
稿
』
や
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
の
主
旨
、
つ
ま
り
精
神

哲
学
は
美
の
哲
学
會
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
邑
た
る
べ
し
と
の
考
え
に
対
立
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
結
局
ヘ
ー
ゲ
ル
は
旧
友
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
達
と
の
絆
を
断
ち
、

散
文
の
哲
学
者
フ
イ
ヒ
テ
ヘ
と
歩
み
寄
り
、
自
ら
敢
て
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
で
表
明
し

だ
夢
を
捨
て
る
。
一
応
カ
ン
ト
以
降
の
哲
学
史
に
お
い
て
、
『
精
神
現
象
学
』
の
著
者

が
正
統
派
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
ハ
イ
ネ
が
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
に
下
し

た
裁
定
も
、
そ
れ
な
り
に
有
効
性
を
も
つ
。
だ
が
翻
っ
て
芸
術
家
の
形
而
上
学
に
も
重

き
を
置
く
と
、
恐
ら
く
ゲ
ー
テ
が
一
七
九
八
年
六
月
二
一
日
付
フ
ォ
ー
ク
ト
宛
書
簡
で

出
し
た
線
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

敢
て
貴
殿
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
書
『
世
界
霊
に
つ
い
て
』
（
一
七
九
八
年
）
を
献

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
本
に
は
大
変
に
見
事
な
見
解
が
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
が
、
し
か
し
た
だ
一
層
と
心
を
こ
め
て
望
む
ら
く
は
、
著
者
が
経
験

（
甲
詐
可
～
ぬ
）
の
裏
付
け
を
得
て
詳
細
に
記
述
し
、
一
層
よ
り
解
か
ら
せ
る
と
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
（
9
1
)
ｏ

成
程
こ
こ
で
経
験
と
言
わ
れ
て
い
る
内
容
を
平
た
く
取
れ
ば
、
こ
れ
は
哲
学
者
が
探
究

す
る
理
念
で
な
く
日
頃
誰
に
で
も
あ
る
様
々
な
経
験
と
解
せ
る
。
し
か
し
厳
密
に
詩
人

ゲ
ー
テ
が
経
験
し
た
内
実
を
突
き
つ
め
て
ゆ
く
と
、
例
の
『
幸
運
な
出
来
事
』
で
シ
ラ

ー
が
鋭
く
見
抜
い
た
よ
う
に
、
「
そ
れ
は
経
験
で
な
く
、
理
念
回
邑
な
の
で
す
」

會
ｙ
Ｍ
ふ
合
）
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
ま
り
経
験
と
理
念
は
表
裏
一
体
を
な
し
て
お
り
、
丁
度
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
の
巨

匠
二
人
が
形
造
る
調
和
あ
る
対
立
を
想
わ
し
め
る
。
勿
論
こ
れ
は
『
色
彩
論
』
（
一
八

一
〇
年
）
で
ゲ
ー
テ
が
眼
目
と
す
る
「
根
源
現
象
（
回
答
ぽ
白
～
）
」

（
筑
二
七
四
節
、

主
観
と
も
客
観
と
も
な
ら
な
い
絶
対
的
同
一
」
を
認
め
て
い
た
。
但
し
当
の
理
念
か
つ

経
験
た
る
べ
き
直
観
そ
の
も
の
が
、
す
な
わ
ち
ハ
イ
ネ
に
言
わ
せ
れ
ば
芸
術
形
式
が
、

シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
に
は
欠
け
て
い
る
。
こ
の
点
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
一
節
「
夜
」
で
は
、
根
源
現
象
と
言
え
る
詩
人
の
純
粋
な
内
観
が
奥
に
控
え
、
ゲ
ー

テ
が
求
め
る
経
験
、
そ
れ
に
シ
ラ
ー
が
問
う
理
念
を
話
題
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ち

H
Ａ
　
X
I
I
I
.
　
３
６
７
)
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
現
象
の
根
源
に
お
い
て
は
理
念
が
経
験
に



な
み
に
純
粋
な
内
観
は
、
一
方
で
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
満
喫
さ
せ
た
無
限
の
憧

憬
を
内
包
し
、
他
方
で
明
澄
な
古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
通
じ
る
造
形
力
を
有
し
て
い
る
。

　
ま
ず
ロ
マ
ン
派
に
特
有
な
無
限
の
憧
憬
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
一
節
は
一
種
の
「
夜
の
讃
歌
」
と
し
て
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
説
く
ロ
マ
ン
化

（
智
Ｅ
耳
否
戻
～
）
を
実
践
し
た
成
果
と
な
る
。
そ
の
一
七
九
八
年
の
『
断
章
』
に
は
、

こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
「
世
界
は
ロ
マ
ン
化
さ
れ
る
必
然
に
あ
る
。
か
く
し
て
根
源

の
意
味
(
ｕ
ｒ
ｓ
ｐ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
）
が
再
び
見
い
出
さ
れ
る
。
ロ
マ
ン
化
と
は
質
的
累

乗
で
高
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
…
私
か
俗
な
も
の
に
崇
高
な
意
味
を
、
日
常
に

対
し
神
秘
に
み
ち
た
外
観
を
、
既
知
の
も
の
に
未
知
の
尊
厳
を
、
有
限
な
も
の
に
無
限

の
陰
影
（
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
を
与
え
る
な
ら
、
こ
う
し
て
私
は
ロ
マ
ン
化
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ

い
る
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
理
論
を
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
提
示
す
る
。
そ
し
て

実
践
の
場
は
『
夜
の
讃
歌
』
（
公
刊
一
八
〇
〇
年
夏
八
月
）
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
こ
の

先
例
を
踏
ま
え
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
が
一
八
〇
〇
年
秋
に
歌
い
始
め

ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
か
か
わ
り
は
主
に
第
一
節
の
中
央
部
（
第
九
句
―
第
十
二
句
）

で
す
で
に
考
察
し
た
通
り
、
そ
も
そ
も
日
常
の
現
実
に
あ
る
「
俗
な
も
の
に
崇
高
な
意

味
を
与
え
る
」
こ
と
に
お
い
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
を
凌
い
だ
点
が
重

要
で
あ
る
。

　
さ
て
目
下
話
題
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
四
句
以
下
と
の
関
連
で
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ

ス
の
『
夜
の
讃
歌
』
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
一
の
讃
歌
で
「
夜
の
太
陽
（
い
ｏ
～
・

活
「
が
・
耳
」
」
と
呼
ば
れ
る
「
恋
人
」
、
つ
ま
り
夭
折
し
た
無
垢
の
処
女
ゾ
フ
ィ
ー
が

興
味
深
い
。
こ
の
夜
の
太
陽
ゾ
フ
ィ
ー
を
め
ぐ
り
讃
歌
の
詩
想
は
展
開
し
、
こ
の
言
わ

ば
永
遠
の
女
性
の
現
世
に
お
け
る
死
と
、
詩
人
の
魂
に
お
け
る
再
生
と
が
、
救
世
主
キ

リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活
に
重
ね
合
わ
さ
れ
、
こ
こ
に
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
全
哲
学
知
の

機
関
」
と
呼
ん
だ
「
客
観
化
さ
れ
た
叡
知
直
観
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
死
を
通
し
て
詩
魂
に
永
遠
化
さ
れ
た
恋
人
ゾ
フ
ィ
ー
に
お
い
て
、
『
夜
の
讃
歌
』
の

作
者
が
「
そ
れ
自
身
は
主
観
と
も
客
観
と
も
な
ら
な
い
絶
対
的
同
一
」
を
確
信
し
て
い

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
で
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
概
念
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と

三
九
（
3
9
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

の
絆
で
あ
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
を
捨
象
し
、
新
た
に
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
特
有
の
ロ
マ
ン

化
の
意
味
で
掴
み
直
さ
れ
る
（
ｚ
ご
・
呂
）
。

　
す
な
わ
ち
『
実
践
理
性
批
判
』
の
結
語
で
カ
ン
ト
が
対
置
し
た
心
の
外
と
内
、
「
わ

が
頭
上
に
輝
く
星
辰
の
天
界
と
、
わ
が
内
な
る
道
徳
律
」
の
う
ち
、
ロ
マ
ン
派
の
『
夜

の
讃
歌
』
の
場
合
は
専
ら
後
者
に
重
心
が
懸
か
る
。
な
ぜ
な
ら
第
一
の
讃
歌
が
、
「
か

の
輝
く
星
辰
（
叩
・
～
・
）
よ
り
も
神
々
し
く
私
達
に
思
わ
れ
る
の
は
、
夜
が
私
達
の
心

に
開
い
た
無
限
の
眼
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
ａ
ｈ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｕ
ｇ
ｅ
ｎ
）
な
の
だ
。
」
と
述
べ
、
星
辰
に
輝

　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

く
夜
よ
り
も
魂
の
内
面
を
優
先
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
「
詩
歌
は
、
真
正
で

絶
対
の
現
実
（
ｄ
ａ
ｓ
　
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ａ
ｂ
ｓ
o
l
ｕ
ｔ
　
Ｒ
ｅ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
私
の
哲
学
の
核
心

な
の
だ
。
」
（
Ｎ
Ｓ
　
Ｉ
Ｉ
.
　
４
１
ご
と
、
一
七
九
八
年
の
『
断
章
』
で
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
語
る
時
、

や
が
て
夜
の
太
陽
と
し
て
讃
歌
の
焦
点
に
据
え
ら
れ
る
恋
人
ゾ
フ
ィ
ー
に
具
現
さ
れ
る

「
真
正
で
絶
対
の
現
実
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
万
事
は
唯
一

に
し
て
絶
対
の
根
源
よ
り
照
ら
し
出
さ
れ
る
。

　
ロ
マ
ン
化
と
『
断
章
』
で
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
語
る
時
、
そ
の
意
味
す
る
所
は
根
源
よ

り
光
明
を
獲
る
こ
と
で
あ
り
、
故
に
「
神
聖
に
し
て
筆
舌
尽
く
し
難
い
神
秘
な
夜

(
ｅ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｎ
ｉ
ｓ
ｖ
ｏ
Ｕ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｃ
邑
）
（
『
第
一
の
讃
歌
』
、
Ｎ
Ｓ
　
I
.
　
５
５
)
は
奥
深
い
意
識
の
底
に

広
が
る
。
こ
の
奥
底
に
分
別
知
の
踏
み
こ
め
ぬ
神
秘
が
隠
れ
、
こ
う
し
た
秘
蔵
の
荘
厳

へ
は
高
次
な
叡
知
直
観
や
霊
感
の
み
が
達
す
る
。
先
に
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
で
ヘ
ー
ゲ

ル
が
歌
お
う
と
し
、
そ
の
後
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
弁
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
言
わ
ば
密
儀
風

の
純
粋
な
る
内
観
(
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｇ
）
が
、
つ
い
に
『
夜
の
讃
歌
』
に
至
り
芸

術
形
式
へ
と
高
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
第
三
〇
句
以
下
の

内
容
、
つ
ま
り
「
心
意
は
直
観
の
中
で
没
我
へ
と
至
り
、
わ
が
も
の
と
呼
び
し
も
の
消

え
去
り
、
私
は
不
可
測
の
彼
方
へ
と
身
を
委
ね
、
こ
の
中
に
我
在
り
、
我
は
一
切
で
正

に
万
有
な
の
だ
。
」
と
ヘ
ー
ゲ
ル
が
述
べ
た
こ
と
は
、
稀
有
な
詩
魂
に
よ
る
ロ
マ
ン
化

に
よ
り
歌
心
あ
る
言
語
芸
術
へ
と
円
熟
し
て
い
る
。

　
『
夜
の
讃
歌
』
と
同
じ
く
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
も
、
根
源
に
お
い
て
「
夜
」

は
隠
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
」
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア



で
柔
和
な
古
代
ギ
リ
シ
ア
精
神
に
対
し
、
近
代
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
唯
一
神
は
「
神
聖

な
る
野
変
人
」
（
第
一
一
四
句
）
と
し
て
反
目
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
対
立
の
淵
源
は
、

の
で
あ
る
か
ら
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の
よ
う
な
客
観
と
主
観
と
の
確
執
は
生

四
〇
（
4
0
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

芸
術
に
通
じ
る
面
を
併
せ
も
ち
、
日
常
の
分
別
知
に
対
し
て
正
に
隠
れ
て
働
き

で
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
w
i
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
)
か
け
て
お
り
、
心
の
奥
の
純
粋
な
る
内
観
は
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』

や
『
夜
の
讃
歌
』
ほ
ど
深
い
神
秘
に
埋
も
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
た
か
も
古
典

芸
術
の
至
宝
が
今
日
の
考
古
学
者
に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
そ
の
真
価
が
博
物
館
で
万
人
の

目
に
関

り
気
な

か
れ
る
よ
う
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
夜
」
は
深
い
神
秘
を
宿
し
つ
つ
も
、
然

　
　
し
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
ｓ
χ

く
素
面
の
意
識
に
も
ひ
そ
や
か
に
立
ち
現
わ
れ
る
。
こ
の
様
を
象
徴
し
て
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
第
十
四
句
以
下
で
は
、
「
月
も
ま
た
今
や
、
密
や
か
に
（
９
置
～
）
到

来
し
、
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
」
る
。
こ
れ
が
古
典
造
形
と
の
絆
を
失
わ
ぬ
ギ

リ
シ
ア
の
友
に
よ
る
神
秘
な
夜
（
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｎ
ｉ
ｓ
ｖ
ｏ
Ｕ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
で
あ
る
。

　
こ
の
点
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
勿
論
ギ
リ
シ
ア
に
不
案
内
で
な
く
、
シ
ラ
ー
の
言
う
意
味

で
教
養
あ
る
精
神
の
霊
感
を
身
に
つ
け
た
詩
人
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
結
局
そ
の
第
五

の
讃
歌
で
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
を
「
一
つ
の
恐
ろ
し
き
幻
像
（
e
m
　
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ

Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
m
b
i
l
d
）
」
と
看
倣
す
。
な
ぜ
な
ら
古
代
文
化
は
「
死
」
の
「
荒
々
し
き
恐
怖
」

に
耐
え
ら
れ
ず
、
「
こ
こ
で
は
神
々
で
さ
え
不
安
で
重
苦
し
い
胸
中
を
慰
み
で
充
た
す

心
術
を
心
得
て
い
な
か
っ
た
。
」
と
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
応
は
「
葡
萄
の
房
の
中
に
（
酒
）
神
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
）
が
Ｉ
慈
む
母
な
る

女
神
（
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
）
が
溢
れ
る
黄
金
の
穀
物
の
束
の
中
に
颯
爽
た
る
姿
を
示
し
」

と
、
パ
ン
と
葡
萄
酒
の
神
々
も
壮
麗
に
歌
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
所
詮
こ
の
よ
う
な
姿
も
、

讃
歌
の
詩
人
に
は
究
極
の
安
ら
ぎ
を
与
え
な
い
（
ｚ
ご
・
呂
こ
。

果
敢
な
る
精
神
と
、
崇
高
な
感
官
の
焔
に
よ
り
、

人
間
は
恐
怖
の
（
死
の
）
仮
面
を
美
化
し
た
。

或
る
柔
和
な
若
者
が
火
を
消
し
て
安
ら
い
Ｉ

穏
や
か
な
終
焉
と
な
り
、
あ
た
か
も
竪
琴
の
息
吹
き
が
来
た
る
ご
と
し
。

こ
の
詩
の
後
で
、
「
終
局
へ
と
古
代
世
界
は
傾
い
た
」
と
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
記
し
、
ギ

リ
シ
ア
文
化
の
没
落
を
指
し
示
す
。
そ
し
て
転
じ
て
精
神
史
上
で
の
枢
軸
キ
リ
ス
ト
誕

生
か
言
及
さ
れ
、
こ
の
「
神
童
（
肖
～
晋
Ｅ
乱
）
」
と
言
わ
れ
る
イ
エ
ス
に
向
か
い
、

「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
清
澄
な
天
空
の
下
で
生
ま
れ
た
歌
人
」
は
、
こ
う
語
り
か
け
る
。

あ
の
若
者
は
汝
な
の
だ
。
久
し
き
以
前
よ
り
、

私
達
の
墓
に
深
く
物
思
い
に
沈
ん
で
立
っ
て
い
る
（
若
者
は
汝
な
の
だ
。
）

　
　
死
の
中
で
、
永
遠
の
生
命
は
告
げ
知
ら
さ
れ
。

　
　
汝
が
そ
の
死
で
あ
り
、
私
達
を
始
め
て
癒
し
た
。
（
ｚ
ご
’
呂
）

古
典
ギ
リ
シ
ア
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
へ
の
転
調
は
、
「
或
る
柔
和
な
若
者
(
Ｅ
ｉ
ｎ

ｓ
ａ
ｎ
ｆ
ｔ
ｅ
こ
ぽ
怪
品
）
」
に
あ
り
、
こ
の
本
来
ギ
リ
シ
ア
に
あ
っ
た
形
姿
を
第
五
の
讃
歌

で
は
、
「
始
源
の
処
女
か
つ
母
（
な
る
聖
マ
リ
ア
）
の
息
子
」
へ
と
読
み
替
え
る
（
ぶ

｛
・
呂
言
。

　
第
五
の
讃
歌
は
明
ら
か
に
、
す
で
に
本
論
で
触
れ
た
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
の

第
一
〇
八
句
以
下
を
踏
ま
え
て
い
る
。
即
ち
シ
ラ
ー
は
こ
う
歌
っ
て
い
た
。
「
静
か
に

物
悲
し
く
或
る
霊
（
會
９
Ｒ
回
）
が
、
手
に
持
つ
そ
の
（
生
命
の
）
松
明
を
下
し
た
。

麗
し
く
明
朗
な
形
姿
が
、
不
可
避
の
必
然
の
回
り
で
も
遊
び
戯
れ
、
ま
た
厳
粛
な
る

運
命
の
眼
指
も
、
柔
和
な
人
性
７
ａ
ｎ
ｆ
ｔ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
)
　
の
薄
絹
の
面
紗
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｓ
　
　
Ｓ

シ
ラ
ー
の
静
か
な
霊
や

柔
和
な
人
性
に
関
連
す
る
。
か
つ
て
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
で
は
、
こ
れ
ら
静
か

客
観
造
形
見
事
な
古
典
芸
術
に
彫
琢
さ
れ
た
神
々
と
比
べ
る
と
、
体
制
宗
教
の
唯
一
神

に
抽
象
性
が
目
立
つ
点
に
あ
り
、
シ
ラ
ー
の
場
合
は
神
観
が
言
わ
ば
客
観
と
主
観
の
双

方
に
両
極
分
解
せ
ざ
。
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
夜
の
讃
歌
』
と
な
る
と
既
に
見
た
通

り
、
専
ら
主
観
の
内
部
に
「
無
限
の
眼
」
が
開
か
れ
、
こ
こ
に
「
神
秘
な
夜
」
が
宿
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
χ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

和
ら
い
だ
。
」
七
あ
り
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
柔
和
な
若
者
は
、

ｓ
ｓ
ｓ
ｘ
ｓ



じ
な
い
。

　
シ
ラ
ー
と
ゲ
ー
テ
と
の
間
に
起
こ
っ
た
幸
運
な
出
来
事
は
、
そ
れ
を
回
顧
し
た
後
者

の
言
葉
通
り
、
「
恐
ら
く
決
し
て
全
面
調
停
に
は
至
ら
ぬ
、
客
観
と
主
観
と
の
最
大
の

確
執
」
を
前
提
に
し
て
お
り
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
こ
の
主
客
の

矛
盾
相
克
を
一
層
と
徹
底
化
さ
せ
、
つ
い
に
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」

に
至
る
悲
劇
の
誕
生
を
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
見
い
出
す
。
他
方
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

は
独
自
の
ロ
マ
ン
化
に
よ
り
主
観
そ
の
も
の
の
純
化
を
成
し
遂
げ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
エ

レ
ウ
シ
ー
ス
』
が
求
め
た
密
儀
（
Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
i
ｕ
m
）
の
夜
を
繰
り
広
げ
る
。
こ
の
場
合
ギ

リ
シ
ア
は
薄
明
の
彼
方
へ
と
消
え
て
ゆ
く
。
例
え
ば
第
五
の
讃
歌
を
締
め
括
る
詩
は
、

巧
に
こ
の
古
代
文
化
消
滅
を
暗
示
す
る
。

燈
火
が
明
る
く
燃
え
、

処
女
ら
は
集
い
、

燈
油
に
事
欠
か
ぬ
。

は
や
温
か
彼
方
が

汝
の
祭
列
で
響
勤
め
き
、

星
辰
が
人
語
と
声
で

わ
れ
ら
を
呼
ば
ん
こ
と
を
。

汝
を
求
め
、
マ
リ
ア
（
だ
［
ａ
ｒ
i
a
]
よ
、
身
を
起
し
、

す
で
に
千
も
の
心
ま
た
心
が
立
ち
上
が
る
。

こ
の
影
な
す
幽
魂
の
人
生
の
中
で
、

そ
れ
ら
が
希
求
し
た
の
は
、
汝
の
み
。

　
　
・
：
（
ぶ
｛
・
丞
｝

女
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
を
言
祝
ぐ
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
祝
祭
を
想
わ
せ
る
表
現
が
、
よ
く

見
れ
ば
聖
母
マ
リ
ア
礼
賛
へ
と
向
け
ら
れ
て
お
り
、
結
局
ギ
リ
シ
ア
文
化
は
キ
リ
ス
ト

四
一
　
（
4
1
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

教
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
ゆ
く
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
『
神
の
国
』
（
四
一
三
年
－
四
二
六
年
）
に
お
け
る
護
教
家
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ー
ヌ
ス
の
史
観
を
想
わ
せ
る
。
つ
ま
り
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
特
有
の
魂
の
夜
か
ら
見
る
と

古
典
ギ
リ
シ
ア
は
実
在
感
を
失
な
い
、
そ
の
「
麗
し
く
明
朗
な
形
姿
」
が
幻
像
と
し
て

片
付
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
傾
向
は
シ
ラ
ー
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
に
も
見
受
け
ら

れ
、
そ
の
神
々
に
詩
人
の
魂
が
こ
も
っ
て
い
な
い
こ
と
は
既
に
考
察
し
た
。
恐
ら
く
原

因
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
そ
の
も
の
の
理
解
に
あ
り
、
そ
の
精
神
を
宗
教
上
の
根
源
よ

り
掴
ま
ず
、
や
た
ら
表
層
に
浮
上
し
た
「
麗
し
く
明
朗
な
形
姿
」
の
み
を
問
題
と
す
る

か
ら
、
魂
が
抜
け
て
し
ま
う
。
例
え
ば
五
世
紀
の
『
神
の
国
』
に
お
い
て
古
代
ギ
リ
シ

ア
と
言
え
ば
、
打
倒
さ
れ
る
べ
き
異
教
の
神
話
世
界
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
造
形
芸
術
の
古

典
美
は
至
っ
て
軽
視
さ
れ
る
。
今
日
な
ら
芸
術
家
の
形
而
上
学
と
言
っ
た
観
点
か
ら
、

真
善
美
（
回
）
ｏ
ｒ
９
｛
Ｆ
｝
の
理
想
を
追
求
し
た
成
果
と
し
て
、
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
悲

劇
は
プ
ラ
ト
ー
ン
哲
学
を
凌
ぐ
と
評
価
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
の

よ
う
な
悲
劇
の
誕
生
し
た
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
芸
術
こ
そ
美
の
極
致
と
さ
れ
、
実
際
ヘ
ー

ゲ
ル
も
『
精
神
現
象
学
』
で
そ
こ
に
「
自
己
自
身
に
明
晰
で
分
裂
な
き
精
神
、
汚
れ
な

き
天
上
の
姿
」
を
認
め
、
更
に
『
美
学
講
義
』
に
お
い
て
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
が
、
最

高
度
の
充
足
を
与
え
る
極
め
て
卓
抜
し
た
芸
術
作
品
」
と
絶
賛
し
た
の
で
あ
る
。

　
五
世
紀
の
護
教
家
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
衰
退
期
に
西
方
ラ
テ
ン
神
学
の
礎
を
固

め
、
温
か
文
芸
復
興
よ
り
遣
い
中
世
の
始
ま
り
に
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
古

典
芸
術
の
真
善
美
な
ど
問
え
る
風
土
に
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
『
夜
の

讃
歌
』
の
詩
人
は
、
す
で
に
『
絵
画
と
彫
刻
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
芸
術
作
品
模
倣

論
』
（
一
七
五
五
年
）
で
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
唱
導
し
た
古
典
美
に
不
案
内
で
な
い
。

し
か
も
先
に
述
べ
た
通
り
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
初
稿
に
対
し
憤
る
の
み
で
あ
っ
た

シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
に
対
し
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
危
惧
を
抱
く
ほ
ど
の
教
養
あ
る
精
神
を

身
に
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
究
極
の
安
ら
ぎ
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
詩
人

の
場
合
や
は
り
、
「
か
の
ロ
マ
ン
風
の
遥
か
彼
方
」
に
あ
る
「
深
遠
で
ロ
マ
ン
風
の
時

代
(
ｔ
ｉ
ｅ
ｆ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
)
」
と
、
そ
の
遺
作
『
青
い
花
』
二
八
〇
一



四
二
（
4
2
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

年
）
第
一
部
「
期
待
」
の
第
二
章
で
語
ら
れ
る
西
方
ラ
テ
ン
中
世
で
あ
っ
た
（
ｚ
乙
・
↑
呂
こ
。

こ
の
切
実
な
信
仰
で
あ
る
中
世
憧
憬
ゆ
え
に
、
『
夜
の
讃
歌
』
に
お
け
る
ロ
マ
ン
化
は
「
至

福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
結
局
ギ
リ
シ
ア
か
ら
遠
の
き
、
そ
の
芸
術
に
宿
る
客
観
化
す
る
造
形
力
に
疎
遠
と
な

り
、
『
夜
の
讃
歌
』
は
遁
世
風
。
ロ
マ
ン
派
の
純
粋
な
主
観
へ
と
深
ま
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ

に
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
第
七
九
句
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
告
げ
知
ら
せ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
表

明
し
た
密
儀
の
本
質
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」

に
も
類
似
の
本
質
は
垣
間
見
ら
れ
、
慎
ま
し
く
奥
深
い
所
に
実
は
詩
魂
が
隠
れ
て
い
る

風
に
取
れ
る
。
こ
の
故
に
恐
ら
く
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
遁
世
風
な
無
限
の
憧
憬

が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
夜
」
に
共
鳴
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
他
面
ヘ
ー
ゲ

ル
が
『
美
学
講
義
』
第
二
部
（
第
二
節
、
第
一
章
）
で
密
儀
に
関
し
指
摘
す
る
点
も
、

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
つ
い
て
は
傾
聴
に
値
す
る
。

だ
が
全
体
と
し
て
眺
め
る
と
、
密
儀
(
Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
）
に
大
い
な
る
知
恵
と
か
、

深
遠
な
認
識
が
隠
さ
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
密
儀
が
保

持
し
て
い
た
の
は
様
々
な
古
伝
承
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
は
後
に
真
正
な
芸
術

（
・
・
ぼ
・
含
目
｛
｝
に
よ
り
造
り
直
さ
れ
る
基
礎
な
の
で
あ
る
。
…
　
(
Ｈ
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｖ
.
　
６
６
)

古
代
に
密
儀
が
実
際
に
執
り
行
な
わ
れ
て
い
た
時
に
、
こ
の
よ
う
な
大
胆
な
主
張
は
恐

ら
く
暴
言
と
し
て
戒
め
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
古
典
古
代
が
過
去
の
廃
墟
に
お

い
て
発
掘
さ
れ
る
近
世
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
旨
が
説
得
力
を
も
つ
。

　
例
え
ば
十
九
世
紀
に
は
考
古
学
の
成
果
が
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
文
化
最
盛
期
の
作
品

『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』
（
前
四
四
〇
年
－
四
三
〇
年
頃
）
を
一
八
五
九
年
に
発
見
し

て
い
る
。
こ
の
浮
彫
が
古
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
か
？
　
こ

れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
解
か
ら
な
い
。
だ
が
少
く
と
も
今
日
こ
れ
は
無
類
の
古
典
芸
術

と
し
て
、
古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
の
国
立
考
古
学
博
物
館
に
安
置
さ
れ
、
一
丸
二
八
年
発
見

の
『
ア
ル
テ
ミ
シ
オ
ン
の
神
像
』
（
前
四
六
〇
年
－
四
五
〇
年
頃
）
と
双
璧
を
な
し
、

紀
元
前
五
世
紀
ギ
リ
シ
ア
古
典
期
の
精
神
を
伝
え
る
至
宝
で
あ
る
。
つ
ま
り
詩
人
ソ
ポ

ク
レ
ー
ス
が
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
や
そ
の
娘
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
に
関
す
る
神
話
に
彫

琢
の
筆
勢
を
揮
っ
て
い
た
頃
の
造
形
美
術
を
、
こ
の
二
点
は
代
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で

『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』
に
刻
ま
れ
た
姿
に
目
を
や
る
と
、
そ
の
左
側
に
威
厳
あ
る

女
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
が
立
ち
、
左
手
に
笏
杖
を
、
右
手
に
麦
穂
を
も
ち
、
そ
の
黄
金

の
穂
を
中
央
に
立
つ
少
年
ド
リ
プ
ト
レ
モ
ス
に
手
渡
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
少
年
の

後
方
、
つ
ま
り
浮
彫
の
右
側
に
は
女
神
の
娘
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
が
優
し
く
右
手
で
ト
リ
プ

ト
レ
モ
ス
の
頭
を
撫
で
て
祝
福
し
、
左
手
に
は
大
き
な
松
明
を
抱
え
て
い
る
。

　
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』
は
、
豊
穣
の
女
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
が
人
類
に
始
め
て

穀
物
の
栽
培
を
伝
え
た
場
面
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
情
景
は
前
述
の
『
デ
ー
メ
ー
テ
ー

ル
ヘ
の
讃
歌
』
を
想
い
出
さ
せ
る
。
そ
こ
に
も
浮
彫
に
あ
る
ト
リ
プ
ト
レ
モ
ス
ヘ
の
言

及
が
あ
る
。
但
し
門
外
不
出
の
密
儀
に
列
席
し
た
至
福
な
選
民
と
し
て
、
讃
歌
で
は
ト

リ
プ
ト
レ
モ
ス
が
話
題
と
な
り
、
他
方
に
は
「
こ
の
神
事
へ
の
参
入
を
許
さ
れ
ず
、
秘

儀
に
与
か
ら
ぬ
者
が
死
後
に
冥
界
の
湿
原
」
に
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
果
し
て

密
儀
そ
の
も
の
は
全
体
、
奥
深
い
神
秘
な
夜
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
、
少
数
の
選
民
に
の
み

独
占
さ
れ
た
専
有
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
こ
の
問
い
に
対
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
敢
然
と

『
歴
史
哲
学
講
義
』
第
二
部
「
ギ
リ
シ
ア
世
界
」
第
一
節
に
お
い
て
「
否
／
・
」
と
答
え
る
。

密
儀
（
Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
）
は
、
そ
の
よ
う
に
起
源
が
昔
に
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
内
包

し
た
も
の
が
、
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
意
識
の
中
に
あ
っ
た
以
上
の
大
い
な
る
知

恵
な
ど
で
無
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
皆
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
密
儀
へ
参
入
し
聖
化

さ
れ
た
。
だ
が
唯
一
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
み
は
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
哲
人
は
、
学
問
と
芸
術
（
W
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
　
ｕ
乱
回
ｎ
ｓ
ｔ
）
が
密
儀
か
ら

誕
生
せ
ず
、
決
し
て
神
秘
の
中
に
知
恵
が
存
し
な
い
こ
と
を
、
良
く
知
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
真
正
の
学
問
(
w
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
　
W
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
)
は
、
む
し
ろ
意

識
の
聞
か
れ
た
広
野
の
上
に
在
る
。
…
　
　
　
(
Ｈ
Ｗ
　
X
I
I
.
　
２
９
２
ｆ
.
）



尖
鋭
化
し
た
形
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
哲
学
知
の
王
者
を
俗
人
と
峻
別
し
、
密
儀
を
後
者
に
属

す
る
平
凡
な
冠
婚
葬
祭
程
度
の
も
の
と
見
下
し
て
い
る
。
但
し
「
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
人

の
意
識
の
中
に
（
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
　
i
m
　
Ｂ
ｅ
w
ｕ
Ｂ
ｔ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
已
あ
っ
た
）
と
い
う
点
に

着
眼
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
旨
は
、
「
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
意
識
の
中
に
あ
っ
た
」
も
の
を
、

密
儀
に
せ
よ
、
学
問
と
芸
術
に
せ
よ
、
そ
の
意
識
に
お
い
て
現
象
さ
せ
る
点
に
あ
る
。

そ
し
て
古
代
の
密
儀
に
無
縁
な
哲
学
者
は
、
今
な
お
残
る
「
真
正
な
芸
術
」
や
「
真
正

な
学
問
」
の
方
に
深
い
関
心
を
示
し
、
こ
の
「
意
識
の
開
か
れ
た
広
野
」
を
講
義
で
聴

衆
に
示
す
。
但
し
古
代
ア
テ
ー
ナ
イ
人
の
中
で
唯
一
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
み
を
特
別

視
す
る
観
点
は
、
や
は
り
知
性
本
位
の
哲
学
者
な
ら
で
は
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る

と
無
意
識
界
に
も
広
が
り
、
魂
の
深
層
を
内
包
す
る
芸
術
が
、
『
歴
史
哲
学
講
義
』
の

場
合
ば
、
「
自
意
識
(
Ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
ｔ
ｂ
ｅ
w
ｕ
ｆ
ｉ
ｔ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
）
と
い
う
内
な
る
太
陽
(
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｓ
ｏ
ｎ
ｎ
乙
）

を
基
準
に
し
て
測
ら
れ
、
結
局
は
自
意
識
を
事
と
す
る
哲
学
よ
り
劣
る
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
の
優
劣
は
詰
ま
る
所
ギ
リ
シ
ア
古
代
に
対
す
る
、
近
世
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
優
位
に

つ
な
が
り
、
こ
こ
に
『
歴
史
哲
学
講
義
』
の
眼
目
も
あ
る
。
「
世
界
史
は
東
方
か
ら
西

方
へ
と
歩
み
を
進
め
る
。
す
な
わ
ち
西
欧
（
回
「
゜
～
」
こ
そ
断
然
、
世
界
史
の
終
局

で
あ
り
、
ア
ジ
ア
は
始
ま
り
な
の
だ
。
：
こ
」
こ
で
は
外
な
る
物
理
自
然
の
太
陽
が
昇
り
、

西
方
で
落
日
と
な
る
。
だ
が
反
対
に
当
地
（
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
）
で
は
、
自
意
識
と
い

う
内
な
る
太
陽
が
昇
り
、
よ
り
高
次
な
光
を
放
つ
。
」
石
Ｗ
　
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
１
３
４
)
と
、
『
歴
史
哲

学
講
義
』
序
論
に
あ
り
、
東
方
ア
ジ
ア
よ
り
ギ
リ
シ
ア
ヘ
、
ギ
リ
シ
ア
か
ら
西
欧
へ
と

進
展
す
る
史
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
夜
の
太
陽
」
を
第
一
の
讃
歌
で
語
る
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
と
、
『
歴
史
哲
学
講
義
』
で
「
自

意
識
と
い
う
内
な
る
太
陽
」
を
説
く
ヘ
ー
ゲ
ル
は
好
対
称
を
な
す
。
前
者
の
死
し
て
再

生
す
る
恋
人
ゾ
フ
ィ
ー
が
太
陽
と
し
て
輝
く
の
は
魂
の
夜
で
あ
り
、
こ
こ
で
「
心
意
は

直
観
の
中
で
没
我
へ
と
至
り
、
わ
が
も
の
と
呼
び
し
も
の
消
え
去
り
、
私
は
不
可
測
の

彼
方
へ
と
身
を
委
ね
」
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
‐
第
三
〇
句
以
下
の
言

葉
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
一
七
九
六
年
に
若
き
二
六
歳
の
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
例
の

四
三
（
4
3
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

「
合
言
葉
１
神
の
国
」
で
深
め
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
達
と
の
親
睦
を
一
層
と
密
に
す
る
た

め
、
敢
て
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
』
を
詩
才
あ
る
友
に
捧
げ
た
り
、
ま
た
シ
ェ
リ
ン
グ
を
も

加
え
三
人
一
緒
に
『
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
草
稿
』
を
物
し
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
に

一
八
〇
七
年
に
『
精
神
現
象
学
』
で
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
叡
知
直
観
や
絶
対
的
同
】
を

批
判
す
る
時
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
倣
い
単
な
る
哲
学
者
に
徹
す
る
道
を
決
然
と

歩
み
出
す
。
す
る
と
夜
の
太
陽
が
映
え
る
直
観
の
深
み
は
消
え
、
こ
れ
に
対
し
「
意
識

の
聞
か
れ
た
広
野
」
が
取
っ
て
か
わ
り
、
つ
い
に
「
自
意
識
と
い
う
内
な
る
太
陽
」
が
、

知
性
本
位
の
西
欧
を
範
と
し
た
世
界
史
の
展
開
を
閉
じ
る
。

　
普
通
ロ
マ
ン
派
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
古
典
派
ヘ
ー
ゲ
ル

と
で
も
呼
べ
ば
適
切
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
の
シ
ラ
ー
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｘ
Ｎ
ｘ
ｓ
　
　
ｌ
ｉ
ｘ
ｓ
４
１
ｓ
Ｎ
ｉ
ｘ
ｓ
ｓ
ｓ
　
　
　
ｘ
ｓ

既
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
直
観
の
深
み
で
あ
の
生
き
生
き
と
し
た
全
き
形
成
な
す
或
る

種
の
音
楽
的
情
操
は
一
七
八
九
年
三
十
歳
の
時
に
創
作
し
た
『
芸
術
家
』
で
頂
点
を
な

し
、
そ
の
後
の
古
典
期
に
お
け
る
詩
歌
類
や
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
に
至
る
と
退

潮
気
味
と
な
る
。
そ
し
て
諦
観
に
つ
な
が
る
静
観
風
の
古
典
観
が
浮
上
し
、
生
来
シ
ラ

ー
に
固
有
な
音
楽
的
な
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
素
朴
詩
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
が
有
す
る
乾
い

た
真
実
味
と
か
明
晰
な
概
念
が
表
立
つ
。
通
常
こ
う
言
っ
た
西
欧
風
ユ
ー
ノ
ー
女
神
の

冷
静
さ
が
ギ
リ
シ
ア
古
典
の
基
本
性
格
と
し
て
唱
導
さ
れ
易
く
、
シ
ラ
ー
に
せ
よ
ヘ
ー

ゲ
ル
に
せ
よ
古
典
派
と
称
さ
れ
る
場
合
は
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
求
め
る
ロ
マ
ン
化
か
欠

如
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
歌
い
、
『
悲
劇
の

誕
生
』
で
ニ
ー
チ
ェ
が
論
じ
た
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
は
、
そ
う
し
た
古
典
派
が
軽
く
見

た
密
儀
に
お
け
る
神
秘
な
夜
を
母
胎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
密
儀
の
夜
に
パ
ン
と

葡
萄
酒
の
両
神
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
イ
ー
ジ
ス
と
オ
シ
ー
リ
ス
と
呼
ば
れ
た
女
神
デ
ー
メ

Ｉ
テ
ー
ル
と
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
が
霊
感
を
与
え
、
他
方
ギ
リ
シ
ア
の
昼
に
碧
空

の
下
で
上
演
さ
れ
る
祝
祭
悲
劇
で
は
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
神
界
よ
り
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
χ
ｓ
３
１
χ
χ
　
　
ｓ
ｓ
χ
χ
ｓ
ｓ
ｓ
Ｎ
χ

ン
が
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
を
撃
ち
、
そ
の
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
に
偉
大
な
る
運
命
が
轟
く
。

　
話
題
の
悲
劇
上
演
は
春
に
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
言
祝
ぐ
祭
典
で
挙
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
西
欧
意
識
に
は
酒
神
の
八
裂
き
と
再
生
が
、
同
じ
く
春
の
復
活
祭
で



四
四
（
4
4
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
（
一
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

追
憶
さ
れ
る
救
世
主
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
甦
り
に
っ
な
が
る
。
そ
し
て
実
際
ソ
ポ
ク
レ

ー
ス
の
筆
に
な
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
悲
劇
二
点
、
つ
ま
り
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』

と
『
コ
ロ
ー
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
』
を
知
る
者
は
、
こ
の
う
ち
前
者
に
苛
酷
な
受

難
を
、
後
者
に
浄
化
す
る
復
活
の
調
べ
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
古
代
ギ
リ

シ
ア
文
化
を
神
話
の
基
底
か
ら
全
体
と
し
て
把
え
直
す
時
、
も
は
や
『
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
』
初
稿
で
シ
ラ
ー
に
よ
り
神
話
知
識
か
ら
人
好
き
の
す
る
特
徴
と
し
て
選
ば
れ
た

「
麗
し
く
明
朗
な
形
姿
」
は
虚
像
と
し
て
斥
け
ら
れ
、
む
し
ろ
厳
蕭
な
宗
教
の
伝
統
が

記
憶
に
と
ど
め
る
受
難
と
復
活
を
連
想
さ
せ
る
「
汚
れ
な
き
天
上
の
姿
」
を
具
現
し
た

「
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
や
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が
全
面
に
出
て
く
る
。

こ
れ
ら
悲
雄
た
ち

で
は
「
偉
大
な
る

一
に
対
し
て
こ
そ
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

モ
イ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
　
　
　
　
ｓ
ｓ
ｓ
Ｎ

運
命
が
轟
く
」
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
受
難
し
た
天
上
の
姿
を
め
ぐ
っ

て
正
に
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
な
ら
、
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス

的
な
も
の
と
ア
ポ
ロ
ー
ン
的
な
も
の
と
が
、
常
に
止
む
こ
と
な
き
新
た
な
誕
生
を
く
り

返
し
、
相
互
に
高
め
あ
い
な
が
ら
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
に
君
臨
し
て
き
た
」
と
言
え
る
の

で
あ
る
。

　
も
は
や
自
意
識
の
巨
匠
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
が
古
典
古
代
の
雄
で
は
な
い
。
む
し
ろ
精

神
分
析
の
宝
庫
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
の
形
姿
が
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
精
華
と
な
り
、
そ

の
上
部
構
造
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
神
界
の
み
な
ら
ず
、
更
に
下
部
構
造
に
も
根
を
張
る
パ
ン

と
葡
萄
酒
の
神
々
が
重
ん
じ
ら
れ
、
こ
う
し
て
魂
の
奥
底
に
あ
る
無
意
識
界
に
広
が
る

神
秘
な
夜
が
再
評
価
さ
れ
る
。
従
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス

は
、
古
来
解
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
先
例
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
眼
を
一
つ
多
く
持
ち
過
ぎ

た
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
言
わ
れ
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
予
兆
な
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
故

に
第
三
一
句
以
下
で
ギ
リ
シ
ア
世
界
へ
の
窓
と
し
て
、
こ
う
暗
示
さ
れ
る
。

一
一
一

一

-

一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

だ
が
聖
夜
は
遅
疑
逡
巡
の
折
に

　
暗
闇
に
住
ま
う
私
達
に
何
か
の
拠
り
所
に
と
、

瓊
事
忘
却
と
聖
な
る
酔
い
を
恵
み
、

三
四

一
一一

五

一

一

一

ｌ．

　
浴
々
た
る
言
葉
を
、
（
プ
ラ
ト
ー
ン
風
の
恋
神
）
　
エ
ロ
ー
ス
の
徒
の
ご
と

微
睡
な
き
言
葉
を
恵
み
、
満
満
と
溢
れ
る
杯
を
、
果
敢
な
る
生
を
、

　
神
聖
な
る
想
　
起
を
も
恵
む
の
だ
、
夜
に
目
覚
め
て
留
ま
る
よ
う
に

　
(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
　
９
１
）
。

第
三
六
句
で
「
夜
に
目
覚
め
て
留
ま
る
よ
う
に
（
w
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ｚ
ｕ
　
ｂ
ｌ
ｅ
ｉ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｅ
ｉ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
」

と
歌
わ
れ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ラ
テ
ー
ス

のヽて

い
る
所
で
、
読
者
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
『
饗
宴
』
終
結
部
で
唯
一
人
ソ
ー
ク

み
が
、
エ
ロ
ー
ス
に
つ
い
て
論
じ
合
っ
て
の
ち
夜
を
徹
し
て
目
覚
め
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
叙
述
を
気
に
留
め
る
。
確
か
に
神
に
捧
げ
ら
れ
た
熱
弁
の
夜
は
、

紛
う
こ
と
な
き
聖
夜
で
あ
り
、
言
わ
ば
選
り
抜
き
の
エ
ロ
ー
ス
の
徒
が
集
っ
た
密
儀
の

夜
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
場
に
こ
そ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
霊
感
を
抱
い
た
こ
と
は
、
一
七

九
三
年
七
月
の
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
よ
り
手
に
取
る
よ
う
に
解
か
る
。

　
「
少
な
く
と
も
、
至
貧
を
も
た
ら
す
自
然
の
懐
か
ら
、
或
い
は
イ
リ
ソ
ス
河
畔
の
解

懸
の
林
苑
か
ら
帰
っ
て
き
た
神
々
し
い
時
間
（
～
ぼ
ａ
Ｅ
乱
回
）
に
は
尚
の
こ
と
だ
。

そ
こ
で
僕
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
弟
子
た
ち
と
一
緒
に
横
た
わ
り
、
こ
の
壮
麗
な
哲
人
が
始

源
世
界
の
暗
い
彼
方
を
彷
徨
す
る
た
め
飛
翔
す
る
の
を
見
送
っ
た
。
・
Ｉ
●
或
い
は
、
（
死

に
臨
み
っ
つ
も
清
澄
な
る
心
で
、
霊
魂
の
不
滅
を
証
明
せ
ん
と
努
め
る
）
ソ
ー
ク
ラ
テ

ー
ス
の
（
毒
）
杯
に
陶
然
と
な
り
、
更
に
は
饗
宴
に
お
け
る
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
と
の
友

好
の
集
い
に
酔
い
、
霊
感
を
受
け
た
青
年
た
ち
（
ｂ
ｅ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
こ
(
Ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
)
が
甘
美
な

熱
弁
で
、
聖
な
る
エ
ロ
ー
ス
に
奉
仕
し
て
い
る
の
に
耳
を
傾
け
た
。
そ
の
際
に
は
、
ふ

ざ
け
者
の
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ー
ス
が
茶
化
し
た
神
話
を
述
べ
、
そ
し
て
最
後
に
神
々
し
い

ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
自
身
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｏ
ｋ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
ｔ
）
が
、
天
上
の
知
恵
で
エ

ロ
ー
ス
の
本
質
を
青
年
た
ち
に
教
え
る
。
こ
の
時
、
わ
が
心
の
友
よ
、
僕
は
勿
論
そ
う

大
し
て
弱
気
で
な
く
、
こ
う
思
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
機
会
に
僕
に
熱
気
と
光
明
を

与
え
る
甘
美
な
焔
の
ひ
と
か
け
ら
で
も
僕
の
作
品
に
、
現
に
僕
が
そ
の
中
で
生
き
活
動

し
て
い
る
僕
の
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
良
い
の
だ
が
、
・
：
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｓ
χ
Ｓ
χ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｉ

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
　
８
６
）
。
こ
こ
で
中
心
の
神
々
し
い
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
に
固
有
な
も
の
は
、

も

は
や
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
歴
史
哲
学
講
義
』
で
力
説
し
た
自
意
識
で
な
く
、
む
し
ろ
哲
人
の

無
意
識
な
魂
の
奥
底
か
ら
息
吹
く
霊
威
ダ
イ
モ
ー
ン
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
『
弁
明
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
Ｎ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
　
　
　
ｓ
ｓ
ｓ
３
χ
χ

に
お
け
る
証
言
か
ら
、
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
に
は
子
供
の
頃
か
ら
既
に
何
ら
か
の
神
霊
の

声
が
あ
り
、
こ
れ
が
哲
人
の
毒
杯
に
よ
る
死
と
密
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を

『
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
追
憶
録
』
に
お
け
る
ハ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
神
」

と
取
り
、
こ
の
息
吹
き
に
よ
り
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
よ
う
な
空
無
を
孕
ん
だ
知
性
は
、

清
浄
な
処
女
（
聖
母
マ
リ
ア
）
の
懐
と
同
じ
く
（
神
性
を
宿
し
）
実
り
豊
か
と
な
る
」

と
解
す
る
時
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
六
句
で
「
夜
に
目
覚
め
て
留
ま
る
」
と
歌
わ

れ
る
哲
人
が
、
古
典
悲
劇
の
世
界
へ
と
開
か
れ
る
こ
と
は
既
に
考
察
し
た
。

　
翻
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
終
結
部
に
関
連
し
て
取
り
上
げ
た
『
エ

レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』
に
戻
る
と
、
こ
の
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
の
芸
術
作
品
に
は
何
ら
「
麗

し
く
明
朗
な
形
姿
」
が
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
地
味
で
落
ち
着
い
た
女
神
の
母
娘
が
浮
彫

に
威
厳
あ
る
風
格
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
『
ア
ル
テ
ミ
シ
オ
ン
の
神
像
』
に
つ
い

て
も
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
目
立
ち
人
目
を
ひ
く
後
期
ギ
リ
シ
ア
文
化
衰
退
期
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
の
裸
体
女
神
像
と
異
な
り
、
奥
深
い
存
在
感
を
与
え
重
厚
で
あ
る
。
例
え
ば
当
時

十
八
世
紀
ロ
コ
コ
趣
味
と
し
て
宮
廷
な
ど
で
好
ま
れ
た
も
の
は
、
当
然
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
風

の
裸
体
女
神
像
の
方
で
、
こ
の
種
の
も
の
は
後
に
『
ギ
リ
シ
ア
物
語
』
（
一
七
八
四
年
）

と
改
題
さ
れ
た
ヴ
ィ
上
フ
ン
ト
の
韻
文
作
品
『
滑
稽
物
語
』
（
一
七
六
五
年
）
の
「
パ

リ
ス
の
審
判
」
第
三
八
七
句
以
下
に
確
め
ら
れ
る
。

三
八
七
　
そ
の
様
に
キ
ュ
プ
リ
ア
ー
（
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
古
は
立
ち
、
半
ば

　
　
　
　
　
　
身
を
握
ら
せ
、

三
八
八
　
さ
な
が
ら
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
の
（
女
神
像
）
に
似
て
、
片
手
で
被
う
、

三
八
九
　
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
自
ら
に
挑
垂
れ
、

三
九
〇

三
九
一

優
婉
な
乳
房
を
、
だ
が
被
い
よ
う
も
な
い
。

そ
し
て
別
の
（
手
）
で
Ｉ
皆
様
御
存
知
の
所
を
（
巴
。

四
五
（
4
5
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
一
八
〇
〇
年
）
　
　
（
高
橋
）

媚
態
が
特
色
を
な
し
、
女
神
の
裸
体
美
を
見
せ
る
の
が
目
的
で
、
そ
の
た
め
に
被
う
の

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
眼
目
は
優
婉
な
乳
房
を
彷
彿
と
さ
せ
る
点
に
あ
る
。
果
し
て
秘
蔵

の
荘
厳
は
こ
こ
に
無
い
。

　
「
ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
、
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
」
と
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
十
五
句
で
現
わ
れ
、
引
き
続
く
第
十
六
句
で
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
を
想

わ
せ
、
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
は
、
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
」

と
歌
わ
れ
る
。
こ
の
姿
は
第
十
五
句
を
直
訳
し
た
場
合
の
言
葉
で
「
密
や
か
（
９
ぼ
ぽ
）
」

と
規
定
で
き
る
。
あ
た
か
も
密
儀
の
古
里
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
廃
墟
に
お
い
て
、
瞳
目
す

べ
き
浮
彫
が
発
見
さ
れ
た
時
の
ご
と
く
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
夜
ば
決
し
て
こ
れ
見
よ
が

し
な
赤
裸
な
美
を
示
さ
ず
、
い
つ
と
は
な
し
に
然
り
気
な
く
月
影
を
都
市
の
諸
相
に
放

っ
て
い
る
。
し
か
し
鑑
識
眼
を
高
め
て
入
念
に
観
賞
す
れ
ば
、
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』

と
同
じ
く
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
も
、
汲
み
尽
く
せ
ぬ
神
秘
な
夜
が
静
か
に
内
奥
に
控

え
ロ
マ
ン
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
隠
す
こ
と
が
実
は
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』
に

刻
ま
れ
た
女
神
像
の
古
典
美
に
も
宿
る
。
す
な
わ
ち
女
神
た
ち
は
、
そ
の
優
美
か
つ
尊

厳
な
姿
を
、
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
芸
術
に
特
有
な
柔
和
か
つ
精
緻
な
衣
の
裴
に
隠
し
つ
つ

も
、
そ
れ
と
な
く
控
え
目
に
現
わ
し
て
お
り
、
再
三
話
題
と
し
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
夜

の
隠
れ
て
働
き
か
け
る
本
質
に
通
じ
て
い
る
。
成
程
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
裸
体
女
神
像
、
例

え
ば
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
が
今
日
所
蔵
す
る
『
ミ
ロ
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
』

二
八
二
〇
年
発
見
）
に
慣
れ
過
ぎ
た
ロ
コ
コ
趣
味
に
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
の
ア
ク
ロ
ポ

リ
ス
美
術
館
に
あ
る
『
サ
ン
ダ
ル
の
紐
を
解
く
ニ
ー
ケ
ー
』
な
ど
余
り
関
心
を
牽
か
ぬ

で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
サ
ン
ダ
ル
の
紐
を
解
く
な
ど
と
い
う
平
凡
な
日
常
の
現
実
そ
の

も
の
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
風
ロ
コ
コ
趣
味
に
は
合
わ
な
い
。
し
か
も
勝
利
の
女
神
ニ
ー
ケ

ー
が
題
材
な
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
『
ミ
ロ
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
』
を
仰
ぐ
者
は
、

そ
れ
と
並
ぶ
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
名
宝
『
サ
モ
ト
ラ
ケ
ー
の
ニ
ー
ケ
ー
』
に
目
を
見
張

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
但
し
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
衰
退
期
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
産
物
に

過
ぎ
な
い
。

　
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
文
化
最
盛
期
の
芸
術
作
品
で
あ
る
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
浮
彫
』
や



四
六
（
4
6
）
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
五
巻
　
二
九
九
六
年
）
　
人
文
科
学

『
サ
ン
ダ
ル
の
紐
を
解
く
ニ
ー
ケ
ー
』
は
、
日
頃
の
生
活
か
ら
離
れ
て
大
胆
な
姿
勢
で

人
目
を
引
く
わ
け
で
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
堅
い
大
理
石
に
刻
ま
れ
た
衣
の
裴
の
霊

妙
さ
は
格
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
碧
空
に
大
理
石
の
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
が
荘
厳
に
し
て
、

か
つ
光
に
潤
み
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
の
に
似
る
。
ま
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
『
エ
ム

ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
死
』
初
稿
の
第
二
ご
二
句
以
下
で
、
「
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
が
ア
ン
テ
ィ

ゴ
ネ
ー
と
呼
ん
だ
優
美
か
つ
尊
厳
な
女
性
の
主
役
（
ｚ
ａ
ｒ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
ｅ
）
」

(
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｖ
.
　
７
)
と
称
え
た
天
上
の
姿
も
、
こ
れ
と
同
じ
本
質
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
更
に
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
が
実
兄
を
埋
葬
し
よ
う
と
す
る
の
も
至
っ
て
自
然
な
習

俗
で
あ
り
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が
躍
気
に
な
っ
て
ラ
ー
イ
オ
ス
殺
害
の
下
手
人
を
探
す

こ
と
も
人
倫
の
現
実
に
根
ざ
し
て
お
り
、
何
ら
奇
を
街
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
と
こ
ろ

が
在
り
来
た
り
の
事
柄
そ
の
も
の
が
悲
劇
の
要
因
と
な
る
。
こ
う
し
て
詩
文
に
せ
よ
造

形
美
術
に
せ
よ
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
精
神
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
と
協

和
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
歴
史
哲
学
講
義
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
密
儀
お
よ
び
学
問
と
芸

術
に
つ
い
て
指
摘
し
た
す
で
に
意
識
の
中
に
(
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
　
i
m
　
Ｂ
ｅ
w
ｕ
ｆ
ｉ
ｔ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
)
あ
る
こ
と
を
、

正
に
隠
し
つ
つ
現
わ
し
て
、
敢
て
意
識
の
聞
か
れ
た
広
野
に
ま
で
も
浮
上
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
に
は
最
後
ま
で
汲
み
尽
く
せ
ぬ
神
秘
な
夜
が
残
る
も
の
の
、
し
か
し
奥
義
へ
と

密
儀
の
よ
う
に
閉
じ
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
芸
術
の
秘
境
は
然
り
気
な
く
日
常

の
分
別
知
に
も
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
の
聞
か
れ
た
古
典
の
道
を
切
り
開
い
た
の
は
、
ロ

マ
ン
派
で
な
く
シ
ラ
ー
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
シ
ラ
ー
は
後
に
『
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
祝

祭
』
二
八
〇
〇
年
）
と
改
題
し
た
詩
歌
を
、
一
七
九
九
年
に
『
市
民
の
歌
（
回
品
・
Ｅ
乱
）
』

と
し
て
公
表
し
、
そ
の
最
高
潮
で
こ
う
歌
っ
て
い
る
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
.
　
４
３
２
）
。

二
〇
五

二
〇
六

二
〇
七

二
〇
八

だ
が
人
間
は
、
（
獣
と
神
と
の
）
両
者
の
中
間
に
あ
り
て
、

相
互
に
睦
み
合
う
べ
き
で
あ
り
、

し
て
遍
に
人
倫
（
回
限
）
に
よ
り
て
、

人
間
は
自
由
で
威
力
あ
る
存
在
と
な
り
得
る
。

祝
祭
（
７
冷
）
と
市
民
の
人
倫
は
表
裏
一
体
と
し
て
掴
ま
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ヘ
ー
ゲ
ル

の
言
葉
通
り
、
す
で
に
意
識
の
中
に
あ
る
こ
と
が
双
方
で
顕
在
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。

要
は
祝
祭
と
人
倫
と
の
親
密
な
相
互
関
係
を
詩
想
の
中
に
織
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
先
師
シ
ラ
ー
の
業
績
を
凌
ぎ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
ｓ
ｓ
χ
χ
χ
　
　
ｓ
ｓ
χ
ｌ
ｓ

第
一
節
に
先
師
の
求
め
た
ド
イ
ツ
の
尊
厳
を
人
倫
の
偉
容
と
し
て
日
常
の
現
実
に
お
い

て
彷
彿
た
ら
し
め
る
と
共
に
、
更
に
現
実
の
諸
相
を
根
源
か
ら
照
ら
す
神
秘
な
夜
で
も

っ
て
、
精
神
史
の
淵
源
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
至
福
な
る
悲
劇
祝
祭
へ
の
道
を
つ
け
る
。

こ
こ
で
密
儀
祝
祭
と
人
倫
社
会
と
を
統
一
の
下
に
把
え
る
理
論
の
先
駆
は
、
「
エ
レ
ウ

シ
ー
ス
の
祝
祭
」
を
「
市
民
の
歌
」
と
し
て
示
す
シ
ラ
ー
に
あ
る
。
そ
し
て
後
に
ヘ
ー

ゲ
ル
の
『
歴
史
哲
学
講
義
』
は
、
こ
う
し
た
意
識
の
深
層
と
表
層
と
の
表
裏
一
体
が
真

正
な
芸
術
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
と
い
う
了
解
へ
の
道
を
開
く
。
と
こ
ろ
が
単
な
る
哲
学

者
に
徹
し
か
『
精
神
現
象
学
』
の
著
者
ば
、
真
正
な
芸
術
の
古
里
ギ
リ
シ
ア
に
ア
ン
テ

ィ
ゴ
ネ
ー
の
よ
う
な
天
上
の
姿
を
『
美
学
講
義
』
で
称
え
続
け
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で

自
意
識
に
宿
る
分
別
知
を
軸
と
し
て
世
界
史
を
西
欧
の
優
位
へ
と
閉
じ
る
。
こ
の
自
己

へ
と
閉
じ
た
意
識
の
表
層
を
、
更
に
深
層
へ
と
開
く
の
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節

「
夜
」
に
固
有
な
ロ
マ
ン
化
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
但
し
夜
の
太
陽
が
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
ｓ
χ
　
χ
　
ｌ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
だ
　
　
　
ｓ
ｉ
ｓ
　
５
χ
ｓ
　
ｓ
ｓ

よ
う
に
神
秘
な
夜
へ
と
閉
じ
ず
、
敢
て
西
欧
意
識
に
立
ち
開
か
る
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア

の
清
澄
な
る
碧
空
へ
と
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。



　
　
註
解

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
関
す
る
引
用
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
な
ど
の
場
合
も
含
め
、
基
本
的
に

Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
　
(
Ｋ
ｏ
ｈ
ｌ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
)
　
１
９
４
６
-
１
９
７
７
／
１
９
８
５
.
よ
り
引
用
し
、
例
え
ば

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
は
そ
の
第
二
巻
の
九
〇
百
八
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
I
I
.
　
９
０
と
略
記
）
に
典
拠
が
あ
る
。

　
引
用
文
献
で
、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｍ
-
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
a
l
-
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｋ
　
　
(
Ｒ
Ｕ
Ｂ
と
略
記
）
、
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
-

L
i
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
　
（
り
ｚ
ｒ
と
略
記
）
、
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
L
i
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
　
１
８
.
　
　
　
ｕ
乱
１
９
.

Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
乱
ｅ
ｒ
ｓ
（
り
ｒ
し
と
略
記
）
、
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ｃ
ｒ
i
p
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
m
　
Ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｕ
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。
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ｈ
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ｉ
ｐ
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ｉ
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ｐ
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ｉ
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ｈ
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９
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Ｓ
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ｈ
ｉ
ａ
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ｉ
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６
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ｉ
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９
６
８
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４
４
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Ｓ
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ｂ
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ｈ
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ｈ
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ｎ
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ｈ
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Ａ
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.
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ｐ
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ｐ
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ｈ
ｅ
ｓ
　
I
n
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
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９
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９
１
　
／
　
Ｓ
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８
８
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ｇ
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Ｇ
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ｈ
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ｈ
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Ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
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ｈ
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ｈ
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.
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ｐ
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０
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Ｓ
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９
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７
.
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ｂ
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ｈ
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ｈ
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Ｓ
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ｈ
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ｉ
ｇ
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０
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.
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＆
　
　
Ｆ
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ｇ
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ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
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ｂ
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ｉ
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４
３
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Ｈ
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ｉ
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ｈ
ｅ
.

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
　
　
I
I
.

Ａ
　
　
ｃ
ｕ
ｒ
ａ
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ｏ
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Ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
-
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
　
｡
D
i
ｓ
ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
　
l
e
　
１
３
　
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
m
b
ｒ
ｅ
　
１
７
呂
ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｎ
こ
こ
ｕ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

　
　
　
ｄ
ｅ
Ｌ
～
i
ｓ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
"
:
　
Ｃ
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｈ
ｏ
ｉ
ｓ
i
e
ｓ
.
　
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
（
G
a
l
l
i
m
a
ｒ
ｄ
)
　
１
.
９
６
８
.
　
ｐ
.

８
０

／
　
ｐ
.
　
８
３
.

（

1 7
）
Ｋ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
｡
　
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
i
n
ｕ
ｓ
　
｡
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｎ
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｚ
e
i
ｔ
"
（
誌
合
）
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ

　
　
　
(
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
　
１
９
１
４
)
｡
　
Ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｓ
h
e
i
m
（
ｏ
Ｆ
ａ
）
１
９
７
４
｡
　
T
e
i
l
　
１
.
　
Ｓ
.
　
６
-
７
.

（

18
）
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
:
　
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
l
a
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
（
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
　
～
l
i
e
)
　
１
９
７
０
ｆ
ｆ
.
　
Ｂ
ｄ
.
　
８
.
　
Ｓ
.
　
２
２
.

（

19
)
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｘ
　
／
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｓ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
（
回
ぼ
）
１
９
５
５
-
１
９
７
２
.
　
Ｂ
ｄ
.
　
４
.
　
Ｓ
.

４
３
-
４
４
.

（

20
）
Ａ
ｂ
ｅ
ｌ
｡
　
W
i
l
h
e
l
m
:
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｒ
e
i
　
Ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
.
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

　
　
　
(
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
)
　
１
９
６
４
.
　
Ｓ
.
　
６
１
.

（

2 1
）
Ｍ
ｏ
ｚ
ａ
ｒ
ｔ
;
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
　
　
(
Ｒ
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｍ
-
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
a
l
-
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｋ
)

　
１
９
８
７
.
　
Ｓ
.
　
１
４
５
-
１
４
６
.

　
　
　
Ａ
ｎ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｖ
ｏ
ｍ
　
９
.
　
７
.
　
１
７
７
８
.

（

22
)
　
　
Ｗ
ａ
ｃ
ｋ
w
i
ｔ
ｚ
｡
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
:
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｅ

ｕ
ｍ
　
　
１
８
０
０

―
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ

ｚ
ｕ
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ

　
　
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｒ
ｋ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
　
(
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
)
　
１
９
.
謳
Ｓ
.
　
２
８
　
／
　
Ｓ
.

４
７
.

　
　
　
当
論
に
よ
れ
ば
、
「
二
行
連
句
詩
型
（
巴
・
腎
）
全
作
品
の
隠
れ
た
主
題
」
は
、
「
現
実
の

　
　
　
営
み
の
あ
る
地
上
界
と
、
こ
の
営
み
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
た
冥
界
と
の
相
互
関
係
」
（
凶
≒
）

　
　
　
と
な
り
、
「
実
生
活
か
ら
は
失
わ
れ
た
統
一
を
、
思
想
を
媒
介
と
し
て
回
復
す
る
」
宍
咀
）

　
　
　
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
（
現
実
の
営
み
令
～
訃
）
」
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
「
滅

　
　
　
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
を
探
求
す
る
方
向
は
当
論
に
な
い
。
そ
れ
故
に
当
論
が
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
を
理
解
す
る
姿
勢
は
、
後
出

合
と
同
じ
く
、
こ
の
第
一
節
の
都
市
像
に
お
い
て
ひ

を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。

そヽの
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
場

ｓ
ｓ
　
ｓ
ｓ
　
ｘ
ｓ

や
か
に
生
成
し
胎
動
す
る
も
の

（

23
）
論
拠
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
時
代
の
神
話
事
典
、
Ｈ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
｡
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｊ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
;
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｌ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
　
　
Ｍ
ｖ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
.
　
１
７
７
０
.
に
お
け
る
図
像
学
風
考
察
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（

2 4
）
Ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
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Ｅ
ｉ
ｎ
ｆ
ｆ
ｌ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
i
n
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
i
k
｡
　
Ｔ
ｕ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
(
Ｎ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｙ
ｅ
ｒ
)
　
１
９
５
３
.
　
Ｓ
.

１
１
０
.

（

2 5
)
　
　
Ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ａ
ｕ
:

Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｒ
ｅ

　
ａ
　
　
Ｍ
.
　
　
ｄ
'
Ａ
ｌ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
　
ｓ
ｕ
ｒ

l
e
ｓ

ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
.

Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
　
（
（
Ｍ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
-

　
　
　
F
l
a
m
m
a
ｒ
ｉ
ｏ
ｎ
)
　
１
９
６
７
.
　
ｐ
.

２
３
３
.

（

2 6
）
Ｂ
ｒ
ｕ
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
:
　
ｏ
ｐ
.
　
c
i
ｔ
.
　
ｐ
.
　
３
３
４
.

（
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）
Ｐ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｓ
　
｡
Ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｒ
i
p
ｔ
i
o
"
　
２
.
　
２
７
.
　
５
.
:
　
Ｂ
Ｔ
　
１
９
７
３
-
１
９
８
１
.
　
I
.
　
１
７
１
.
　
ａ
ｐ
ｕ
ｏ
ｖ
'
i
K
　
Ｓ
ｅ

　
　
　
ｒ
j
　
Ｋ
ａ
Ｘ
Ｘ
ｏ
ｕ
Ｔ
　
'
ｉ
ｖ
Ｅ
Ｋ
ａ

（

2 8
）
Ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
:
　
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ｅ
.
　
F
i
ｒ
ｅ
ｎ
ｚ
ｅ
　
(
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
Ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｃ
ａ
)
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
　
ｅ
ｄ
.
　
１
９
６
０
.
　
ｐ
.

４
５
２
.

（

2 9
）
Ｂ
ａ
ｃ
ｈ
　
｡
Ｍ
ａ
ｔ
ｔ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
-
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
"
　
Ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
　
ａ
ｕ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
｡
Ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｕ
ｓ
-

　
　
　
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
　
ｓ
a
m
t
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
'
　
ｈ
ｒ
ｓ
ｇ
.
　
ｖ
o
m
　
Ｊ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
Ｉ
Ｓ
ｅ
ｖ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
-
Ｂ
ａ
ｃ
ｈ
-
I
n
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
ｔ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
i
n
-

　
　
　
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｖ
o
m
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｈ
-
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
i
g
　
　
(
Ｓ
ｅ
ｒ
i
e
　
I
I
.
　
Ｂ
ｄ
.
　
５
)
　
　
Ｋ
ａ
ｓ
ｓ
e
l
（
Ｂ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｒ
e
i
ｔ
ｅ
ｒ
)

　
　
　
１
９
７
３
.
　
Ｎ
ｒ
.
　
７
１
　
(
Ｂ
Ｗ
＾
亘
Ｓ
.

２
５
２
-
２
５
４
.

（

3 0
）
Ｋ
ｌ
ｏ
Ｄ
ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｋ
:
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ｅ
w
ａ
ｈ
ｌ
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｍ
t
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
(
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
)
　
１
９
６
２
｡
　
Ｓ
.

４
４
３
.

（

3
1
）
Ｅ
ｃ
ｋ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
;
　
Ｕ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
ｂ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
（
Ｋ
ｏ
ｈ
ｌ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
）
Ｂ
ｄ
.
　
５
.
　
１
９
６
３
.
　
Ｓ
.
　
４
０
０
-

　
　
　
４
０
１
.

（

32
）
Ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｄ
ｔ
｡
　
Ｊ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
:
　
Ｈ
Ｓ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｅ
ｉ
ｅ
　
｡
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
"
｡
　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
（
の
～
Ｚ
・
「
」
１
９
６
８
.

　
　
　
Ｓ
.
３
５
／
Ｓ
.
４
１
.

　
　
　
冒
頭
六
句
に
光
明
を
見
な
い
当
論
が
、
「
孤
独
な
者
」
に
離
在
を
認
め
な
く
と
も
不
思
議

　
　
　
で
は
な
い
。
従
っ
て
悲
劇
の
誕
生
を
要
と
す
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
道
に
お

　
　
　
い
て
も
、
当
論
が
力
説
す
る
の
は
、
そ
の
悲
劇
を
目
指
す
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
で

　
　
　
な
く
、
む
し
ろ
苛
酷
な
「
乏
し
き
時
代
」
の
現
実
か
ら
想
像
力
に
よ
り
逃
避
す
る
こ
と

　
　
　
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
論
五
三
頁
は
こ
う
説
く
。
「
詩
人
は
追
憶
の
力
に
よ
り
、
神
々
し
く

　
　
　
充
実
し
た
過
去
の
時
代
の
現
存
を
眼
前
に
思
い
浮
か
べ
、
古
代
の
英
雄
や
半
神
や
詩
人

　
　
　
た
ち
の
崇
高
な
る
形
姿
に
霊
感
を
抱
い
て
取
り
囲
ま
れ
つ
つ
、
現
今
の
時
代
に
お
け
る

　
　
　
破
壊
的
な
威
力
、
つ
ま
り
生
と
そ
の
意
味
を
空
洞
化
す
る
威
力
か
ら
自
ら
を
救
う
の
で

　
　
　
あ
る
。
」

（

3 3
）
四
巻
本
『
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
』
（
河
出
書
房
新
社
）
共
同
訳
二
九
六
六
年
－
六
九
年
）

　
　
　
第
二
巻
、
一
〇
九
頁
。

（

3 4
）
Ｗ
ａ
ｃ
ｋ
w
i
ｔ
ｚ
:
　
ｏ
ｐ
.
　
c
i
ｔ
.
　
Ｓ
.
　
３
０
.

（

3 5
）
Ｓ
ｉ
ｍ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
i
n
:
　
Ｆ
ｒ
｡
　
Ｈ
ｏ
　
Ｅ
ｅ
ｒ
l
i
n
.
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｒ
e
l
i
g
i
o
ｕ
ｓ
　
Ｐ
ｏ
ｅ
ｔ
ｒ
ｙ
.

　
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
　
(
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
)
　
１
９
８
８
.
　
ｐ
.
　
１
２
７
.

（

3 6
）
Ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
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ｄ
ｔ
:
　
ｏ
ｐ
.
　
c
i
ｔ
.
　
Ｓ
.
　
３
５
.

（

37
)
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｘ
　
／

Ｅ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
ｓ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｅ
ｒ
ｅ
ａ
ｎ
ｚ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ｂ
ａ
乱
I
.
　
T
e
i
l
　
１
.
　
Ｓ
.
　
５
１
０
-
５
１
１
.

（

3 8
)
　
　
Ｗ
ａ
ｃ
ｋ
w
i
t
ｚ
:
　
ｏ
ｐ
.
　
c
i
ｔ
.
　
Ｓ
.

２
９
.

（

3 9
）
ｉ
Ｆ
～
切
帥
白
Ｒ
ａ
の
だ
り
沁
り
’
Ｈ
ｒ
ｓ
ｇ
.
　
ｖ
o
m
　
Ｒ
ｉ
ｌ
ｋ
ｅ
-
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
.
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
a
m
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
（
Ｆ
ｓ
↑
）

　
　
　
１
９
５
５
-
１
９
６
６
.
　
Ｂ
ｄ
.
　
ｌ
.
Ｓ
.

７
２
１
-
７
２
２
.

（

4 0
）
｝
｛
０
　
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
.
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｋ
　
i
n
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
B
i
l
d
.
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ｄ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
-
　
Ｇ
ｅ
ｓ
e
l
l
-

　
　
　
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
　
Ｂ
ｄ
.
　
６
／
７
.
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
a
m
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
（
｛
品
器
｝
｝
Ｓ
９
帥
』
∞
？



（

4
1
）
Ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
i
ｕ
ｓ
　
｡
Ｈ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｍ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｏ
ｓ
"
　
I
.
　
１
.
　
２
５
:
　
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
７
６
８
３
.
　
Ｓ
.
　
１
４
.

（

4 2
）
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
.
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｋ
　
i
n
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
B
i
l
d
.
　
Ｓ
.
　
３
７
１
-
３
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２
.

（

4 3
）
Ｈ
ｅ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ
ｅ
.
　
Ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
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Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
ｒ
e
i
ｓ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
　
(
Ｔ
ｈ
ｅ
ｉ
ｓ
ｓ
)
　
１
９
７
５
.
　
Ｓ
.

８
６
.

（

4 4
）
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
:
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
５
　
Ｂ
ｄ
ｅ
.
　
Ｍ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
)
　
１
９
６
５
-
７
６
.
　
Ｂ
ｄ
.
　
５
.
　
Ｓ
.
４
２
２
.

（

4
5
）
｡
Ｗ
ｕ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
e
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
"
　
(
１
８
３
２
)
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
.
.
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ａ
ｒ
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。
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を
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収
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批
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箇
所
二
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九
頁
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下
の
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と
く
。
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第
一
〇
五
句
か
ら
第
一
〇

　
　
　
八
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に
か
け
て
、
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ダ
ー
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の
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
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就
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く
エ

　
　
　
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
で
あ
る
。
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の
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ウ
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ー
ピ
デ
ー
ス
が
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他
の
悲
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り
も
頻

　
　
　
繁
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神
々
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台
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械
仕
掛
け
の
神
(
ｄ
ｅ
ｕ
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ｈ
ｉ
ｎ
ａ
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類
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Stuttgarter　BROD UND WEIN
Holderlln-　　　　　　＝　　　　　＼

AN HEINZE

１

Auseabe：　StA

1946-1977

Bd.2. S.90･

Rings um ruhet die Stadf, stiU ■wirddie erleuchtete Gasse,　＼

　Und, mit Fakebi geschmiikt, rauschen dieWagen hinweg･　　＼

Satt gehn heim von Freuden des Ｔtiかzu rulien die Menscheti,

　Und Gewinn und Verlust waget ein sinnigむsHaupt　　　　/

Ｗｏｈ】zufriedenzu Haus; leer steht von Trauben und Blｕ皿ｅｎ，≒　　　5

　Und von Werken der Ｈ呼d rulit der ges出岨tige Markt.　　　　＼

Λber das Saitenspiel tbnt fern aus Garten; vieleicht, daB

　Dort ein Liebendes spielt oder ein einsamer Mann　　　　　尚

Ferner Freiinde gedenkt und der Jugendzeit; 皿id die Brunnen･

　Iinmerquillend und frischｒａリschenan duftendem Beet. 10

Stillin dammriger Luft ertonen gelautete Gloken,プ

　Und der Stundeii gedenk rufet ein Wachter die Zahl∠　　上

知zt auch kommet ein Wehn und regt die Gipfel des Hains auf,

　Siehl und das Schattenbi!d unserer Erde, der ＭＯＵｄ‥‥‥‥

Kommet gehein!ｎ皿auch; die Schwarmerische, die Nacht konimt, 15

　Voll mit Sternen und wohl wenig belmmmert um uns,ニ　　　　上

Glanzt die Erstaunende dort, die Fｒｅ皿dlingin unter den Menschen

　Ub吋Gebirgeslibhn traurig und priichtig herauf.　　尚　　／
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turn und dera abenc!landischen Christentりm. Das。seelige Griechenland“･verb!eibt in･der e･rsten

Strophe noch eher 。verborgenwirkend“, da hier ein anderer Ｇむgensatz zwischen dem burgerlichen

AUtag und dem dichterischen Innenraum in den Vordergrund tritt Doch aufgrund einer。Idealisier-

kunst“　entsteht eine　seltene Begegnung von Gegensatzen, auch wenn dies vom　Dichter nicht

beabsichtigt wurdeレEin Hinweis auf diese 。Idealisierkunst“ findet sich wohl auch in Holderlins

Aufsatz ，Ｇｒﾘnd zum Empedokles‘(1799):　　　　　　　I　　　　　ト　Ｉ　　　　∧　　　　　十

　　　　Die fremden Fromen mussen um Ｓ０lebendiger seyn, je fremder s沁斗nd, und je weniger der

　　　　sichtbare Stoff des Gedichts［…卜dem Gemuth und der べA^elt des Dichters gleicht, urn so

　　　　weniger darf sich der Geist, das Gottliche レI verlaugnen. Aber auch in diesera fremden

　　　　ｌktlnstlichen St･offe darf und .kann･sich das Innige,･Gottliche,∧nicht anders ausspreche･ｎ， als

　　　　durch einen um so groBern Grad des Unterscheidens, je姐niger die zum Grunde liegende

　　　　Empfindung ist レ］19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　上　　十

In Holderlins　,Brod und We� findet sich Schillers　。Idealisierkunst“　miレihrem paradoxen

Grundgedanken mit Novalis' romantischer 。qualitativer Potenzierung“ getreulich vereint.

Manuscriptum receptum 2ﾝ92 1996

Editum pronuntiatum 25. 12ﾝ1996

19Holderlin:Grund zum Empedokles. .Allgemeiner Grund': StA. Bd.4. S.151.
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7｡=｡Ｄｉｅ ｄｅｕtｓｃｈｅ ＷｉＪr･ｄｅ“�ｓ。sittliche Grolie"

52

In der ersten Strophe stimmt･unter anderem der Glockenklang 'von Kirchen mit dem aufregenden

Atem der Natur ilberein:　　し　　　　　　　　　犬　　▽　　　　　　　＜　　　　　犬　ト

　　　　Stillin dammriger Luft ertonen gelautete Gloken,･ ｡｡･･｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

　　　　　Und der Stunden gedenk rufet ein Wachter die Zahl.　　　　　　　ｊ

　　　Jezt auch kommet ein Wehn und regt die Gipfel des 耳ains auf l…］ト　･｡　･･　　　　　＼

Der Dichter horcht auf die untergrundigen Bewegungen in den christlichen wie in den germanischen

Vorstellungen. Man vergleiche damit Schillers Worte aus seinem Entwurf .Deutsche GroBe‘ (1797):17

　　　，し］mitten :unterいden gothischen Ruinen einer alten barbarischen Verfaliung bildet sich das

　　　　Lebendige aus 【●●●】　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　ト

Diesen Worten geht eine 狛ｒdie〉Aufklarungs- und Revolutionszeit bemerkenswerte Aussage voraus:

　　　　Die Majestat des Deutschen ruhte nie auf dem Haupt S. Fiirstenレ］und wenn auch das

　　　　Imperium untergienge, so bliebe die deutsche Wurde unangefochtenに卜Sie iSレeine sittliche

　　　　Grolie, sie wohnt in der Kultur ｕ: im Charakter der Nation しI

Diese 。deutsche GroBe“ als 。sittlicheGroiie“,die Schiller fragmentarisch entwarf√beschreibt nun

Holderlin bildhafter in der ersten Strophe von ,Brod und Wein‘j Die 。gelautetenGloken“ (V.ll) und

der 。rufende Wachter“ (V.12) fordern woh! zur Andacht auf, doch eher wie auf dem Gemalde

｡L'Angelus“(Das Angeluslauten) von Francois Millet als wie in Brentanos romantischen Bildern.

Aus diesem Gemalde spricht ahnlich wie aus Holderlins ,Bi"od und Wein‘ eine eigentlich recht

anspruchsvolle Bescheidenheit des burgerlichen Bewufitseins.

Ｓ。、Ｄｉｅ Ｎａｃｈt’りｎｄ ＳＧｈｉ!leｒｓ
、、ｉｄｅａｌ

iｓtｅｒｋｕｎｓt“

Zum Sch!ufi mochte ich Holderlins ･,Nacht‘mit Schillers 。Idealisierkunst“vergleichen. In seinem

Aufsatz ,Uber Burgers Gedichte‘（1791）18beｓtｉｍｍtjSchiller die 。Vereir!igung“der二Vereinzelung“･

als Aufgabe der modernen Zeit:　　　　　犬　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ニレ

Bei der Vereinzelung und getrennten Wirksamkeit unsrer Geisteskrafte, die der erweiterte

Kreis des Wissens und die Absonderung dしｒBerufsgeschafte notwendig macht, i乱入es die

Dichtkunst beinahe allein, welche die getrennten Krafte der Seele wieder in Vereinigung

bringt, welche Kopf und Herz, Scharfsinn und Witz, Vernunft und Einbildungskrafレ姐

harmonischem Bunde beschaftigt, welche gleichsam jden ganzen Menschen in uns wieder

herstellt […ト　　つ　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

Scharfsinnig iiberblickt er dabei fast alleideologischen Gegensatze seiner Zeit. Wie Holdをrlin geht es

iしｍvor allem um die geistesgeschichtliche Auseinandersetzung zwischen dem klassischen Griechen-

17 Schiller: Deutsche GroBe. NA. Bd.2. Teil 1. S.43ト436.

18 Schiller: Uber Burgers ･Gedichte. ＮＡ.･Bd.22. S. 245-264
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、　Sind die ersten Verse nicht das weltliche Treibenへins Reale bis zur Ermiidung,･di･ｅfolgenden

　し　　sechs nicht]die ･Sehnsucht der Zeit und das Gefuhトder Verlorenheit【…】13

Brentano sieht ahnlich wie Schmidt in seiner Studie .Holderlins Elegie ,Brod und Wein" (1968) eine

Kluft zwischen den Versen 6 und 7: 。beia11むrFreundlichkeit der ｖｅｒSe，レトbleibtder Wertbereich

des geschaftigen Ｌｅｂｅｎs＼doch abgegrenzレgegen den des hohen, geistesinnigerドLebens“ヤＥｉｎｅ

｡romantisierende“ Grundauffassung, welche die ersten sechs Verse iｓｏ!iert,findet sich auch bei

anderen Germanisten: 。Not just ,satt‘and ,wohlzufrieden‘,all the words describing man's activity are

here potentially pejorative: .geschafftig‘。Werke der Hand', .Gewinn und Verlustイ5

6｡　ＧｒｕｎｄｕｎｇｅｉｎｅｒｂｕｒｇｅｒｌｊｃｈｅｎＧｅｓellｓｃｈａｆt－ /ｍ Ｚｕｓａｍｍｅｎｈａｎｇ ｍｉt Schilleｒｓ

,Spaziergang‘りｱ9幻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　づ

Demgegenuber mochte ich die inneren Zusammenhange zwischen･den ersten sechs Versen der ersten

Strophe und den folgenden aufzeigen. Durch die ganze Strophe scheint das ruhig machtige Werden

ｄｅs･burgerlichen BewuBtseins in der Heiterkeit einer stillen。.Erleuchtung“hindurch. Der Gedanken-

gang des Dichters verliert sich niφmals in einer romantischen Sehnsucht ins Unendliche･，sondern

entwickelt sich auf ein zukiinftiges Ideal hin, das nach dem Bild eines kalssischen･Griechenlandes

modelliert ist, ahnlich wie 1795 bei Schillerin seinem .Spaziergang‘｡16Freilich scheiterte Schiller mit

dem Versuch einer Grundlegung der biirgelichen Gesellschaft, da er sich trotz deren revolutionaren

Tendenzen auf。immer dieselbeﾃﾞ［Natur］“(V.195) verlassen woUte:　。　犬。

　　　　Bin ich wirklich allein？In deinen Armen, an deinera　し

　　　　　Herzen wieder, Natur, ach！ und es war nur ein Traum,　　　　　　　　　　　　　　　＼　犬

　　　Ｄｅｒうmich schaudernd ergriff, mit des Lebens furchtbarem Bilde,　　　。

　　　　　Mit dem sturzenden Thai stilrzteder finstre hinab.

Fiir ihn blieb die Kultur der griechischen Stadt 。nur ein Traum“ (V.186);。Und die Sonne Homers“

｡lachelt auch ｕｎＳ“（Ｖ.200）b10B noch in der 。frommen Natur“（Ｖﾚ194)｡　　　六万　・

　Im diametralen Gegensatz zur statischen Ｎａtﾘrauffassung von Schillers ,Spaziergang‘ steht das

dynamische Naturgefiihl　der Holderlinschen Elegien und Hymnen. lm上Vergleich zu Holderlins

Gedankendynamik√die　sich　auch　im　Anfang von　,Brod　und　Wein‘　zeigt, erscheint Schillers

aufklarerisches Zurtlck zu 。immer dむrselben“Natur als eine eher romantischere Position. SOWohl｡im

Stadtleben wie in der Natur pragt sich in ,Brod und Wein' dynamisches Werden aus.　　　……

'^StA. Bd.7. Teil 2. S. 434.　　＼,'　犬　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇

14 lochen Schmidt:Holderlins Elegie ,Brod und Wein‘. Die Entwicklung c!es hymnischen Stilsin der elegischen

　Dichtung. Berlin 1968. S.34 f.　　　　　　　　　　上.　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･

15 Martin Simon: Friedrich ･Holderlin. The Theory and Practice of religious Poetry. Studies: in the Elegies.

Stuttgart 1987. S.127. Vgl. auch Richard Unger: Holdむｒ!in's Major Poetry. The Dialectics of Unity.

　Bloomington / London 1975. Kap. 6 ilber ,Brod und Wein'. S.70; 。bellsand cries of watc!imen enforce their

　awareness of time's divisions and its transiency.‘ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ノ

16 Schiller: Spaziergang. NA. Bd. 2. Teil 1レS.308¬314.･.・･･･・.･　　　　・・　　　　　・・　　　　..　　　･.
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‥‥‥　abgerundetes Kunstwerk l…卜･..･.・..･･･..・　　..・　..･..　･･.･・　　..　　　・.　　　・・.・

Der Unterschied zwischen solch einem 。abgerundeten Kunstwerk“ der Klassiker und dem Werk

Holderlins beruht vielleichtauf ｄｅtしandersartigenAnschauung vonトGriechentum:sowie von einem mit

dieser aufgewaとhsenen ･･Burgertum, das sichいgern revolution面面bト　　　　　　　　　‥　‥‥‥‥‥こ

5｡　Ｌａｎｄａｕｅｒ　ＵりｄニＨｏＷｅｒlin ―｡Ｅｉｎ ｓｉｎｎｉｇｅｓ･-､Ｈａｕ･ｐt“･･iVA ……ｕｎｄ｡､､ｅｉｎトｅｍｓａｍｅｒ

　トA/ｌａｎｎ“iv.s)　　　‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥　づ　⊃こ‥‥‥‥‥　　‥　‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥

Damals wirkte die Franzosische Revolution noch, wahrend die industrielle langsam in Gang kam.

Wie erwahnt, spiegelt sich in△der　。erleuchteten　Gasse“トｅt加ａｓトvon der Aufgeklartheit seiner

Bewohner, der kommenden Burgerschaft, wahrend die bunt geschmilckten Wagen der Privilegierten

einfach 。hinwegrauschen“. Dies aufgeklarte Burgertum beschreiben besonders die Verse 4 und 5:

犬　　　Und Gewinn und Verlust waget ein sinniges Haupt　　　　　　　∧

　　　　Wohlzufriede［zu Haus汀‥|　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　……

Die Figur eines Kaufmanns, der Gewinn undしVerlust abwagt, ist inmitten einer lyrischen Dichtung

bemerkenswert. Fr:eilichentspricht solch besonnene Erwagung dem verinherlichenden Grundton in

der lyrischenづBeschreibung der Stadt. Dies zeigt auch :Holderlins Biographie, da√wie wir heute

wissen, hinter dem･ 。･sinnigenHaupt“ einer seiner Freundむ, der Tuchhandler C卜istian Landauer

steht. Bei ihm in Stuttgart war dげ･Dichter vom ｊｕｎト1800bisｺ加ｍ Januar 1801 einquartiert, also in

den fast ７ Monaten, die sich an die Entstehungszeit von ,Brod und Wein‘ anschliefien.

　Die Entstehung der 。Landauerschen Fufiteppiche- und Wollwarenhandlung“111mJ油ｒe 1797 fallt

schon in die Zeitﾄder beginnenden industriellen Revolution. Damals war es ein eher seltener Fall,

dafi der Inhaber einer Manufaktur eir!en。einsamen“ Dichter protegierte:

　　　　Aber das Saitenspiel tont fern aus Garten; vieleicht, dafi　　　　　　　ト

　　　　　Dort ein Liebendes spielt Oder ein einsamer Mann　　　十　　　　　　∧

　　　　Ferner Freunde gedenkt und der Jugerndzeit; [..」＼　　　　＜　　　　　　　　　　　　　　し

Diesen Zusammenhang zwischen dem 。S血nigen Haupt“（Ｖ.4）ｕnd＼ｄｅｍ。einsamen Mann“(V.8)

Ubむrsah Wackwitz in seine［,Studien ｚ11Holderlins Eleがenwerk‘(1982)ト〉　｡････｡･　　　　･･｡

　　　　｡Gewinn und Verlust“ werden 。･ｗoh!zufrieden“bedacht,denn die Pｒａχisdes Markts hat sich

　十l　gelohnt. Das Saitenspiel des 。einsamen Ma皿S°“weiB niとhtsvor! Gewinnen; I｡」12　　　　＼

Dergleichen Versehen durchziehen schon friihzeitigdie Holde雨n-Interpretation, wie wir am Beispiel

von Brentano sehen. Uber 小ｅerste Strophe von ,Brod ｕndﾄWein‘sagt er in einem Tagebuchbrief

vom Dezember 1816:　　　　　　　　　，　　〉

n｡VerzeichniB
der im ･Konigreich Wtlrttemberg befindlichen Fabriken und Manufakturen" aus dem ..Wfirttem･L

　トbergischen Jahrbuch !832“ hrsg. Ｖｏｍ∇1820eingerichtetenﾚ ｡Statistisch-Topographischen Bureau". Vgl.:auch

　　｡Stuttgarter Firmenbuch“ (1832).　　　　　　　　　し　／　　　・．・．・．　　･▽＼　　ト　　　犬一一　+

12 Stephan Wackwitz: Trauer und Utopie um 1800. Studien zu Holderlins Elegienwerk. Stuttgart坤82ﾚS.30.
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　＝　しVater Aether〉け.｣・　　ト　　▽　　＼　　づ　　　　　…………1ご　し丿

A.　Ｄａｓ ｋｌａｓｓiｓＧｈｅＧｒｉｅｃｈｅｎtｕｍ→Ｒｏｍａｎti=ke･「<ｕｎｄ＼Ｋｌａｓｓｉｋｅｒ

Holderlins nuancenreicher Idealismus schlieBt zwar kaumﾄBrentanos romantischeいSehnsucht ganz

aus, aber er steht auch in der Tradition von Winckelmanns griechischerしNachahmungstheorie. Vor

allem aber ｡lassen sieh Ah･nlichkeiten mit Goethes .Iphigenieｸﾞauf Tauris' (1787) und Schillefs

,Gottern Griechenlands' (1788) aufzeigenレHier spiegelt sich deutsches Gefuhl im Rahmen einer

kla‘ssischen Asthetik. Die klassische Dichtung Goethes｡ Schillers und Holderlins ist auch vom Geist

einer griechischeかHeiterkむit durchdrungen, dem auch d･ie。heitere Luft“ ｡(V. 64), namlich der｡.Vater

Aether“(V.65) im hymnischen△Hohepunkt des 。seeligen Griechenlandes“ j(V. 55) entspricht. Daher

laBt sich die erste Strophe von ,Brod und Wein‘丿eicht in einenトZusammenhang mit der Klassik

bringen.　　　犬　　＼　　　　　　　　〉　犬　　　　　　　　＼／　　う　　　　二　　=:　　　　　　　ニ　　＼

　　Andererseits dilrfen wir aber nicht von den Schatten absehen, die das einleitende Stadtbild 面t

｡erleuchteten“ Gassen und 。verborgenwirkendem“ Mondschein nuancieren. Hierzu mOchte ich Novalis

heranziehen:　　　　　　犬　　　・　　　　　　　　　　　　　ｙ　=ヘレ　犬∧　｡･･｡･｡･｡･｡　・・　　　｡｡･｡・･:‥‥　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■/

　　　　Die We1レmuB romantisiert werden.［｡｡］Romantisierenうst nichts als eine∧qualitative

　　　　Potenzierung.レ］Indem　ich　dem　Gemeinen　einen　hohen　Sinn, dem　Geｗりhnlichen∧ein

　　　　geheimnisvoUes Ansehn, dem Bekannten die Wtlrde des Unbekannten, dem Endlichen einen

　　　unendlichen Schein gebe, so romantisiere icheｓ.8/十　　　　犬　　十　　　　‥‥‥‥‥‥

Diese Maxime verwirklicht ･Novalis zuerst in seinen ,Hyninen an die Ｎａｃねtソ1800）9，ｗo das selige

Totenreich der 。geheimnisvollen Nacht“(l, Hymne) alles erleuchtet und 。romantisiert“ Aber im

Unterschied zur Ｈりlderlinschen ,Nacht‘ dreht sich hier alles ｕｍニeine einzigeト,Sonne der Nacht' (↓.

Hymne), namlich um eine Jung verstorbene Geliebte. So kann es in Novalis' Hymnを■n kein l｡seeliges

Griechenland“ geben, weiトf廿　ihn das　heitere Griechentum　von　der christlichen Seelennacht

uberwunden wurde, wie dieトfiinfte Hymne an die しNacht bezeugt.　　　十　二　　　　　　　　　十

　　Der Romantiker verteidigt dieニtraditionelle Religion gegen die Wiedeゆelenbung griechischer

Ideale, die den Klassikern klar vor Augen stehen wie den Touristen heute der Glanz der Akropolis.

Holderlins　。seeliges　Griechenland“　in　,Brod･　ｕndく＼へｖｅｉｎ‘　bedeutet十eineトNeuinterpretation eines

Christentums, das schon in seinen anfanglichen Auseinandersetzungen flber die griechischen Fragen

hinausgekommen zu sein glaubte.･Noch vor knapp zwei Jahrhunderten waren sie indes ein so heiBes

Eisen, daJi　sogar　Schiller　dem　Druck herrschender　Auffassungen ＼ｎ:achgab und　seineへGotter

Griechenlands‘ iiberarbeitete, um ihnen einiges von ihrer kritischen Scharfe zu nehmen. Derlei lag in

der Zeit. Heine kritisiert die ｡Kunstperiode“ im ersten Buch seiner .Romantischen Schule'^" mit einer

Bemerkung uber Goethe:　　　　　　　　　　　　　　　犬･　　　＼

　　　　［｡.1 der Geist wurde Materie unter seinen Handen, und er gab ihm die schone gefallige Form.

　　　　So wurde er der groBte Kunstler in unserer Literatur, und alles was er schrieb wurde ein

8 Novalis: Fragment von 1798. Schriften. Bd.2. S.335.　∧　　　　‥‥‥‥‥△:　犬

９Novalis: Hymnen an die Nachtう-ＶレSchriften. Bdユ. S. 55-66.　　　　■■■■■■■　･■　　■

１ｏHeine: Die romantische Schul･ｅ.I:Sakularausgabe. Berlin / Paris. Bd.8. 1972.･S. 35f.
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Obwohl hier anscheinend･ !lur Lampenlicht vorkommt, wird doch auch schon etwas von dem spater

erwahnten Mondschein im V. 14 f.〉indieser bflrgerli西部Welt spflrbar, wenn auch nicht auffallig－

eben ,,verborgenwirkend“4: 。derMond / Kommet geheim］ｎｕｎﾚauch"(Vﾚ14 f.).Ahnlich･wie Beethovens

,Mondscheinsonate‘(1802) verweist dieser　An fangニauf ein　Einheitserlebnis, eine Verbindung

zwischen dem Innenraum der Seele ｕnd＼dem Aufienraumｴder in der Natur eingebetteten Stadt。

　Ahnlich bescheiden wie dieses Bild gibt sich ja auch der 。erleuchtete“,aufgeklarte Burger, der

。sattvon Freuden des Tags heimgeht“（Ｖ.3）ｕnd。wohlzufrieden zu Haus“(V. 5) ruht, wohingegen

die prachtigen 。Wagen“(V.2)。mit Fakeln geschmilkt‘ｙzu einer luxuriosen∧Abendgesellschaft

。hinwegrauschen“. Dies steht im Einklang mit der H6!derlinschen Geschichtsauffassung。,daB in eben

dem Momente und Grade, worinn sich das Bestehende auflo:St.auch das Neueintretende,ﾚJugendliche,

Mogliche sich fuhlt“｡5Schon die Verwendung des Verbs 。rauschen“ zeigt dieses 。Werden im

Vergehen“. Wahrend die prachtigen 。Wagen‘≒,,hinwegrauschen" (V. 2)。.rauschen“ in den Versen 9

Und＼10。die Brunnen / Immerquillむnd frisch an duftendemトBeet“, woraufhin 。stillin dammriger Luft

ertonen gelautete Gloken“ （Ｖ･｡11).　　　　　　∧　　犬　　　　　　　尚　　Ｉ

3.Ｂｒｅｎtａｎｏｓ Ｒｅｚｅｐtｉｏｎｄｅｒ、Ｎａｃｈt’

An diese 。Gloken‘｢(V.ll) hangt sich das
･｡romantische"

Er!eben Brentanos, als er die erste Strophe

mit･dem Titel ,Die Nacht‘ findet, wovon s吋ｎ Brief ａｎ犬Runge vom 21. Januar 1810 zeugt:　上

　　　　Besonders ist die Nacht klar und sternenhell ｕndトeinsam und eine ruck- und vorwarts

　　/　tonende Glocke aller Erinnerung;に]Wahrend ich Solches erlebte, entstand in 面r unbewufit

　　　　die Begierde, ein Gedicht zu erfinden[｡｡16　　　　　　　十　∧　　　ト　　　∧

Spater verwirklicht Brentano dies in einer .Fortsetzung von Holder!ins Nacht‘:

　　　　Ach und sie･trostet mich nicht, ich kenn' sie, ich laure sie nahet上　　　　　　　　　　Ｏ

　　　　　Wie zum Gefangenen sich schleichet der Waむhter heran

　　　　ＩHier ist ein Becher so spricht sie fU1トihn犬dir mit Tranen　　　　　　　　　　ト

　　　　　Hier diesen Stein nimm aufs Herz das er dir werde zu Brod lﾐ･]7犬　　：

Obwohl er das Grundthema des spater voUendeten Gedichtes noch nicht kennen konnte, ahnt er es

gleichsam voraus, da in〉(!iesemGedicht sｏｗohにＢrod“wie ein 。Becher¶‘Wein vorkommt. Brentanos

Rezeption wird bestimmt von eineトweltenthobenen Sehnsucht in vage Feme; dem Gedicht unterliegt

kein scharfer umrissenes Ideal, wie das 。seeligeGriechenland“ (V.55) dem ,Brod und Wein‘:………

　　　　Wo, wo leuchten sie denn, die fernhintreffenden Sprilche？

　犬　　　Delphi schlummert und wo tonet das groiie Geschik ？

　　　　Wo ist das schnelle ？ wo brichts, allgegenwartigen Glaks voll

　　　　　Donnernd aus heiterer Luft uber die Augen herein ？　　‥‥‥‥　‥

4 Holderlin: Emilie vor ihrem Brauttag. V. 30: StA. Bd.11.1S｡278.

5 Holderlin: Das Werden im Verge hen (1799):StA. Bd.4. S.282

6.StＡ.Bd.7（ＤｏｋｕｍｅｎtよTeil 2. S.407.　ニ　　し　△

7 StA. Bd.7. Teil 3. S. 539.し　　　　コ　　　　上
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｡ＲＯＭＡＮ･TISIEREN“トｕ｢!q 。IDEALISIEREN“

Uber die erste Strophe von Holderlins 3rod und Wein

　　　　　　　　　Katsumi Takahashi　　　　　　　　　　ト

１．Ｄｉｅ 。ｕｎｅｎｄｌｉｃｈｅ Ｓｅｈｎｓｕｃ､ｈｔ“ ｕｎｄ 。ｓｃｈｄｕｍｅｎｄｅ］Ｕｎｅｎｄｌｉｃｈｋｅｉt“

Sein Herz klopfte in unendlicher Sehnsucht, und die silBeste Bangigkeit dｕrむhdrang ihn ｡1

Die deutsche Dichtung, die man 。klassisch“nennt, entstand im Ubergang von der Aufklarung zum 19.

Tahrhunc!ｅ比In diesem Wendepunkt entwickelte sich manches, was nicht eindeutig als 。klassisch“

Oder ｡romantisch“ klassifiziert"werden kann, zum Beispiel Beethovens Musik. Auch Holderlins ,Brod

ｕndべＶｅｉｎ‘lafit sich nicht einfach in Roman tisches Oder Klassisches aufteilen, sondern hier treten

beide Momente in einer organischen Einheit auf, so unvereinbar sie uns auch eりcheinen mogen.

　Die bisherige Forschung hat die erste Strophe von ，Ｂｒod･und Weilhｙ(1800=01)2 haｕうtsachlichals

emphatische 。Romantisierung“ aufgefaBt Ｕ皿d dabei einen lyrischen Ton ubersehen, der Holderlin

eher mit Schiller verbindet, mit der 。Idealisierkunst'｢il!der Gedankenlyrik des 18. Jahrhunderts.

Denn in dieser Strophe schwingt ja nicht nur die romantische Sehnsucht iねS Unendliche mit, sondern

auch eine Art 。schaumende Unendlichkeit“ des wirklichen Lebens auf der Suche nach dem Ideal

eines 。seeligen Griechenlandes“: l　　　　　■　　　　　　　　■■■　■.

　　　　Fand das hochste Wesen schon kein Gleiches√　　ト　　　　　　　　ノ　　　　　ト

　　　　Aus dem Kelch des ganzen Seelenreiches　‥ト　　　ノ

　　　　Schaumt ihm ■― die Unendlichkeit.^　　　　　　･..･　･･..　　　･･　　　　　　･...　　　　　･.・.

2. ,Das Werden /ｍ Verge力en'

Wichtig erscheint mir vor allem, wie im Anfang der Strophe die 。erleuchteteGasse" 。stillwird“（V

1）:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　ト

　　　　Rings um ruhet die Stadt: stillwird die erleuchtete Gasse,上　　　　　　コ　　　　し

　　　　　Und, mit Fakeln geschmiikt, rauschen die Wagen hinweg.

　　　　Satt gehn heim von Freuden des Tags zu ruhen die Menschen レ］　ト

！Novalis: Die Lehrlinge zu Sais (1798 f.). Kap. 2: Schriften. 4 Bde. Leipzig 1929. Bd. 1. S. 26.

2 HOlderlin: Brod und Wein (Str. 1: Ｖ. 1-18/Str. 2:Ｖ.ト19-36/Str. 3: Ｖ. 37-54/Str. 4: Ｖ，55-72 / Str. 5:Ｖ.

　73-90 / Str. 6: Ｖ. 9ト108 / Str. 7:V. 109-124 / Str. 8: Ｖ.ﾕ25-142/Str. 9:V. 143丿60）:Stuttga心r Ausgabe （＝

トStＡ卜1946-1977. Bd.2. S.90-95.　　　　　ト　∧　　　　　　･．　　　犬　　………

3 Schiller: Die Freundschaft (1782). Strン10: V.58-60: Weimarer Nationalausgabe (=NA) 1り43 ff.Bdよ=Sﾝ111し
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　　　　2. ,Das Werden im Vergehen‘上　　ト　　　　……=　.････.･.　･･　..　.･･・　　　.･　･.
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　　　15. Landauer und Holderlin －
･｡Ein
sinniges Haupt“ (V. 4) und ,,ein einsamer Mann“ （Ｖ.8）

　　　　6. Grundung einer bflrgerlichen Gesellschafレ― im Zusammenhang ｍｉt･Schillers.Spaziergangト(1795)

　　　7.。Die deutsche Wflrde“ als 。sittlicheGrolie“＜　ニ　　　　犬　＝づ　・　　∧
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